
巻 号 年 月 日 種別 タイトル 著者 頁数 備考
100 1906 9 3 〔日本禅宗の始祖千光禅師は…〕 1 表紙。教界の灯明／家庭の和楽／社会の警鐘／人生の慰安と書

いた枠の中に右の文章が書かれている。

100 1906 9 3 広告 2
100 1906 9 3 本領 改題の辞 3
100 1906 9 3 本領 国民の宗教心 3
100 1906 9 3 本領 新教の出現 4
100 1906 9 3 修養 麈尾一塵　第十 前田博士談 5
100 1906 9 3 修養 基督の説教と釈尊の説法 文学士　北村教厳 6
100 1906 9 3 広告 講読申込者諸君に告ぐ 発送係 7
100 1906 9 3 博議 精神作用と疾病との聯合（一） 文学博士　福来友吉 8
100 1906 9 3 博議 余が最近の経験 文学士　堀謙徳 9 （七月廿三日ビスクワトア河畔講習所に於て）
100 1906 9 3 博議 中古歌謡に見えたる霊魂の本体 石橋臥波 11
100 1906 9 3 講壇 宗教学概論 文学士　芝田徹心 12
100 1906 9 3 講壇 遺教経講話 妻木直良 13
100 1906 9 3 家庭 家庭の慰安 文学士　宝閣善教 15
100 1906 9 3 家庭 家庭小言 舟橋水哉 16
100 1906 9 3 家庭 台所衛生 16
100 1906 9 3 家庭 〔今度始めて本欄を置きましたが、…〕 16
100 1906 9 3 蒐録 古人今人 三才楼主人 17
100 1906 9 3 〔地中海上万船旋。…〕 釈宗演 17 伊国ネーバルス府にて
100 1906 9 3 蒐録 日本海上の極楽園　一　＝つしま物語＝ 井上慈嚝 18
100 1906 9 3 蒐録 祝満百号／立秋 小泉椿斎 18
100 1906 9 3 蒐録 夏日偶題／山中／所見 竜北閑人 18
100 1906 9 3 蒐録 秋袷 金葩人 19
100 1906 9 3 蒐録 霊祭 東条辰巳 19
100 1906 9 3 広告 原稿締切は毎回五の日 19 蒐録の締切について
100 1906 9 3 思潮 宗教家の修養 文学博士　谷本梨庵 20
100 1906 9 3 広告 誌代改訂◎見本進呈 大樹園会計部 20
100 1906 9 3 広告 誌代未払者に告ぐ 大樹園 20
100 1906 9 3 思潮 宗教と教育 文学士　常盤大定 20
100 1906 9 3 広告 無料送金法！！！ 大樹園会計部 21
100 1906 9 3 思潮 慈善事業と人格 21 （基督教世界）
100 1906 9 3 新報 布哇に於ける仏耶の衝突 22
100 1906 9 3 新報 シヤートル府の日本人倶楽部 22
100 1906 9 3 新報 日露共同の忠魂碑 22
100 1906 9 3 新報 仏教大学の図書館 22
100 1906 9 3 新刊紹介 印度文明史　文学士　常盤大定著 22
100 1906 9 3 新刊紹介 ブース大将伝　山室軍平著 22
100 1906 9 3 新報 早稲田図書館の仏教書 22
100 1906 9 3 新報 京城別院の落成 22
100 1906 9 3 新報 合衆国東部の仏教熱 22
100 1906 9 3 新報 独米仏教の聯絡 22
100 1906 9 3 新報 無資格の信者 22
100 1906 9 3 新報 石川貫首の自信 23
100 1906 9 3 新報 総持寺移転地の価格 23
100 1906 9 3 新報 西派の役員任用例 23
100 1906 9 3 新報 清国の布教排斥 23
100 1906 9 3 広告 寺院堂宇の一大財源 東京薬草試験場 23
100 1906 9 3 新報 内務次官と能本山 23
100 1906 9 3 新報 神戸講習会の盛況 23

『警世新報』



100 1906 9 3 新報 真宗尾張中学 23
100 1906 9 3 新報 毛利公爵邸の家庭法話 23
100 1906 9 3 新報 清国人の仏教調査 24
100 1906 9 3 新報 慰安旅行 24
100 1906 9 3 新報 韓国に於ける米国宣教師 24
100 1906 9 3 新報 岡山孤児院の偏狭 24
100 1906 9 3 新報 東本願寺の勢力 24
100 1906 9 3 個人消息 　 24
100 1906 9 3 新報 女学校設立の計画 24
100 1906 9 3 新報 ハリス博士の仏教排斥 24
100 1906 9 3 新報 大釜二個の寄贈 24
100 1906 9 3 新報 旅順の追悼会 24
100 1906 9 3 広告 25 以下巻末（25～31ページ＋裏表紙）まで広告続く

101 1906 9 13 〔孛曰く、…〕 1 表紙。（孛経）
101 1906 9 13 曰く録 島田南村翁曰く 2
101 1906 9 13 曰く録 三宅雄次郎氏曰く 2
101 1906 9 13 曰く録 沢柳政太郎氏曰く 2
101 1906 9 13 曰く録 利井明朗氏曰く 2
101 1906 9 13 曰く録 釈元恭氏曰く 2
101 1906 9 13 曰く録 境野黄洋氏曰く 2
101 1906 9 13 曰く録 遠山医学博士曰く 2
101 1906 9 13 本領 修養の好資料（青年諸子に勧む） 2
101 1906 9 13 本領 清国の日本僧排斥 3
101 1906 9 13 本領 能本山移転問題 4
101 1906 9 13 広告 謹告 4
101 1906 9 13 修養 塵尾一塵（十一） 前田博士談 5
101 1906 9 13 修養 信界百話 妻木直良 6
101 1906 9 13 　 〔無碍光仏のひかりには…〕 6 和讃
101 1906 9 13 博議 仏教倫理観　第一 藤井芳信 7
101 1906 9 13 　 〔諸悪莫作。…〕 8
101 1906 9 13 博議 精神作用と疾病との聯合（二） 文学博士　福来友吉 8
101 1906 9 13 博議 素人宗教観 石橋臥波 9
101 1906 9 13 講壇 宗教学概論 文学士　芝田徹心 11
101 1906 9 13 講壇 遺教経講話 妻木直良 12
101 1906 9 13 　 〔信ありて解なければ、無明を増長し、…〕 13 （槃涅経）

101 1906 9 13 家庭 家庭小言 舟橋水哉 14
101 1906 9 13 家庭 娯楽と園芸 芳賀信孝 15
101 1906 9 13 蒐録 日本海上の極楽園　二＝つしま物語＝ 井上慈嚝 16
101 1906 9 13 蒐録 山内村の半日 湘南遊客 16
101 1906 9 13 蒐録 牛鍋の記 七人の一人 17
101 1906 9 13 蒐録 絵蚊帳 金葩人 18
101 1906 9 13 蒐録 杜影 朴翁 18
101 1906 9 13 蒐録 新凉 竜北閑人 18
101 1906 9 13 蒐録 観蓮 酒井幹 19
101 1906 9 13 蒐録 秋思 団野宗勝 19
101 1906 9 13 蒐録 夏目雑吟 椿斎主人 19
101 1906 9 13 蒐録 もの思ふ 賤男 19
101 1906 9 13 思潮 養性論 医学博士　三宅秀君 20 （伝道）
101 1906 9 13 広告 見本進呈 大樹園会計部 20
101 1906 9 13 広告 誌代未払者に告ぐ 大樹園会計部 20
101 1906 9 13 思潮 真宗の寺院制度 佐治実然君 20 （六合雑誌）
101 1906 9 13 思潮 廃兵院に対する希望 安藤鉄腸君 21 （中外日報）



101 1906 9 13 広告 無料送金法！！！ 大樹園 21
101 1906 9 13 新報 宗教局の通牒 22
101 1906 9 13 新報 法主の清国漫遊 22
101 1906 9 13 新報 京都府庁の社寺合併通牒 22
101 1906 9 13 新報 画家の見識 22
101 1906 9 13 新報 日露談判紀念碑 22
101 1906 9 13 新報 廃兵院の設置 22
101 1906 9 13 新報 宗教的精神病 22
101 1906 9 13 新報 社寺局長の時談 23
101 1906 9 13 新報 日本布教師の退清命令 23
101 1906 9 13 広告 寺院堂宇の一大財源 東京薬草試験場 23
101 1906 9 13 新報 清国教案と仏教 23
101 1906 9 13 新報 能山移転　大谷派僧侶 23
101 1906 9 13 新報 布教問題と西本願寺 23
101 1906 9 13 新報 能本山移転地の買収 23
101 1906 9 13 新報 林公使の清国布教観 23
101 1906 9 13 新報 清国の仏教徒 24
101 1906 9 13 新報 真宗信徒の検査役選任 24
101 1906 9 13 新報 宗演師の外遊談 24
101 1906 9 13 新報 社寺財産管理法 24
101 1906 9 13 個人消息 　 24
101 1906 9 13 新報 慰安旅行と仏教家 24
101 1906 9 13 新報 回教徒の日本伝道 24
101 1906 9 13 新報 西派集会の問題 24
101 1906 9 13 新報 寺院殖産の一法 24
101 1906 9 13 広告 25 以下巻末（25～27ページ＋裏表紙）まで広告。

102 1906 9 23 〔昔し故屋あり、…〕 表紙 本号から表紙がページ数に含まれなくなる。（百喩経）

102 1906 9 23 海外談叢 十六日間の弁論 表紙裏
102 1906 9 23 海外談叢 羅馬法王の収入 表紙裏
102 1906 9 23 海外談叢 一部三千六百円の書籍 表紙裏
102 1906 9 23 海外談叢 世界徒歩旅行者 表紙裏
102 1906 9 23 海外談叢 木に上る魚 表紙裏
102 1906 9 23 海外談叢 ロツクフエラーの義挙 表紙裏
102 1906 9 23 海外談叢 七十五哩の墻 表紙裏
102 1906 9 23 海外談叢 世界第一の小人 表紙裏
102 1906 9 23 海外談叢 米国雑誌の広告収入 表紙裏
102 1906 9 23 広告 特別社告 表紙裏
102 1906 9 23 広告 本誌次号予告（十月一日発行） 表紙裏
102 1906 9 23 本領 宗教と娯楽 1
102 1906 9 23 本領 寺院合同問題 2
102 1906 9 23 修養 塵尾一塵（十二） 前田博士談 3
102 1906 9 23 修養 信界百話 妻木直良 5
102 1906 9 23 広告 〔本誌第百号は一時品切の処…〕 発送係 5
102 1906 9 23 博議 精神作用と疾病との聯合（三） 福来友吉 6
102 1906 9 23 博議 因果の理法明白也　現在の仏は未来の仏並に神儒仏三教一致

の理
堂屋敷居士 7

102 1906 9 23 博議 抑堂佐々木先生 一記者 9
102 1906 9 23 講壇 宗教学概論 文学士　芝田徹心 10
102 1906 9 23 講壇 遺教経講話は記事輻輳に付休載 10
102 1906 9 23 　 黄金の真中で餓死する話 11 （ときの声）
102 1906 9 23 家庭 家庭小言 舟橋水哉 12
102 1906 9 23 家庭 掃除二十則 13 （女学世界）



102 1906 9 23 蒐録 追想録 人見仁剣 14
102 1906 9 23 蒐録 帰省雑記 梅田千界 15
102 1906 9 23 広告 原稿締切は五日と廿日 16 投稿原稿の締切について
102 1906 9 23 蒐録 無題 無慚叟狂介 17
102 1906 9 23 蒐録 次山居余課韻 髙癡道人 17
102 1906 9 23 蒐録 改題を祝して 桃林義景 17
102 1906 9 23 俳句 秋 幻詩郎 17
102 1906 9 23 俳句 砧 子羊 17
102 1906 9 23 俳句 秋草 黙狂 17
102 1906 9 23 思潮 宗教の社会的価値 小野禿山 18 （時代宗教）
102 1906 9 23 広告 見本進呈 大樹園会計部 18
102 1906 9 23 広告 誌代未払者に告ぐ 大樹園会計部 18
102 1906 9 23 思潮 神学の必要 18 （基督教世界）
102 1906 9 23 思潮 予想上の言論 19 （旭川、無尽灯）
102 1906 9 23 広告 無料送金法！！！ 大樹園 19
102 1906 9 23 新報 嘱託教誨師の効果 20
102 1906 9 23 新報 領事の回答 20
102 1906 9 23 新報 本派法主樺太巡教の光景 20
102 1906 9 23 新報 一時間に二百哩 20
102 1906 9 23 新報 羅馬法王教書 20
102 1906 9 23 新報 モーレー嬢の仏教研究 20
102 1906 9 23 新報 宗教家と自治 21
102 1906 9 23 新報 オレゴンの墓参会 21
102 1906 9 23 新報 布教練習所の開所式 21
102 1906 9 23 新刊紹介 家庭学校　上野他七郎著 21
102 1906 9 23 新刊紹介 忠死者建碑招魂社合祀手続　山崎有信著 21

102 1906 9 23 新報 西派法主の渡清 21
102 1906 9 23 新報 西派集会雑爼 21
102 1906 9 23 新報 総持寺非移転同盟規約 21
102 1906 9 23 新報 金剛教会 22
102 1906 9 23 新報 曹洞宗の寺院建築 22
102 1906 9 23 新報 石川貫首を告発す 22
102 1906 9 23 新報 大和の天理教 22
102 1906 9 23 個人消息 　 22
102 1906 9 23 新報 二百万円を募る 22
102 1906 9 23 新報 伊賀だより 22
102 1906 9 23 新報 日露戦役紀念仏 22
102 1906 9 23 新報 祖師絵像の下附 22
102 1906 9 23 広告 23 以下巻末（23～25ページ＋裏表紙）まで広告。

103号欠号
104 1906 10 15 〔菩薩は正に守護るべきものあり、…〕 表紙 （無字法門経）
104 1906 10 15 海外談叢 乳雀の感謝 表紙裏
104 1906 10 15 海外談叢 イプセンの奇癖 表紙裏
104 1906 10 15 海外談叢 変生男子の実例 表紙裏
104 1906 10 15 海外談叢 世界最大の花 表紙裏
104 1906 10 15 海外談叢 ローズヴエルト家の食卓 表紙裏
104 1906 10 15 広告 見本進呈 表紙裏
104 1906 10 15 広告 誌代未払者に告ぐ 表紙裏
104 1906 10 15 本領 信仰と成功 1
104 1906 10 15 広告 〔本誌品切れの処増刊出来に付き…〕 2
104 1906 10 15 修養 塵尾一塵（十四） 前田博士談 3
104 1906 10 15 修養 聖訓数則　中 文学士　常盤大定 5



104 1906 10 15 法話 慰安の生活　其一 清原秀恵 7
104 1906 10 15 博議 アメリカ教界事情一斑 在米　文学士　堀謙徳 9
104 1906 10 15 博議 仏教倫理観 藤井芳信 11
104 1906 10 15 　 ブース大将の長寿法 12
104 1906 10 15 博議 素人宗教観 石橋臥波 13
104 1906 10 15 　 欧州最近の格言 14
104 1906 10 15 講壇 宗教学概論 文学士　芝田徹心 15
104 1906 10 15 講壇 遺教経講話 妻木直良 17
104 1906 10 15 家庭 家庭小言 舟橋水哉 19
104 1906 10 15 家庭 白蓮遺芳（下） 岡部宗城 20
104 1906 10 15 　 金血の林檎 21 （ときの声）
104 1906 10 15 蒐録 軍営雑感 文学士　泉道雄 22
104 1906 10 15 　 金原翁の四畳半 23
104 1906 10 15 蒐録 海上の三年間 岡崎遵子 23
104 1906 10 15 蒐録 無疑菴漫録 日野麦園 24
104 1906 10 15 蒐録 奉拝　伊勢大廟歌 梅田千界 26
104 1906 10 15 蒐録 枝豆売 辰巳 26
104 1906 10 15 蒐録 秋興 金葩人 26
104 1906 10 15 蒐録 訪椿斎詞兄席上偶成 小野桜山 27
104 1906 10 15 蒐録 次小野桜山翁之韻　他数首 小泉椿斎 27
104 1906 10 15 蒐録 開繙広書於呉港志喜 是山恵覚 27
104 1906 10 15 蒐録 太古の東京 理学博士　坪井正五郎君 27
104 1906 10 15 蒐録 長寿を保つ理由 金原明善君 27 （実業の日本）
104 1906 10 15 歴抄 統一的凡神教 釈宗演師 28 「日本百年後の宗教」
104 1906 10 15 歴抄 予想七ヶ条 佐治実然君 28 「日本百年後の宗教」
104 1906 10 15 歴抄 百年後の世界 リギヨル博士 29 「日本百年後の宗教」
104 1906 10 15 歴抄 大なる変化なし 前田博士 29 「日本百年後の宗教」
104 1906 10 15 歴抄 仏耶の盛衰 斯波貞吉君 30 「日本百年後の宗教」
104 1906 10 15 歴抄 処世の二大秘訣 加藤直士君 30 （新人）
104 1906 10 15 歴抄 精神修養の根本主義 河野広中君 31 （成功）
104 1906 10 15 新報 西本願寺法主の渡清談 32
104 1906 10 15 新刊紹介 仏陀之聖訓　常盤大定纂 32
104 1906 10 15 新報 教会慰問会 32
104 1906 10 15 新報 天理教と内務省 32
104 1906 10 15 新報 子爵令妹の発心 32
104 1906 10 15 新報 仏教伝道協会の工場伝道 33
104 1906 10 15 新報 京都大学の仏教講座 33
104 1906 10 15 新報 独国豪商と日本宗教 33
104 1906 10 15 新報 三井一家の慈善病院 33
104 1906 10 15 新刊紹介 宗教と哲学　松本博士著 33
104 1906 10 15 新報 陸軍大臣の訓令 33
104 1906 10 15 新報 台湾総督府の仏教講話 33
104 1906 10 15 新報 菊地博士の勅語英訳 33
104 1906 10 15 新報 布哇に於ける西本願寺の財産 33
104 1906 10 15 新報 芸娼妓の感化難 33
104 1906 10 15 新報 少年少女会 34
104 1906 10 15 新報 第五仏中の修学旅行 34
104 1906 10 15 新報 奥村五百子女史の名誉 34
104 1906 10 15 新報 西派法主の消息 34
104 1906 10 15 新報 布教に関する道台の方針 34
104 1906 10 15 個人消息 　 34
104 1906 10 15 新報 西比利亜の宗教 34



104 1906 10 15 新報 呉港の仏教講習 34
104 1906 10 15 新報 軍人の汽車賃半減 34
104 1906 10 15 新報 侠客の慈善 34
104 1906 10 15 広告 35 以下巻末（35～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

105 1906 11 1 〔昔国王あり、…〕 　表紙 〔法句譬喩経、・好喜品〕
105 1906 11 1 海外談叢 笑の価五十万円 表紙裏
105 1906 11 1 海外談叢 徴行好きの白耳義王 表紙裏
105 1906 11 1 海外談叢 露のキルコフ公 表紙裏
105 1906 11 1 海外談叢 恋の為に世界一週 表紙裏
105 1906 11 1 海外談叢 妻を賭物と為す国 表紙裏
105 1906 11 1 海外談叢 重病忽然と治す 表紙裏
105 1906 11 1 広告 見本進呈 表紙裏
105 1906 11 1 広告 誌代未払者に告ぐ 表紙裏
105 1906 11 1 本領 宗教と倫理とを論じて日本仏教の研究に及ぶ 1
105 1906 11 1 広告 〔本誌品切れの処、増刊出来に付き…〕 2
105 1906 11 1 修養 塵尾一塵（十五） 前田博士談 3
105 1906 11 1 修養 信界百話 妻木直良 5
105 1906 11 1 　 〔無慚無愧のこの身にて、…〕 6 （述懐和讃）
105 1906 11 1 　 〔朝家の御ため国民のために、…〕 6 （性信房へ御消息）
105 1906 11 1 蒐録 聖訓数則 文学士　常盤大定 7
105 1906 11 1 蒐録 自業自得 8 （常盤氏和訳法句経）
105 1906 11 1 法話 慰安の生活　其二 清原秀恵 9
105 1906 11 1 　 〔今庶くは道徳等、…〕 10 （浄土文類聚鈔）
105 1906 11 1 博議 アメリカ教界事情一斑 在米　文学士　堀謙徳 11
105 1906 11 1 博議 陳思枯想 梅田謙敬 13
105 1906 11 1 博議 仏教倫理観（承前） 藤井芳信 15
105 1906 11 1 　 万国同揆 16
105 1906 11 1 講壇 宗教学概論 芝田徹心 17
105 1906 11 1 講壇 遺教経講話 妻木直良 19
105 1906 11 1 講壇 至誠と同情 加藤咄堂 20 （三宝）
105 1906 11 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 21 前号二十頁第十七行の明伝鈔は御一代聞書、第二十一行持名

鈔は御伝鈔の誤
105 1906 11 1 家庭 家庭感話 井上慈嚝 23
105 1906 11 1 家庭 真粧法 皐月生 24
105 1906 11 1 家庭 〔日常家庭の教訓となるべき逸話訓話を募集す…〕 24
105 1906 11 1 蒐録 軍営雑感 泉道雄 25
105 1906 11 1 蒐録 渡米雑観 在桑港　井上尽奥 26
105 1906 11 1 蒐録 海上の三年間 岡崎遵子 28
105 1906 11 1 蒐録 月下聞桂花 酒井幹 29
105 1906 11 1 蒐録 中秋無月 小泉椿斎 29
105 1906 11 1 蒐録 秋／芳外霊鞍君の渡米を送りて 吉村葩人 29
105 1906 11 1 蒐録 秋季皇霊祭偶成　他 山本香渓 29
105 1906 11 1 蒐録 次山居余課玉韵 髙癡道人 30
105 1906 11 1 蒐録 法輪寺鐘銘並序 30
105 1906 11 1 蒐録 秋季雑吟 俵子羊 30
105 1906 11 1 蒐録 筆の雫 小川清流 30
105 1906 11 1 蒐録 田家の秋／満月、往事如夢 山本香渓 30
105 1906 11 1 歴抄 元恭と宗演 31 （中外日報）
105 1906 11 1 歴抄 宗教的治療術 31 （催眠術新報）
105 1906 11 1 新刊紹介 阿弥陀仏　ケーラス博士著　鈴木大拙訳述 32

105 1906 11 1 歴抄 仏耶両教の融和を信ず 向軍次君 32 （新公論）
105 1906 11 1 歴抄 日本将来の宗教 33 （万朝報）



105 1906 11 1 歴抄 予が信条 安藤嶺丸君 33 （青年伝道）
105 1906 11 1 歴抄 養育院収容者の信仰状態 33 （養育院月報）
105 1906 11 1 新報 韓国皇帝へ献経 34
105 1906 11 1 新報 廃兵院と地方官 34
105 1906 11 1 新報 能本山移転と越本山 34
105 1906 11 1 新報 天理教徒の韓国移住 34
105 1906 11 1 新報 勅令の誤解と村内の紛擾 34
105 1906 11 1 新報 未曽有の長距離競争 34
105 1906 11 1 新報 渡清後の本派法主 34
105 1906 11 1 新報 雨宮氏の豪奢 34
105 1906 11 1 新報 大倉氏の古稀祝 34
105 1906 11 1 新報 関西仏教青年会講演会 34
105 1906 11 1 新報 衛戌病院の入仏式 35
105 1906 11 1 新報 淑女仏教研究会 35
105 1906 11 1 新報 布哇の教団組織 35
105 1906 11 1 新報 両殿下と桜井中尉 35
105 1906 11 1 広告 寺院堂宇の新財源 東京薬草試験場 35
105 1906 11 1 新報 ラツド博士の池上詣 35
105 1906 11 1 新報 天理教独立の許否 35
105 1906 11 1 新報 大日本救療院 36
105 1906 11 1 新報 戦利品の処分 36
105 1906 11 1 新報 市公会堂の設計 36
105 1906 11 1 新報 明年の西派安居 36
105 1906 11 1 新報 副司教の派遣 36
105 1906 11 1 新報 シエレシエフスキー 36
105 1906 11 1 新報 樺太島の宗教界 36
105 1906 11 1 新報 嫁入仕度と五厘貯金 36
105 1906 11 1 個人消息 　 36
105 1906 11 1 広告 37 以下巻末（37～42ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

106 1906 11 15 〔一には先きに多く発心して後に少く与ふ…〕 表紙 （優婆塞戒経）

106 1906 11 15 海外談叢 世界第一の慈善病院 表紙裏
106 1906 11 15 海外談叢 英国に於る死後の寄附金 表紙裏
106 1906 11 15 海外談叢 二万円の古郵便切手 表紙裏
106 1906 11 15 海外談叢 理想的共和国 表紙裏
106 1906 11 15 海外談叢 富豪の慈善的医業 表紙裏
106 1906 11 15 海外談叢 阿非利加の道徳的進歩 表紙裏
106 1906 11 15 海外談叢 米国の高齢の数 表紙裏
106 1906 11 15 海外談叢 四千万円の寄附 表紙裏
106 1906 11 15 広告 見本進呈 表紙裏
106 1906 11 15 広告 誌代未払者に告ぐ 表紙裏
106 1906 11 15 本領 犠牲の精神 1
106 1906 11 15 本領 良風美俗の源泉 2
106 1906 11 15 修養 塵尾一塵（十六） 前田博士談 3
106 1906 11 15 修養 友人に答ふるの書 文学士　北村教厳 5
106 1906 11 15 法話 慰安の生活　其三 清原秀恵 7
106 1906 11 15 博議 亜米利加教界事情一斑 在米　文学士　堀謙徳 9
106 1906 11 15 博議 陳思枯想 梅田謙敬 11
106 1906 11 15 博議 素人宗教観 石橋臥波 12
106 1906 11 15 博議 月夜の窓 福間陽松 14
106 1906 11 15 　 孝経を擎て母頭を打つ 14 （弘法大師秘蔵宝鑰）
106 1906 11 15 講壇 宗教学概論 文学士　芝田徹心 15
106 1906 11 15 講壇 信界百話 妻木直良 16



106 1906 11 15 新刊紹介 感想録　南条文雄著 18
106 1906 11 15 家庭 家庭小言 舟橋水哉 19
106 1906 11 15 家庭 野菊 幻詩郎 20
106 1906 11 15 蒐録 軍営雑感 文学士　泉道雄 22
106 1906 11 15 蒐録 渡米雑感 在桑港　井上尽奥 24
106 1906 11 15 蒐録 無疑菴漫録 日野麦園 25
106 1906 11 15 蒐録 初秋送友 佐々木雷震 26
106 1906 11 15 蒐録 冷香 吉村葩人 26
106 1906 11 15 蒐録 晃山遊艸　上 前田含潤 27
106 1906 11 15 蒐録 秋日帰郷小詩 千畝道人 27
106 1906 11 15 蒐録 中秋宿妙義山中 梅田千界 27
106 1906 11 15 蒐録 聞湯浅地方黒死病流行愀然書懐呈薫園師併正 山本香渓 27

106 1906 11 15 蒐録 丙午桂秋香渓上人以詩見訪流疫安否次韻謝之 白毫軒主暢 27

106 1906 11 15 蒐録 露営（社友泉道雄氏より寄せられたる書信の一節） 27

106 1906 11 15 蒐録 星の光 細越夏村 28
106 1906 11 15 蒐録 秋の鐘 涛陵庵主人 28
106 1906 11 15 蒐録 椎実吟社句集 28
106 1906 11 15 広告 〔家庭の教訓となるべき逸事訓話。諏味ある随筆感想録を募集

す。…〕
28

106 1906 11 15 蒐録 足尾銅山紀行　其一 秋影 29
106 1906 11 15 新刊紹介 仏教唱歌集　仏教音楽会編纂 29
106 1906 11 15 歴抄 浄土教と基督教 谷本富君 30 「日本百年後の宗教」
106 1906 11 15 歴抄 真宗的基督教若は基督教的真宗 綱島梁川君 30 「日本百年後の宗教」
106 1906 11 15 歴抄 科学的倫理的傾向 広井辰太郎君 30 「日本百年後の宗教」　（新公論）

106 1906 11 15 歴抄 僧俗論 山路愛山君 31 （六合雑誌）
106 1906 11 15 歴抄 宗教的真理 金子筑水君 31 （早稲田文学）
106 1906 11 15 歴抄 精神病者の養生法 医学博士　呉秀三君 32 （日本人）
106 1906 11 15 歴抄 脳病者の養生法 東京脳病院　後藤省吾君 32 （衛生新報）
106 1906 11 15 新報 社寺合併の標準 33
106 1906 11 15 広告 寺院堂宇の新財源 東京薬草試験場 33
106 1906 11 15 新報 新鋳銀貨の発行 33
106 1906 11 15 新報 廃兵院の敷地寄附 33
106 1906 11 15 新報 大連に於ける本願寺の活動 33
106 1906 11 15 新報 仏教青年伝道団 34
106 1906 11 15 新報 銀行集会所の仏教講話 34
106 1906 11 15 新報 基督教青年会の模範寄宿舎 34
106 1906 11 15 新報 東西法主の納税額 34
106 1906 11 15 新報 故児玉大将の百ヶ日 34
106 1906 11 15 新報 幻灯利用の揮毫 34
106 1906 11 15 新報 希臘正教会の苦境 34
106 1906 11 15 新報 韓国拓殖会社と本派法主 34
106 1906 11 15 新報 天理教会独立不認可 34
106 1906 11 15 新報 戦捷紀念の書架 35
106 1906 11 15 新報 法主賊に襲はる 35
106 1906 11 15 新報 一鉄積で廿億円 35
106 1906 11 15 新報 米国宗教家の同情 35
106 1906 11 15 新報 村雲婦人教会発会 35
106 1906 11 15 個人消息 　 35
106 1906 11 15 広告 36 以下巻末（36～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告

107 1906 12 1 〔世尊告げたまはく、…〕 表紙 （増一阿含経）
107 1906 12 1 談叢 諸戸清六翁の奇行 表紙裏



107 1906 12 1 談叢 空気を食とする人 表紙裏
107 1906 12 1 広告 見本進呈 表紙裏
107 1906 12 1 広告 誌代未払者に告ぐ 表紙裏
107 1906 12 1 本領 信仰生活に就て 1
107 1906 12 1 本領 〔家に猫を飼はざれば、…〕 2 『真宗教要鈔』
107 1906 12 1 修養 塵尾一塵（十七） 前田博士談 3
107 1906 12 1 修養 趣味ある生活 加藤咄堂 5
107 1906 12 1 修養 友人に答ふるの書（第二回） 文学士　北村教厳 7
107 1906 12 1 修養 念仏と修養 曽我是一 9
107 1906 12 1 博議 陳思枯想 梅田謙敬 11
107 1906 12 1 博議 自覚問題に就て 文学士　近角常観 13
107 1906 12 1 博議 仏教倫理観（承前） 藤井芳信 14
107 1906 12 1 　 〔至て堅きは石なり、…〕 16 「御一代聞書」
107 1906 12 1 講壇 宗教学概論 文学士　芝田徹心 17
107 1906 12 1 講壇 信界百話 妻木直良 19
107 1906 12 1 講壇 〔設ひ我れ仏たることを得ば、…〕 20 （大無量寿経）
107 1906 12 1 講壇 〔真心徹到するひとは…〕 20 （和讃）
107 1906 12 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 21
107 1906 12 1 家庭 家庭と信仰 東条論良 23
107 1906 12 1 家庭 丙午秋日。津梁于湖東即徃寺。抄写故玄風師遺篇因賦所蔵。 抑堂迀衲 24
107 1906 12 1 蒐録 海上の三年 岡崎遵子 25
107 1906 12 1 蒐録 足尾銅山紀行　其二 秋影 26
107 1906 12 1 蒐録 晃山遊艸　下 前田含潤 28
107 1906 12 1 蒐録 〔本月十日支那湖北提学使黄紹箕来て京北中学を観る、…〕 黄紹箕 28
107 1906 12 1 蒐録 河野雲将法子碑 前田慧雲撰 28
107 1906 12 1 蒐録 奉祝　天長節 曽我松竹 29
107 1906 12 1 蒐録 山村矚目 小泉椿斎 29
107 1906 12 1 蒐録 次山居余課題 高癡道人 29
107 1906 12 1 蒐録 秋窓詩信 千畝道人 29
107 1906 12 1 蒐録 島守 石田一浪 29
107 1906 12 1 蒐録 笛の音／哀鳥 細越夏村 30
107 1906 12 1 蒐録 落葉 吉村葩人 30
107 1906 12 1 蒐録 椎実吟社句集 30
107 1906 12 1 蒐録 秋凉 村岡菟 30
107 1906 12 1 歴抄 仏教徒の家憲 南条文雄 31 （三宝）
107 1906 12 1 歴抄 聖人と英雄 鎌田栄吉君 31 （慶応義塾学報）
107 1906 12 1 歴抄 信仰の価 御嶽北荘君 32 （時代宗教）
107 1906 12 1 歴抄 余の養生法 大谷嘉兵衛君 33 （実業の日本）
107 1906 12 1 歴抄 円了叢話 井上甫水 33 （修身教会雑誌）
107 1906 12 1 　 爪に付きての迷信 33
107 1906 12 1 新報 京城の両本願寺 34
107 1906 12 1 新報 成田山の公共事業 34
107 1906 12 1 新報 世界一の巨艦 34
107 1906 12 1 新刊紹介 演説文章応用修辞学　加藤咄堂著 34
107 1906 12 1 新報 平和教会発会式 34
107 1906 12 1 新報 米国感謝日 34
107 1906 12 1 新報 和歌山県ペストの惨況 35
107 1906 12 1 新報 迷信排除実行方法 35
107 1906 12 1 新報 三井集会所の碧巌会 35
107 1906 12 1 新刊紹介 禅之妙味　惣猾谷快天著 35 忽滑谷快天の誤記。
107 1906 12 1 新報 早稲田大学教友会 35
107 1906 12 1 新報 大連に於ける基督教の活動 35



107 1906 12 1 新報 清国布教問題 35
107 1906 12 1 新報 淫祠排斥の事由 35
107 1906 12 1 新報 能本山非移転大会 36
107 1906 12 1 新報 法主の損害額 36
107 1906 12 1 新報 乃木大将の涙 36
107 1906 12 1 新報 興派の色衣廃止 36
107 1906 12 1 新報 理想的寺院 36
107 1906 12 1 個人消息 　 36
107 1906 12 1 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告

　 　 　 　 　 108号欠
109 1907 1 1 明けの空 表紙裏
109 1907 1 1 広告 謹賀新年 警世新報社 表紙裏
109 1907 1 1 本領 希望の春 1
109 1907 1 1 本領 能本山の移転 2
109 1907 1 1 本領 会堂建設 2
109 1907 1 1 本領 本誌の表紙画と「カツト」 2
109 1907 1 1 修養 警世詩話 前田博士談 3
109 1907 1 1 　 聖者の言を信ぜよ 5 （那先比丘経）
109 1907 1 1 修養 追想録（一） 文学博士　村上専精 6
109 1907 1 1 父母の恩 8 『心地観経』
109 1907 1 1 修養 信界百話 8
109 1907 1 1 修養 仏教双六 文学士　志田素琴 10
109 1907 1 1 修養 新春 子羊 10
109 1907 1 1 博議 趣味と信仰 文学士　芝田徹心 11
109 1907 1 1 博議 神の観念と因果律 島地大等 13
109 1907 1 1 博議 一世紀後の宗教界 理学士　石川成章 15
109 1907 1 1 博議 貝原益軒の宗教観 浜口恵璋 17
109 1907 1 1 博議 夢と信仰 石橋臥波 19
109 1907 1 1 広告 〔趣味ある漫筆感想録、及び警世的寸鉄評論等の投稿を歓迎

す。…〕
20

109 1907 1 1 広告 〔謹賀新年…〕 中付の1～8 青紙
109 1907 1 1 新春雑纂 丁未の干支に就て 島地黙雷 21
109 1907 1 1 新春雑纂 羊物語り 桜村道人 22
109 1907 1 1 新春雑纂 暹羅国三世相 今長政 23
109 1907 1 1 新春雑纂 擬秀山房梅花盛開得首尾吟十二章 仏石道人 25
109 1907 1 1 新春雑纂 丁未元旦二首／新年松／元旦代賀辞 小泉椿斎 25
109 1907 1 1 新春雑纂 新年松／歳晩書懐／元旦口号／恭拝皇城偶成 山本香渓 25
109 1907 1 1 新春雑纂 宇宙観／自悟 隆碧巌 25
109 1907 1 1 新春雑纂 新潮 菊雄 26
109 1907 1 1 新春雑纂 高き霊 吉村葩人 26
109 1907 1 1 新春雑纂 去年の雪 小林秀南 26
109 1907 1 1 新春雑纂 笑ひ草 浅岳 26
109 1907 1 1 家庭 女学生に答るの書（第二回） 文学士　北村教厳 27
109 1907 1 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 28
109 1907 1 1 家庭 牧場 槐陰 30
109 1907 1 1 新刊紹介 仏陀家庭訓　常光得然著 31
109 1907 1 1 新刊紹介 修養小話　赤松大励著 31
109 1907 1 1 新刊紹介 小泡十種　三宅雄二郎著 31
109 1907 1 1 蒐録 入営所感 文学士　森川智徳 32
109 1907 1 1 蒐録 羊頭狗肉 馬鹿道人 33
109 1907 1 1 蒐録 追想録　其二 人見仁剣 34
109 1907 1 1 蒐録 打月棒 井上四香 35



109 1907 1 1 蒐録 聖響 大狂 36
109 1907 1 1 蒐録 炭くづ 幻詩郎 37
109 1907 1 1 新報 能本山移転問題の落着 38
109 1907 1 1 新報 仏教会堂の近況 38
109 1907 1 1 新報 宗教取締の訓諭 38
109 1907 1 1 新報 大戦闘艦の建造 38
109 1907 1 1 新報 乃木大将の負傷 38
109 1907 1 1 新報 日置黙仙師の満韓巡錫 38
109 1907 1 1 新報 青年会館の新築会堂 38
109 1907 1 1 新報 仏国の政教分離騒動 38
109 1907 1 1 新報 仏国僧侶の財産持逃げ 39
109 1907 1 1 新報 女子高等文芸学校 39
109 1907 1 1 新報 淑徳高等女学校 39
109 1907 1 1 新報 巡査長屋の新築 39
109 1907 1 1 新報 九州の天主教信者 39
109 1907 1 1 新報 天理教会の願書却下 39
109 1907 1 1 新報 大谷派の新債五十万円 39
109 1907 1 1 新報 浄土宗典の編纂 39
109 1907 1 1 新報 宗教法案の提出 39
109 1907 1 1 新報 岡山孤児院の貴族主義 39
109 1907 1 1 新報 関東別院の建築 40
109 1907 1 1 新報 富豪の美学 40
109 1907 1 1 新報 青年会の新案勧誘 40
109 1907 1 1 新報 米国寺院の腐敗 40
109 1907 1 1 新報 東京市内墓地の移転 40
109 1907 1 1 新報 模範寄宿舎の開始 40
109 1907 1 1 個人消息 　 40
109 1907 1 1 広告 奥付の1～8 ページ赤紙。巻末の裏表紙の表裏まで広告。

　 110 1907 1 15 海外 一千万弗の寄附 表紙裏
110 1907 1 15 海外 欧州人の平均年齢 表紙裏
110 1907 1 15 海外 汽船の煙突内に晩餐会 表紙裏
110 1907 1 15 海外 一億円の小切手 表紙裏
110 1907 1 15 海外 科学者の勇気 表紙裏
110 1907 1 15 海外 羅馬法王の椅子 表紙裏
110 1907 1 15 海外 八万円の煙管 表紙裏
110 1907 1 15 海外 結婚式に入場料 表紙裏
110 1907 1 15 広告 謹告 表紙裏
110 1907 1 15 本領 徳育の振興 1
110 1907 1 15 　 師弟 2 （阿難問事仏吉凶経）
110 1907 1 15 修養 塵尾一塵（十九） 前田博士談 3
110 1907 1 15 修養 信界百話 妻木直良 5
110 1907 1 15 直心は即ち是れ諸仏の浄土也 7 （維磨経）
110 1907 1 15 修養 貝原益軒の宗教観（承前） 浜口恵璋 7
110 1907 1 15 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 9
110 1907 1 15 博議 一世紀後の宗教界 理学士　石川成章 11
110 1907 1 15 博議 アメリカ宗教事情一斑 在米　文学士　堀謙徳 12
110 1907 1 15 博議 雇主雇人の幸福 堂屋敷平民居士 15
110 1907 1 15 家庭 主人公 文学士　北村教厳 17
110 1907 1 15 家庭 〔本誌第百六、七号に「友人に答るの署」と題し、…〕 馬場某 18
110 1907 1 15 家庭 堪忍の徳 東条論良 19
110 1907 1 15 小説 賤が春 中野半郊 21
110 1907 1 15 　 婦人と趣味 高橋平三郎君 22 （なでしこ）



110 1907 1 15 蒐録 追想録　其三 人見仁剣 23
110 1907 1 15 蒐録 新春雑吟 24
110 1907 1 15 蒐録 和泉式部 山田瞭演 24
110 1907 1 15 蒐録 あゝ望 東条辰巳 26
110 1907 1 15 蒐録 驢言馬評 三才楼主 27
110 1907 1 15 蒐録 乙未元旦／丙午除夕／歳晩雑詠 前田合潤 28 前田含潤の誤字か
110 1907 1 15 蒐録 丁未歳首 釈宗演 29
110 1907 1 15 蒐録 次韻 葦原鉄蓮 29
110 1907 1 15 蒐録 次韻 伊藤温山 29
110 1907 1 15 蒐録 四十年元旦 東正堂 29
110 1907 1 15 蒐録 三十九年除夜 梅田千界 29
110 1907 1 15 蒐録 新年松／早発即事／深夜読書／夜坐聴雨 小泉椿斎 29
110 1907 1 15 蒐録 歳晩言志 信木哲乘 29
110 1907 1 15 蒐録 海上の三年 岡崎遵子 29
110 1907 1 15 蒐録 初春 小林秀南 30
110 1907 1 15 歴抄 日本仏教の刷新 長谷川泰君 31 （宗教界）
110 1907 1 15 歴抄 育目村長の経営個条 長森恒太郎君 31 （新公論）
110 1907 1 15 歴抄 酒と罪悪 医学博士　大沢謙二君 32 （衛生会雑誌）
110 1907 1 15 歴抄 円朝君の自愛 高島円君 33 （新仏教）
110 1907 1 15 歴抄 余の店員教養法 小林富次郎君 33 （太平洋）
110 1907 1 15 新報 宗教法案不提出 34
110 1907 1 15 新報 梅上連枝の逝去 34
110 1907 1 15 新報 全国の模範町村 34
110 1907 1 15 新報 二十八ケ月の睡眠 34
110 1907 1 15 新報 財源と紀念 34
110 1907 1 15 新報 汕頭布教所 34
110 1907 1 15 新報 清国飢饉の救済 34
110 1907 1 15 新報 基督教の信徒数 34
110 1907 1 15 新報 中国青年会の設立 35
110 1907 1 15 新刊紹介 愛梅全集　故藤井宜正遺稿 35 藤井宣正の誤記。
110 1907 1 15 新報 大日本史の脱稿 35
110 1907 1 15 新報 年賀郵便一千万通 35
110 1907 1 15 新報 法主帰山の延期 35
110 1907 1 15 新報 土木事業と内局 35
110 1907 1 15 新報 孤児院の演劇収入 35
110 1907 1 15 新報 西本願寺の収支決算 36
110 1907 1 15 新報 大谷派過去一年の経路 36
110 1907 1 15 新報 杜伯の予言 36
110 1907 1 15 新報 整理員会議の問題 36
110 1907 1 15 新報 獄中より返金 36
110 1907 1 15 新報 奇特なる外人 36
110 1907 1 15 新報 墓地問題研究会 36
110 1907 1 15 新報 木山、岡両氏の行賞 36
110 1907 1 15 個人消息 36
110 1907 1 15 広告 37 以下巻末（37～38ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

111 1907 2 1 海外談叢 懐中時計の寿命 表紙裏
111 1907 2 1 海外談叢 硝子製の風呂桶 表紙裏
111 1907 2 1 海外談叢 ナポレヲン陣中の書庫 表紙裏
111 1907 2 1 海外談叢 緑蘭土の氷の面積 表紙裏
111 1907 2 1 海外談叢 六千五百倍の価格の株 表紙裏
111 1907 2 1 海外談叢 スペンサーの下宿生活 表紙裏
111 1907 2 1 海外談叢 トルストイの靴 表紙裏



111 1907 2 1 海外談叢 独帝乗用の汽車 表紙裏
111 1907 2 1 海外談叢 十七年間の長睡眠 表紙裏
111 1907 2 1 海外談叢 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
111 1907 2 1 本領 他力教の将来 1
111 1907 2 1 修養 塵尾一塵（二十） 前田博士談 3
111 1907 2 1 修養 追想録　其三 文学博士　村上専精 4
111 1907 2 1 修養 信界百話 妻木直良 6
111 1907 2 1 　 〔某はまたく善もほしからず、…〕 7 （親鸞聖人）
111 1907 2 1 修養 解信と仰信 曽我是一 7
111 1907 2 1 修養 七福神の歌 9
111 1907 2 1 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 10
111 1907 2 1 博議 仏教倫理観（承前） 藤井芳信 12
111 1907 2 1 博議 アメリカ宗教事情一斑 在米　文学士　堀謙徳 14
111 1907 2 1 家庭 学校教員に答ふ 文学士　北村教厳 17
111 1907 2 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 18
111 1907 2 1 家庭 家庭と宗教 20 （理想）
111 1907 2 1 家庭 米国の家庭 在紐育大学　西山悊治君 20 （婦女新聞）
111 1907 2 1 家庭 各国婦人の長所と短所 法学博士　山田三良君 21 （愛国婦人）
111 1907 2 1 家庭 熊沢蕃山の家憲 21
111 1907 2 1 蒐録 読書法 稲葉清秋 22
111 1907 2 1 蒐録 失題二首／山寺偶題／次韵楓堂居士見寄述意篇 仏石道人 23
111 1907 2 1 蒐録 報恩講偶成二首 小泉椿斎 24
111 1907 2 1 蒐録 驢言馬評　其二 三才楼主人 24
111 1907 2 1 蒐録 流れ星 芳村葩人 25
111 1907 2 1 蒐録 新春 俵子羊 26
111 1907 2 1 蒐録 春季雑吟 村岡菟 26
111 1907 2 1 蒐録 無疑庵漫録 日野麦園 26
111 1907 2 1 蒐録 贈従軍布教僧印山師／丁未孟春存遊于熊野、次東坡初発嘉州

詩韻、賦此留別舎兄薫園。　他
石田艾軒 27

111 1907 2 1 蒐録 微笑哄笑 炎王窟 28
111 1907 2 1 蒐録 煩悶 小林秀南 29
111 1907 2 1 　 〔宜しく自ら決断して身を端くし行ひを正しくし、…〕 29 （無量寿経）
111 1907 2 1 歴抄 宗教と社会改良 ラツド博士講演 30 （福音新報）
111 1907 2 1 歴抄 外客の疑問に答ふ 大隈伯談 31 （新公論）
111 1907 2 1 歴抄 寺院と学校 32 （教育新聞）
111 1907 2 1 新報 韓皇室と東西本願寺 33
111 1907 2 1 新報 崇徳教社の名誉 33
111 1907 2 1 新報 立憲頌徳碑の設計 33
111 1907 2 1 新報 救世軍の発展 33
111 1907 2 1 新報 能本山問題の調停 33
111 1907 2 1 新報 神戸の開教館 33
111 1907 2 1 新報 浄暁院の帰山 33
111 1907 2 1 新報 米大統領の富豪征伐 33
111 1907 2 1 新報 前一ヶ年の募集力 34
111 1907 2 1 新報 竜山の大寺院 34
111 1907 2 1 新報 米国大監督の葬儀 34
111 1907 2 1 新報 逓信省の焼失 34
111 1907 2 1 新報 中島たみ女逝く 34
111 1907 2 1 新刊紹介 有職故実　林森太郎著 34
111 1907 2 1 新報 大谷本廟の御遠忌期日 34
111 1907 2 1 新報 下婢教育の成績 34
111 1907 2 1 新報 メソヂスト大監督の選挙 35



111 1907 2 1 新報 英国軍人の参禅 35
111 1907 2 1 新報 世界的聯邦 35
111 1907 2 1 新刊紹介 行誠上人詩歌集　梶宝順編 35
111 1907 2 1 新報 池田家の念仏総会 35
111 1907 2 1 新報 興家六ヶ条の憲法 35
111 1907 2 1 新報 川上氏の寄附 36
111 1907 2 1 新報 東本願寺の評議会 36
111 1907 2 1 新報 女学生理想の生涯 36
111 1907 2 1 新報 総持寺移転再建 36
111 1907 2 1 個人消息 　 36
111 1907 2 1 新報 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

112 1907 2 15 海外談叢 宇宙の星の数 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 倫敦の大遊戯場 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 米国大運動会収入 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 各国政府富籤の収入 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 八十歳の大学生 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 氷上の森林 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 米国富豪の玩具 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 接吻と女学生 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 非接吻会 表紙裏
112 1907 2 15 海外談叢 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
112 1907 2 15 本領 足尾暴動に就て 1
112 1907 2 15 本領 女丈夫逝けり 2
112 1907 2 15 本領 塵尾一塵（二十二） 前田博士談 3 　
112 1907 2 15 本領 益軒の宗教観（承前） 浜口恵璋 5
112 1907 2 15 本領 信界百話 妻木直良 7
112 1907 2 15 〔大経（大無量寿経のこと）には弥陀の利生をもて真宝の利を説

き、…〕
9 （諸神本懐集）

112 1907 2 15 〔観音勢至は弥陀如来の悲智の二門なり、…〕 9 （同上）
112 1907 2 15 〔無慚無愧のこの身にて　…〕 9 （親鸞聖人述懐和讃）
112 1907 2 15 博議 仏教倫理観 藤井芳信 10
112 1907 2 15 博議 雇主雇人の幸福（二） 堂屋敷平民 12
112 1907 2 15 博議 素人宗教観 石橋臥波 15
112 1907 2 15 博議 幸と不幸 17 （黒宕周六君六合雑誌）
112 1907 2 15 家庭 平和の源泉 芳賀信孝 18
112 1907 2 15 家庭 寒冒の治療 桜村生 20
112 1907 2 15 家庭雑纂 椎茸は何うして作るか 22 （婦女新聞）
112 1907 2 15 家庭雑纂 細君と台所 22 （女鑑）
112 1907 2 15 家庭雑纂 軽便食パン製法 22 （日本の教育）
112 1907 2 15 蒐録 釈尊入滅の聖日に際して 梅田千界 23
112 1907 2 15 蒐録 どんな人？（一） 炎王窟 25
112 1907 2 15 蒐録 羊に就きて 大内青巒 26
112 1907 2 15 蒐録 六十自述七首次甌北趙翼韻　他 于河岸桜所 28
112 1907 2 15 蒐録 冬日訪春秋閣次狛野先鳴詩韵三首　他 妻木薫園 28
112 1907 2 15 蒐録 晩香坡だより 霊鞍岳山 29
112 1907 2 15 歴抄 社会教育の機関としての寺院 蔵原惟廓 30 （新時代）
112 1907 2 15 歴抄 徒歩的人生観 加藤咄堂君 30 （徒歩主義）
112 1907 2 15 歴抄 教会と青年学生 31 （護教）
112 1907 2 15 歴抄 命懸の仕事に苦痛なし 森村市左衛門君 32 （実業の日本）
112 1907 2 15 歴抄 社会的早老の予防法 新渡戸稲造君 32 （成功）
112 1907 2 15 新報 能本山問題解決 33
112 1907 2 15 新報 浄土宗伝道旗授与式 33



112 1907 2 15 新報 福田会古事の栄誉 33
112 1907 2 15 新報 万国基督教青年大会 33
112 1907 2 15 新報 悲壮なる最期 33
112 1907 2 15 新報 足尾銅山の大騒動 33
112 1907 2 15 新報 寺院合併に関する訓告 34
112 1907 2 15 新報 東本願寺寺院廃合の方針 34
112 1907 2 15 新報 本派法主の一行 34
112 1907 2 15 新刊紹介 印度支那仏教史要　境野哲著 34
112 1907 2 15 新報 奥村五百子女史の逝去 34
112 1907 2 15 新報 新法主と五百子女史 35
112 1907 2 15 新報 救世軍の事業 35
112 1907 2 15 新報 真竜女学校の旋米 35
112 1907 2 15 新報 夢　石橋臥波著 35
112 1907 2 15 新報 蔵経新釈　譬喩聖話　河崎顕了著 35
112 1907 2 15 新報 金沢の禅風 35
112 1907 2 15 新報 東京盲人教育会の発会 35
112 1907 2 15 新報 模範寄宿舎の増設 35
112 1907 2 15 新報 感すべき姉弟 36
112 1907 2 15 新報 神戸仏教青年会 36
112 1907 2 15 新報 真の慈善家 36
112 1907 2 15 個人消息 　 36
112 1907 2 15 広告 　 36 以下巻末（36～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告

　 113 　 海外論叢 メキシコの大慈善家 表紙裏 表紙に発行年月の記載なし
113 海外論叢 将来の世界第一の都府 表紙裏
113 海外論叢 独逸現今の十二偉人 表紙裏
113 海外論叢 クルツプ鉄工場の女王 表紙裏
113 海外論叢 昨年間の英国寄附金額 表紙裏
113 海外論叢 各国帝王の収入 表紙裏
113 海外論叢 半分の指に三万円 表紙裏
113 海外論叢 不思議なる少年 表紙裏
113 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
113 本領 仏教霊場の侵害 1
113 本領 仏教の現状 2
113 修養 麈尾一塵（二十三） 前田博士談 4
113 修養 白楽天の信仰 曽我是一 5
113 修養 学校教員に答ふ（其一） 北村教厳 7 質疑応答
113 修養 拝金主義の誡 9
113 博議 仏教東漸の一面 在紐育　文学士　堀謙徳 10
113 博議 仏耶両教の特色 柘植秋畝 11
113 博議 貝原益軒の宗教観 浜口恵璋 14
113 広告 投稿歓迎／質疑応答 15
113 歴抄 人生の余裕 16 （精神界）
113 歴抄 宗教の倫理とは何ぞや 綱島梁川君 16 （新人）
113 歴抄 懺悔の声 16 （中外日報）
113 歴抄 根、鈍、運 三宅雄二郎　君 17 （基督教世界）
113 歴抄 一疑問 17 （護教）
113 歴抄 紳士間の無制裁 18 （富強の民）
113 歴抄 我国将来の人口 18
113 家庭 病院の一時間 井上慈嚝 19
113 　 後悔 20 （大無量寿経）
113 家庭 家庭小言 舟橋水哉 20
113 家庭 夢占ひ 石橋雲月 21



113 家庭 俊ちゃん 詩郎 22
113 蒐録 どんな人？（二） 24
113 蒐録 嗚呼予が亡兄 梅田千界 25
113 蒐録 海上の三年 岡崎遵子 27
113 蒐録 牛鍋会の記 ぼく 28
113 蒐録 書室 隴圃子 29
113 蒐録 天海荘（伊藤長次郎氏別墅） 大内靄々未定稿 30
113 蒐録 次韻 千畝道人 30
113 蒐録 詣大宰府天満宮 服部掠蔭 30
113 蒐録 神戸港所見／暁起所見 脇坂霊存 30
113 蒐録 丁末立春後紀元節之日大雪。積五寸。蓋於大阪廿年来之珍事。

即賦絶句五首。
井上四香 30

113 蒐録 忍び草 椿斎主人記す 30
113 蒐録 菫／なでしこ／折にふれて／雪積りたる日に視学の許へ／失題 故金田春房女史 30
113 新報 博覧会と仏耶の伝道 31
113 新報 韓寺と東本願寺 31
113 新報 宗教協和会醵金の分配 31
113 新報 仏教伝道講習会 31
113 新報 東京の寺院数 32
113 新報 大谷光瑞師の談 32
113 新報 総持寺移転報告式 32
113 新刊紹介 自信録　村上専精著 32
113 新報 大谷派本願寺財団 32
113 新報 浄土宗寺院合併許否の方針 32
113 新報 板垣伯夫人と仏教講話 33
113 新報 廃兵院と仏壇安置 33
113 新報 仏教青年館設立 33
113 新報 海外在留の日本人 33
113 新刊紹介 農村の幸福法　手島益雄著 33
113 新刊紹介 仏教の真髄　佐々木月樵著 33
113 新報 印度に於ける留学生 33
113 新報 早稲田大学教友会 33
113 新報 令嬢の慈善家 34
113 新報 四谷のをばさん 34
113 新報 東洋大学 34
113 新報 警察と禅話 34
113 個人消息 　 34
113 広告 35 以下巻末（35～42ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

114 1907 3 15 海外談叢 米国の寺院と伝道事業 表紙裏
114 1907 3 15 海外談叢 姉妹三人の長命 表紙裏
114 1907 3 15 海外談叢 巴里の賭博場 表紙裏
114 1907 3 15 海外談叢 各国皇后の化粧品 表紙裏
114 1907 3 15 海外談叢 不思議なる婦人 表紙裏
114 1907 3 15 海外談叢 米国の富 表紙裏
114 1907 3 15 海外談叢 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
114 1907 3 15 本領 宗教教育の分離に就て（地方の出来事につきて） 1
114 1907 3 15 修養 婦人の心得 前田博士談 3
114 1907 3 15 修養 追想録　（其三） 文学博士　村上専精 4
114 1907 3 15 修養 奥村刀自の書簡 7
114 1907 3 15 広告 投稿歓迎／質疑応答 7
114 1907 3 15 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 8
114 1907 3 15 博議 支那留学生の教化 文学士　有馬祐政 10



114 1907 3 15 博議 素人宗教観 石橋臥波 13
114 1907 3 15 博議 雇主雇人の幸福（四） 堂屋敷平民居士 15
114 1907 3 15 新刊紹介 生死問題　北村教厳著 17
114 1907 3 15 新刊紹介 人道　南条文雄著 17
114 1907 3 15 歴抄 慈善事業の「ツラスト」 18 （人道）
114 1907 3 15 歴抄 自治の精神 新渡戸稲造君 18
114 1907 3 15 歴抄 死んだ時の心持ち ドクトル　ウイルツ君 20
114 1907 3 15 歴抄 天に貸せ 森村市左衛門君 20 （実業の日本）
114 1907 3 15 家庭 主人の責任 芳賀信孝 21
114 1907 3 15 家庭 日米雑咸 原貞子 22
114 1907 3 15 小説 夢占ひ 石橋雲月 24
114 1907 3 15 蒐録 どんな人？（三） 炎王窟 26
114 1907 3 15 蒐録 竹頭木屑 松村香雪 27
114 1907 3 15 蒐録 六日会記 愛の子 28
114 1907 3 15 蒐録 紛々録 片々子 29
114 1907 3 15 蒐録 我が妻 小林秀南 29
114 1907 3 15 蒐録 北海新春 仁保筆山 29
114 1907 3 15 蒐録 春の絃 梅原隴圃 30
114 1907 3 15 蒐録 梅 金葩人 30
114 1907 3 15 蒐録 雛衣 瀧子 30
114 1907 3 15 蒐録 五十回誕辰自述／夜過梅渓／梅花水僊図／野寺訪梅 前田含潤 31
114 1907 3 15 蒐録 贈印山師歌　引略 妻木薫園 31
114 1907 3 15 蒐録 梅窓月夜／雪朝偶得／悼金田春房女史／次三木梅仙見示詩韻

却寄
小泉椿斎 31

114 1907 3 15 蒐録 宿本渓湖駅 三木梅仙 31
114 1907 3 15 蒐録 権現祠群鴉／徐福／新宮磧市 石田艾軒 31
114 1907 3 15 新報 浄土宗の伝道準備 32
114 1907 3 15 新報 本派法主の南清布教策 32
114 1907 3 15 新報 数字上の神仏耶 32
114 1907 3 15 新報 上宮教会の新会堂 32
114 1907 3 15 新報 昨年の米作高 32
114 1907 3 15 新報 仏教大学校友会 32
114 1907 3 15 新報 真言宗青年会 32
114 1907 3 15 新報 西本願寺の訓告 33
114 1907 3 15 新報 奥村刀自の分骨納骨式 33
114 1907 3 15 新報 連枝の遊興 33
114 1907 3 15 新報 新聞記者の平和運動 33
114 1907 3 15 新報 大統領の伝道旅行 33
114 1907 3 15 新報 日宗僧侶の貧民教育 33
114 1907 3 15 新報 下関保護院の成績 34
114 1907 3 15 新報 列国の出産率 34
114 1907 3 15 新報 庶子と私生児十二三万 34
114 1907 3 15 個人消息 　 34
114 1907 3 15 広告 35 以下巻末（35～36ページ＋39～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広

告。（37～38ページは欠損）
115 1907 4 1 海外談叢 倫敦の救貧工場 表紙裏
115 1907 4 1 海外談叢 九千万円の寄附金 表紙裏
115 1907 4 1 海外談叢 各国金貨準備 表紙裏
115 1907 4 1 海外談叢 可恐大砲の発明 表紙裏
115 1907 4 1 海外談叢 米国の兵数 表紙裏
115 1907 4 1 海外談叢 欧羅巴諸国の新聞数 表紙裏
115 1907 4 1 海外談叢 英米の富豪 表紙裏



115 1907 4 1 海外談叢 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
115 1907 4 1 本領 博覧会と宗教家 1
115 1907 4 1 本領 迦耶事件費に就て 2
115 1907 4 1 広告 仏陀伽耶侵害事件義捐者芳名 2
115 1907 4 1 本領 麈尾一塵（二十五） 前田博士談 3
115 1907 4 1 本領 誠の意義 文学博士　上田万年 5
115 1907 4 1 本領 無邪気な話（功存師の逸事） 7
115 1907 4 1 博議 村上博士の自信録を読む 梅田謙敬 8
115 1907 4 1 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 10
115 1907 4 1 博議 仏教東漸の一面 在紐育　文学士　堀謙徳 12
115 1907 4 1 博議 予の宗教観 赤松春汀 14
115 1907 4 1 新刊紹介 修道講話　加藤咄堂著 16
115 1907 4 1 博議 青年と婦人　第一号 16
115 1907 4 1 博議 東西文明の長短 ホール博士 17 （東洋的意識か神的王国に対して為すべき貢献」の大要万朝報）
115 1907 4 1 博議 僧侶と小学教員 17 （浄土教報）
115 1907 4 1 博議 狐憑の種類と其分布 文学博士　井上円了君 18 （大日本）
115 1907 4 1 博議 伝道上に於ける信徒の位置 18 （基督教世界）
115 1907 4 1 博議 余が長寿の秘訣 文学博士　重野安繹君 19
115 1907 4 1 博議 耐忍力と病気 医学博士　三宅秀君 19
115 1907 4 1 家庭 宗教と衛生 医学博士　高木兼寛 20 （右は早稲田大学教友会春期大会に於て高木男爵が宗教と衛生

との題下に述べられたる演説なるが、頗る有益多趣味のものなれ
ば、其大要を本欄に収めて読者の一粲を博することゝなせり、文責
固より記者に在り）

115 1907 4 1 家庭 主人の責任　其二 芳賀信孝 23
115 1907 4 1 家庭 尊き団子爵 梅原隴圃 24
115 1907 4 1 家庭雑纂 面白い風俗 25
115 1907 4 1 家庭雑纂 麦飯の炊き方 25
115 1907 4 1 家庭雑纂 食後の運動 25
115 1907 4 1 家庭雑纂 親族結婚の害 25
115 1907 4 1 蒐録 幻葊禅師 26
115 1907 4 1 蒐録 無疑菴漫録 日野麦園 27
115 1907 4 1 蒐録 軽寒些暖 小言子 29
115 1907 4 1 蒐録 三崎雑記 梅田千界 29
115 1907 4 1 蒐録 十種香 葩人 31
115 1907 4 1 蒐録 消灯喇叭 隴圃 31
115 1907 4 1 蒐録 仏生会 幻詩郎 31
115 1907 4 1 蒐録 春の吟 醜文／秀南 31
115 1907 4 1 蒐録 賀雨田島地老和尚古稀　他 小泉椿斎 32
115 1907 4 1 蒐録 小淵観桃 甲山　斎藤良一 32
115 1907 4 1 蒐録 梅花十首 桐山高癡 32
115 1907 4 1 新報 東京博覧会の開会 33
115 1907 4 1 新報 大日本仏教徒大会 33
115 1907 4 1 新報 総持寺移転の認可と其設計 33
115 1907 4 1 新報 オルゴツト氏逝く 33
115 1907 4 1 新報 台湾彩票発行の中止 33
115 1907 4 1 新報 仏教伝道協会の屋外伝道 33
115 1907 4 1 新報 東京廃兵披露会 34
115 1907 4 1 新報 本願寺の出獄人保護運動 34
115 1907 4 1 新報 博覧会伝道の開始 34
115 1907 4 1 新報 基督教合同伝道 34
115 1907 4 1 新報 逓信省仮庁舎の着手 34



115 1907 4 1 新報 小学校教員の不足 34
115 1907 4 1 新報 早稲田大学教友会 34
115 1907 4 1 新報 ブース大将歓迎準備 34
115 1907 4 1 新報 仏教図書館 34
115 1907 4 1 新報 帯勲二将校の団子売 35
115 1907 4 1 新報 博覧会へ蔵経出品 35
115 1907 4 1 新報 神奈川師範校の仏式追吊会 35
115 1907 4 1 新報 救世軍人の貧民学校設立 35
115 1907 4 1 新報 身延山上の癩病院 35
115 1907 4 1 新報 宇治鳳凰堂修繕落成 35
115 1907 4 1 新報 細民の楽園 35
115 1907 4 1 新報 浄土宗大学の開放 36
115 1907 4 1 新報 本派師弟の学事調査 36
115 1907 4 1 新報 高輪中学校の卒業式 36
115 1907 4 1 新報 広島仏教中学の移転 36
115 1907 4 1 新報 青年会の集住伝道 36
115 1907 4 1 新報 学童の貯蓄 36
115 1907 4 1 新報 女の苦学生 36
115 1907 4 1 個人消息 　 36
115 1907 4 1 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

116 1907 4 15 海外談叢 世界最大の事務所 表紙裏
116 1907 4 15 海外談叢 病菌撲滅法の新発見 表紙裏
116 1907 4 15 海外談叢 富豪大工となる 表紙裏
116 1907 4 15 海外談叢 カーネギーの起床音楽 表紙裏
116 1907 4 15 海外談叢 無声煙花の発明 表紙裏
116 1907 4 15 海外談叢 米国鉄道王の権力 表紙裏
116 1907 4 15 海外談叢 人の達したる最高所 表紙裏
116 1907 4 15 海外談叢 年長の議員 表紙裏
116 1907 4 15 海外談叢 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
116 1907 4 15 本領 釈尊降誕祭 1
116 1907 4 15 本領 仏教徒大会 1
116 1907 4 15 本領 ブース大将来る 2
116 1907 4 15 広告 仏陀伽耶侵害事件義捐者芳名（第二回） 3
116 1907 4 15 修養 信仰と学問 文学博士　前田慧雲 4
116 1907 4 15 修養 追想録（其四） 文学博士　村上専精 6
116 1907 4 15 博議 仏教家の子弟に臨む 在米　文学士　堀謙徳 10
116 1907 4 15 博議 村上博士の自信録を読む 梅田謙敬 13
116 1907 4 15 博議 予の宗教観 赤松宗琳 15
116 1907 4 15 博議 雇主雇人の幸福（四） 堂屋敷平民居士 17
116 1907 4 15 家庭 宗教と衛生　其二 医学博士　高木兼寛 19
116 1907 4 15 家庭 家庭小言 舟橋水哉 22
116 1907 4 15 家庭 食物を絶て生きて居る日数（餓死を企てたる囚人の実験） 22
116 1907 4 15 小説 夢占ひ 石橋雲月 23
116 1907 4 15 　 女は何故に結婚するか 24
116 1907 4 15 雑録 幻葊禅師 石田芥軒 25
116 1907 4 15 雑録 どんな人？ 炎王窟 26
116 1907 4 15 雑録 三崎雑記 梅田千界 27
116 1907 4 15 雑録 春の朝 芳村葩子 29
116 1907 4 15 雑録 六日会の記 盆槍生 30
116 1907 4 15 広告 投稿歓迎 31
116 1907 4 15 雑録 寄懐梅原竜北 柳塘居士 31
116 1907 4 15 雑録 次韻却寄 竜北学人 31



116 1907 4 15 雑録 登丹鶴城趾歌 石田芥軒 31
116 1907 4 15 雑録 恋二十趣 松琴 31
116 1907 4 15 雑録 旅枕 玉里 32
116 1907 4 15 雑録 母の忌中によめる 義鏡 32
116 1907 4 15 雑録 春十句 秀南 32
116 1907 4 15 新報 大日本仏教徒大会 33
116 1907 4 15 新報 万国基督教青年大会 33
116 1907 4 15 新報 オルゴツト氏の功蹟 33
116 1907 4 15 新報 両会の釈尊降誕会 34
116 1907 4 15 新報 全国神道家大会 34
116 1907 4 15 新報 宗教大学新計画 34
116 1907 4 15 新報 上宮教会の開院式 34
116 1907 4 15 新報 仏教青年団発会式 34
116 1907 4 15 新報 エール大学の仏典購求 34
116 1907 4 15 新報 会堂建設の発表 34
116 1907 4 15 新報 靖国神社臨時大祭 35
116 1907 4 15 新報 須磨別荘の御買上 35
116 1907 4 15 新報 仏教大会と青年大会 35
116 1907 4 15 新報 東京慈恵医院の拡張 35
116 1907 4 15 新報 三井安田両家の寄附 35
116 1907 4 15 新報 英米両国昨年の慈善寄附金 35
116 1907 4 15 新報 神道大会の基督教徒歓迎 35
116 1907 4 15 新報 十万円の寺院 35
116 1907 4 15 新報 西派法主の近状 35
116 1907 4 15 新報 佐賀の釈尊降誕会 36
116 1907 4 15 新報 月性の五十年祭 36
116 1907 4 15 新報 五百子女史の銅像 36
116 1907 4 15 新報 浄土宗伝道館開館式 36
116 1907 4 15 個人消息 　 36
116 1907 4 15 新刊紹介 新仏教　第八巻第四号 36
116 1907 4 15 新刊紹介 英語青年　第十七巻一号 36
116 1907 4 15 新刊紹介 すいらい　第一号 36
116 1907 4 15 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

117 1907 5 1 海外談叢 仏教史上の大発見 表紙裏
117 1907 5 1 海外談叢 世界の大木 表紙裏
117 1907 5 1 海外談叢 水上自動快艇の流行 表紙裏
117 1907 5 1 海外談叢 電話にて説教 表紙裏
117 1907 5 1 海外談叢 救世軍の自殺者救済事業 表紙裏
117 1907 5 1 海外談叢 欧州女子の理想生活 表紙裏
117 1907 5 1 海外談叢 八十哩を照らす灯明台 表紙裏
117 1907 5 1 海外談叢 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
117 1907 5 1 本領 道徳問題の新潮 1
117 1907 5 1 広告 〔本誌は弘く一般読者の投稿を歓迎す、…〕 2
117 1907 5 1 修養 読経の趣味 文学博士　前田慧雲 3
117 1907 5 1 修養 五常仏解 文学博士　南条文雄 5
117 1907 5 1 修養 無程録　其一 石田艾軒 8
117 1907 5 1 博議 自然観察の四方面 理学士　石川成章 10
117 1907 5 1 博議 仏教の概要　其一 菅瀬芳英 13
117 1907 5 1 博議 予の宗教観 赤松宗琳 15
117 1907 5 1 　 はき掃除してから椿散りにけり　他二首 野坡／智月／一井 17
117 1907 5 1 博議 他力信仰と見神 曽我是一 17
117 1907 5 1 　 西楽寺曩院十三回忌所感 服部椋陰 19



117 1907 5 1 　 右同次韻／泉春岳寺晩／悼近藤翁　三月二十二日死 梅田千界 19
117 1907 5 1 家庭 宗教と衛生　其三 医学博士　高木兼寛 20
117 1907 5 1 小説 夢占ひ 石橋雲月 23
117 1907 5 1 雑録 石山戦争 藤木慶祐 25
117 1907 5 1 雑録 墓畔の回顧 湘霞山 27
117 1907 5 1 雑録 田園独語 清原青水 29
117 1907 5 1 雑録 追想録　其四 人見仁剣 30
117 1907 5 1 雑録 東都に遊学せる弟の許へ 佐伯抑甫 31
117 1907 5 1 雑録 白木蓮 金葩人 32
117 1907 5 1 雑録 春の雨 辰巳 32
117 1907 5 1 雑録 僑居偶成 斎藤甲山 33
117 1907 5 1 雑録 梅窓夜坐／春夜聞笛／春寒／江村夜帰上／看桜 小泉椿斎 33
117 1907 5 1 雑録 春十首 桐山高癡 33
117 1907 5 1 雑録 読書楽 木下香海 33
117 1907 5 1 新報 ブース大将 34
117 1907 5 1 新報 癩病予防法概要 34
117 1907 5 1 新報 本派本主の帰山期 34
117 1907 5 1 新報 真言宗青年会の活動 34
117 1907 5 1 新報 文獻上の七偉人 34
117 1907 5 1 新報 六大教育家頌表 34
117 1907 5 1 新報 韓皇と本派本願寺 34
117 1907 5 1 新報 関西仏教青年会 34
117 1907 5 1 新報 独乙仏教界の近況 34
117 1907 5 1 新報 『日本』の呼称 35
117 1907 5 1 新報 築地の宗祖降誕会 35
117 1907 5 1 新報 七十二万円の財団 35
117 1907 5 1 新報 宗教家協和会大会 35
117 1907 5 1 新報 模範村の人でないか 35
117 1907 5 1 新刊紹介 教理と実践　村上専精述 35
117 1907 5 1 新刊紹介 中央文壇　第一号 35
117 1907 5 1 新報 伝道講習会の近況 35
117 1907 5 1 新報 大谷派の法要準備 35
117 1907 5 1 新報 秋田県基督教取締 35
117 1907 5 1 新報 慈善財団の病院設立 35
117 1907 5 1 新報 浄土宗宗会の紛議 36
117 1907 5 1 新報 一週間の外人拝観 36
117 1907 5 1 新報 掏摸の血書 36
117 1907 5 1 新報 忠僕と忠婢 36
117 1907 5 1 新報 ブース大将と仏教徒 36
117 1907 5 1 新報 天草上島の忠魂堂 36
117 1907 5 1 新報 東叡山の絵端書 36
117 1907 5 1 個人消息 　 36
117 1907 5 1 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

118 1907 5 1 海外談叢 故波斯皇帝の宝石 表紙裏
118 1907 5 1 海外談叢 娯楽費と慈善費 表紙裏
118 1907 5 1 海外談叢 火星の写真 表紙裏
118 1907 5 1 海外談叢 世界の最小国 表紙裏
118 1907 5 1 海外談叢 五妻四十三子 表紙裏
118 1907 5 1 海外談叢 驚くべき大時計 表紙裏
118 1907 5 1 海外談叢 瑞西の乞食保護法 表紙裏
118 1907 5 1 海外談叢 一年半の生埋 表紙裏
118 1907 5 1 社告 振込送金に就て 大樹園会計 表紙裏



118 1907 5 1 本領 親鸞聖人 1
118 1907 5 1 広告 義捐金 2 仏尼伽耶侵害事件　義捐者芳名　加賀国江沼郡勅使村　荻生尊

智　金一円　等
118 1907 5 1 修養 心の持ち様 文学博士　前田慧雲 3
118 1907 5 1 修養 五常仏解　下 文学博士　南条文雄 4
118 1907 5 1 修養 如実修行 柘植秋畝 6
118 1907 5 1 修養 失明後の精神活動 山岡中佐談 8
118 1907 5 1 博議 知徳啓発の方法 在米　文学士　堀謙徳 9
118 1907 5 1 博議 他力信仰と見神（承前） 曽我是一 12
118 1907 5 1 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 14
118 1907 5 1 博議 雇主雇人の幸福（五） 堂屋敷平氏居士 15
118 1907 5 1 新刊紹介 戦場の花　田中清純著 17
118 1907 5 1 新刊紹介 世界の日本　第三巻第一号 17
118 1907 5 1 新刊紹介 教育新聞　第六巻第一号 17
118 1907 5 1 歴抄 ブース大将とトルストイ伯 18
118 1907 5 1 歴抄 進歩思想の影響 18
118 1907 5 1 歴抄 伝道者の覚悟 19
118 1907 5 1 歴抄 富豪に誨ゆ 19
118 1907 5 1 歴抄 伊藤侯爵と奇蹟 内村鑑三君 19
118 1907 5 1 歴抄 演説家の秘訣 加藤咄堂君 20
118 1907 5 1 歴抄 趣味と読書 鳩山春子君 20
118 1907 5 1 家庭 将来の家庭 笠浦道人 21
118 1907 5 1 家庭 宗教と衛生 医学博士　高木兼寛 23
118 1907 5 1 家庭 燈籠物語 幻詩楼 26
118 1907 5 1 雑録 石山戦争　其二 藤本慶祐 27
118 1907 5 1 雑録 廟頭の感 梅原隴圃 29
118 1907 5 1 雑録 書窓漫語 呈妖生 29
118 1907 5 1 雑録 追想録　其五 人見仁剣 30
118 1907 5 1 雑録 勇士の同情 31
118 1907 5 1 雑録 寄懐前田師 梅原隴北 32
118 1907 5 1 雑録 次韵却贈 前田含潤 32
118 1907 5 1 雑録 同 町田柳塘 32
118 1907 5 1 雑録 疊韵寄柳塘詞宗 梅原隴北 32
118 1907 5 1 雑録 晩春五律 梅原隴北 32
118 1907 5 1 雑録 次韵 前田含潤 32
118 1907 5 1 雑録 同 町田柳塘 32
118 1907 5 1 雑録 若葉十句 幻詩楼 32
118 1907 5 1 雑録 春雑句 松虹 32
118 1907 5 1 雑録 林檎花 金葩人 33
118 1907 5 1 雑録 細雨 玲朧 33
118 1907 5 1 雑録 逆鉾の賦 松琴 33
118 1907 5 1 雑録 長閑 小月坊 33
118 1907 5 1 新報 全国神職大会 34
118 1907 5 1 新報 宣教師と統監 34
118 1907 5 1 新報 羅馬法皇へ使節 34
118 1907 5 1 新報 韓国及樺太神社 34
118 1907 5 1 新報 メソヂスト教会合同 34
118 1907 5 1 新報 本派法王の帰山 34
118 1907 5 1 新報 仏教信者の英国婦人 34
118 1907 5 1 新報 大谷派会議解散 34
118 1907 5 1 新報 西本願寺の変動 34
118 1907 5 1 新報 大谷奨学会 35



118 1907 5 1 新報 萬国青年大会の費用 35
118 1907 5 1 新報 釈尊降誕演説会 35
118 1907 5 1 新報 護国寺の内外賓客招待 35
118 1907 5 1 新報 興正寺の起工式 35
118 1907 5 1 新報 念仏車 35
118 1907 5 1 新報 浄土宗興教会 35
118 1907 5 1 新報 数理応用の奇術師來る 35
118 1907 5 1 新報 感すべき慈善家 35
118 1907 5 1 新報 陸軍と社会主義 35
118 1907 5 1 新報 仏教伝道教会の慰問 35
118 1907 5 1 新報 清水黙爾氏の遺稿出版 35
118 1907 5 1 個人消息 35
118 1907 5 1 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

119 1907 6 1 海外談叢 英帝乞児と誤らる 表紙裏
119 1907 6 1 海外談叢 独帝と聖書 表紙裏
119 1907 6 1 海外談叢 世界的宗教 表紙裏
119 1907 6 1 海外談叢 米国怪僧の遺産 表紙裏
119 1907 6 1 海外談叢 最新式の戦闘艦 表紙裏
119 1907 6 1 海外談叢 将来の空中旅行 表紙裏
119 1907 6 1 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
119 1907 6 1 本領 信念と操守 1
119 1907 6 1 本領 詔勅の下賜 2
119 1907 6 1 本領 高輪中学の小紛 3
119 1907 6 1 広告 仏陀伽耶侵害事件義捐者芳名 3
119 1907 6 1 修養 短気の治療 文学博士　前田慧雲 4
119 1907 6 1 修養 無程録　其二 石田芥軒 5
119 1907 6 1 修養 新緑の教訓 理学士　石川成章 7
119 1907 6 1 新刊紹介 信仰と修養　斎藤唯信著 9
119 1907 6 1 新刊紹介 歎異鈔講話　南条文雄述 9
119 1907 6 1 博議 仏教と理論 末山臼山 10
119 1907 6 1 博議 仏教の過去将来 文学士　北村教厳 13
119 1907 6 1 博議 予の宗教観　其四 赤松宗琳 14
119 1907 6 1 歴抄 耶蘇中の仏 松本博士 17
119 1907 6 1 歴抄 長寿の秘訣 守田宝丹君 17
119 1907 6 1 歴抄 宣教師問題 山路愛山君 18 （実業の日本）
119 1907 6 1 歴抄 家庭に於ける宗教的趣味 18 （大阪時事）
119 1907 6 1 歴抄 余の実験せる楽天生活 大隈重信君 18 （実業の日本）
119 1907 6 1 歴抄 快活 19 （愛国婦人）
119 1907 6 1 歴抄 愛の対象の変遷 19 （教育学術界）
119 1907 6 1 家庭 宗教と衛生　其五 医学博士　高木兼寛 20
119 1907 6 1 家庭 知恩と実感（上） 舟橋水哉 22
119 1907 6 1 家庭雑纂 船に酔わぬ法（久保医学士） 24
119 1907 6 1 家庭雑纂 虫喰を防ぐ新法 24
119 1907 6 1 家庭雑纂 穿井の心得（村井純之助氏） 24
119 1907 6 1 家庭雑纂 家庭不和の実例（高島平三郎氏） 24
119 1907 6 1 家庭雑纂 尿水の汚点抜法（石川弘蔵氏） 24
119 1907 6 1 雑録 無疑菴漫録 日野麦園 25
119 1907 6 1 雑録 釈尊降誕会 幻詩楼 27
119 1907 6 1 雑録 石山戦争 藤木慶祐 28
119 1907 6 1 雑録 一事一言 江畔生 30
119 1907 6 1 雑録 交友に就て 石峰山人 30
119 1907 6 1 雑録 仏教東漸の一面正誤表 在米　堀謙徳 31



119 1907 6 1 雑録 紫の雲　祖師降誕日の朝 芳村葩人 32
119 1907 6 1 雑録 妖星 隴圃 32
119 1907 6 1 雑録 宵星 松琴 32
119 1907 6 1 新報 本願寺へ詔勅下る 33
119 1907 6 1 新報 法主の直諭披露 33
119 1907 6 1 新報 十万円の御下賜 33
119 1907 6 1 新報 桑港の邦人迫害 33
119 1907 6 1 新報 ブース大将の送別 33
119 1907 6 1 新報 永平寺の殖林事業 34
119 1907 6 1 新報 神道同志会組織 34
119 1907 6 1 新報 関西仏教徒学生大会 34
119 1907 6 1 新報 高輪中学の紛擾 34
119 1907 6 1 新報 西本願寺の祝賀会 34
119 1907 6 1 新報 浅草別院の司法官吏招待 35
119 1907 6 1 新報 木邊派法主の勉学 35
119 1907 6 1 新報 軍人青年会の影響 35
119 1907 6 1 新報 社寺合併の状況 35
119 1907 6 1 新報 仏教の海外伝道 35
119 1907 6 1 新報 前田博士歓迎会 35
119 1907 6 1 新報 仏教保育院設立 35
119 1907 6 1 新報 仏教婦人救護会 35
119 1907 6 1 新報 茗荷谷の模範寄宿舎 35
119 1907 6 1 新報 朝鮮に於ける宣教師の暴状 36
119 1907 6 1 新報 浄土宗全書の予約出版 36
119 1907 6 1 新報 浅草別院の追弔会 36
119 1907 6 1 新報 東洋大学夏期講習会 36
119 1907 6 1 個人消息 　 36
119 1907 6 1 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

120 1907 6 15 海外談叢 百年間無休の時計 表紙裏
120 1907 6 15 海外談叢 剃刀なしの髭剃法 表紙裏
120 1907 6 15 海外談叢 猫に兵士の敬礼する国 表紙裏
120 1907 6 15 海外談叢 世界の滅亡を待つ人 表紙裏
120 1907 6 15 海外談叢 不老不死法の発見 表紙裏
120 1907 6 15 海外談叢 蓄髯税の税率 表紙裏
120 1907 6 15 海外談叢 人間の霊魂の研究 表紙裏
120 1907 6 15 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
120 1907 6 15 本領 迷信打破の声（仏教青年の任務） 1
120 1907 6 15 本領 伝道の新方面 2
120 1907 6 15 本領 社会教育の任務（地方仏教徒に望む） 2
120 1907 6 15 広告 仏陀伽耶事件義捐者芳名 2
120 1907 6 15 本領 教育の合同（日本メソヂスト教会の成立） 3
120 1907 6 15 本領 紳士諸君に問ふ（大阪基督教青年会の発展策） 3
120 1907 6 15 修養 信仰の威厳 文学博士　前田慧雲 4
120 1907 6 15 修養 修養と成功 曽我是一 6
120 1907 6 15 修養 他力教と奮闘主義 浜口恵璋 9
120 1907 6 15 博議 宗教文学の言語 在米文学士　堀謙徳 11
120 1907 6 15 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 13
120 1907 6 15 博議 雇主雇人の幸福（六） 堂屋敷平氏居士 16 堂屋敷平民居士の誤記
120 1907 6 15 家庭 従姉君よ 紫夢竜 18
120 1907 6 15 家庭 知恩の実咸（下） 舟橋水哉 21
120 1907 6 15 家庭雑纂 我が両親の長寿法 22
120 1907 6 15 家庭雑纂 迷信の害 22



120 1907 6 15 家庭雑纂 養蜂の利益 22
120 1907 6 15 雑録 石山戦争 藤本慶祐 23
120 1907 6 15 雑録 草茅雑記 笠浦生 24
120 1907 6 15 雑録 無程録　其三 石山芥軒 25
120 1907 6 15 雑録 範宴少納言 告天子 27
120 1907 6 15 雑録 書窓漫語 呈妖生 28
120 1907 6 15 雑録 〔明治四十年五月念一日、…〕 薫園　妻木僧暢 29
120 1907 6 15 雑録 養蚕詞／春尽寄人／初夏 酒井幹 29
120 1907 6 15 雑録 城南閑行書所見二首 前田含潤 30
120 1907 6 15 雑録 次梅原詞兄晩春五律之韻 梅山千界 30
120 1907 6 15 雑録 春晩／初夏偶得／吟友来訪 小泉椿斎 30
120 1907 6 15 雑録 玄洋水戦大捷歌 斎藤甲山 30
120 1907 6 15 雑録 乱雲 隴圃 31
120 1907 6 15 雑録 愁思 松琴 31
120 1907 6 15 雑録 初夏 小月坊 31
120 1907 6 15 新刊紹介 支那仏教史綱　境野哲著 31
120 1907 6 15 新刊紹介 仏教学概論　斎藤唯信著 31
120 1907 6 15 新報 仏教青年聯合大会 32
120 1907 6 15 新報 救世軍の活動 32
120 1907 6 15 新報 赤十字社第十五回総会 32
120 1907 6 15 新報 大谷奨学会の好望 32
120 1907 6 15 新報 西派の内地布教改良案 32
120 1907 6 15 新報 大阪青年会の発展策 32
120 1907 6 15 新報 浄土宗同志会の創立 33
120 1907 6 15 新報 美以教会の新組織 33
120 1907 6 15 新報 総持寺建築工事 33
120 1907 6 15 新報 東京真宗学会 33
120 1907 6 15 新報 密教研究の傾向 33
120 1907 6 15 新報 宗教講座の新設 33
120 1907 6 15 新報 二連枝の外遊 33
120 1907 6 15 新報 基隆の寺院建立 34
120 1907 6 15 新報 米国の鉄道基督教青年会 34
120 1907 6 15 新報 印度高僧の来朝 34
120 1907 6 15 新報 高輪中学紛議の落着 34
120 1907 6 15 新報 下関仏教講習会 34
120 1907 6 15 新報 福岡医科大学仏教青年会 34
120 1907 6 15 新報 修道講話の英訳 34
120 1907 6 15 新報 天理教の現勢 34
120 1907 6 15 新報 大谷会臨時大会 34
120 1907 6 15 個人消息 　 34
120 1907 6 15 広告 35 以下巻末（35～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

121 1907 7 1 海外談叢 各国の出産及死亡率 表紙裏
121 1907 7 1 海外談叢 二千万円の住居 表紙裏
121 1907 7 1 海外談叢 三百万円の浴室 表紙裏
121 1907 7 1 海外談叢 金の計算に五十日 表紙裏
121 1907 7 1 海外談叢 二十四時制の採用 表紙裏
121 1907 7 1 海外談叢 水上を歩みたる人 表紙裏
121 1907 7 1 海外談叢 世界諸市の人口 表紙裏
121 1907 7 1 海外談叢 一万円の犬 　 表紙裏
121 1907 7 1 海外談叢 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
121 1907 7 1 本領 信徒の自覚 1
121 1907 7 1 本領 仏教青年会 2



121 1907 7 1 本領 聖地買収の議 2
121 1907 7 1 広告 仏陀伽耶事件費義捐金に就て 警世新報社 3
121 1907 7 1 修養 信仰の契機 前田博士談 4
121 1907 7 1 修養 処世の本領 無慚叟狂介 6
121 1907 7 1 修養 円満なる性格 文学士　北村教厳 8
121 1907 7 1 博議 明治仏教の回顧　一 大内青巒 10
121 1907 7 1 博議 伝道と人格　其一 清原秀恵 11
121 1907 7 1 博議 伝道の概要　其二 管瀬芳英 12
121 1907 7 1 博議 予の宗教観　其五 赤松宗琳 14
121 1907 7 1 　 〔麤言を遠離すべし、…〕 16 （大無量寿経）
121 1907 7 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 17
121 1907 7 1 家庭 病馬 末田白山 19
121 1907 7 1 家庭雑纂 酒の十害 20 （大沢医学博士衛生会雑誌）
121 1907 7 1 家庭雑纂 渋沢家の家訓 20
121 1907 7 1 家庭雑纂 美人を妻に持つな 20 （某富豪回顧談太平洋）
121 1907 7 1 家庭雑纂 肺炎の水治療法 20 （治療新報）
121 1907 7 1 家庭雑纂 いづれか真の幸福 21 （佐治実然氏新公論）
121 1907 7 1 家庭雑纂 西班牙だより 松葉貞一 21
121 1907 7 1 雑録 見聞録 白水生 22
121 1907 7 1 雑録 甲山書楼漫録 斎藤甲山 23
121 1907 7 1 雑録 平安城雑観 秋影 24
121 1907 7 1 雑録 追懐 長谷竜乗 25
121 1907 7 1 雑録 雨田会の記 笠浦生 26
121 1907 7 1 雑録 肺病の友が最後の書簡 菟生 27
121 1907 7 1 雑録 熊野堪増闘鶏図歌／熊野 石田艾軒 28
121 1907 7 1 雑録 携二女遊郊外 斎藤甲山 28
121 1907 7 1 雑録 題俊寛僧都経石　友人某近獲之鬼界島贈余五顆 前田含潤 28
121 1907 7 1 雑録 初夏幽居 梅原竜北 29
121 1907 7 1 雑録 次竜北詞兄韻／畳韻／更賦一首乞高和 前田柳塘 29
121 1907 7 1 雑録 同次韻 梅田千界 29
121 1907 7 1 雑録 追悼清水左也乃二首 小泉椿斎 29
121 1907 7 1 雑録 絵すだれ 隴圃 30
121 1907 7 1 雑録 うたがひ 松琴 30
121 1907 7 1 雑録 旧都雑吟 舎雲 30
121 1907 7 1 雑録 南都五句 菟生 30
121 1907 7 1 雑録 若葉 涛花 30
121 1907 7 1 新刊紹介 忘已録　南条文雄著 31 忘己録の誤記。
121 1907 7 1 新刊紹介 自然の妙趣　石川成章著 31
121 1907 7 1 新刊紹介 仏陀の処世訓　前田慧雲　浜口恵璋共編 31
121 1907 7 1 新刊紹介 二宮尊徳翁と仏教　佐藤厳英著 31
121 1907 7 1 新刊紹介 日本宗教史　土屋詮教著 31
121 1907 7 1 新刊紹介 小説　霊光　加藤咄堂 　 31
121 1907 7 1 新刊紹介 求道録　暁烏敏著 　 31
121 1907 7 1 新刊紹介 学者より見たる弘法大師 31
121 1907 7 1 新報 清国布教問題 32
121 1907 7 1 新報 学生の視力、体格不良 32
121 1907 7 1 新報 青年会と婦人会 32
121 1907 7 1 新報 四天王寺鐘楼の雲竜 32
121 1907 7 1 新報 仏教婦人救護会 32
121 1907 7 1 新報 廃兵院内の花 33
121 1907 7 1 新報 真宗教団の組織 33
121 1907 7 1 新報 救世軍の克己週間 33



121 1907 7 1 新報 奇特なる老尼 33
121 1907 7 1 新報 中央慈善協会 33
121 1907 7 1 新報 浄土宗伝道館の近況 33
121 1907 7 1 新報 大阪仏教有志懇話会 33
121 1907 7 1 新報 英国夫人の仏教演説 34
121 1907 7 1 新報 第二回雨田会 34
121 1907 7 1 新報 川越の名婦 34
121 1907 7 1 新報 別荘敷地の購入 34
121 1907 7 1 新報 全国最近の戸口 34
121 1907 7 1 新報 全国の寺院数 35
121 1907 7 1 新報 月照上人五十年祭 35
121 1907 7 1 新報 紀念乾漆仏 35
121 1907 7 1 新報 仏像の中に金剛石 35
121 1907 7 1 新報 大阪白蓮教会の紀念会 35
121 1907 7 1 新報 天理教大教正の逝去 35
121 1907 7 1 個人消息 　 35
121 1907 7 1 新報 正誤 35
121 1907 7 1 広告 36 以下巻末（36～40ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

122 1907 7 15 海外談叢 世界第一の美服家 表紙裏
122 1907 7 15 海外談叢 女子の兵隊 表紙裏
122 1907 7 15 海外談叢 婦人弁護士の嚆矢 表紙裏
122 1907 7 15 海外談叢 驚く可き早技 表紙裏
122 1907 7 15 海外談叢 四日間に大西洋の航行 表紙裏
122 1907 7 15 海外談叢 遠距離放音器 表紙裏
122 1907 7 15 海外談叢 世界の最高木 表紙裏
122 1907 7 15 広告 振替送金ｊに就て 大樹園会計 表紙裏
122 1907 7 15 本領 仏教青年聯合会に就て 1
122 1907 7 15 本領 対米問題に就て 3
122 1907 7 15 本領 谷中事件 3
122 1907 7 15 広告 仏陀伽耶事件費義捐金 警世新報社 3
122 1907 7 15 修養 求道の精神 前田博士談 4
122 1907 7 15 修養 二倍の損益 佐々木狂介 5
122 1907 7 15  〔忍耐は多力なり、…〕 7 （四十二章経）
122 1907 7 15 修養 日々の修養 曽我是一 7
122 1907 7 15 博議 明治仏教の回顧　二 大内青巒 10
122 1907 7 15 博議 仏書に見ゆる印度古代の尺度 堀謙徳 11
122 1907 7 15  友たるの道 14 （四分律）
122 1907 7 15 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 14
122 1907 7 15 家庭 家庭の改善（上） 佐伯直 17
122 1907 7 15 家庭 相知の結婚 三舟隠士 19
122 1907 7 15 家庭雑纂 似よ、似るな 22 （和田垣博士女子教育談演会演説の一節）
122 1907 7 15 家庭雑纂 道徳と実行 22 （吉岡哲太郎氏談）
122 1907 7 15 家庭雑纂 難船の時の注意 22
122 1907 7 15 家庭雑纂 疾病看護の心得 22
122 1907 7 15 家庭雑纂 日光と衛生 22
122 1907 7 15 雑録 無疑庵漫録 日野麦園 23
122 1907 7 15 雑録 見聞録 白水生 24
122 1907 7 15 雑録 午睡余録 老呆漢 25
122 1907 7 15 雑録 石山戦争 藤木慶祐 26
122 1907 7 15 雑録 閉目開目 海西子 28
122 1907 7 15 雑録 疲れ 末田白山 29
122 1907 7 15 広告 投稿歓迎 30



122 1907 7 15 雑録 和梅原竜北諸家雑吟四首 前田含潤 31
122 1907 7 15 雑録 遊永平寺 菅桐南 31
122 1907 7 15 雑録 梅雨中作 梅原竜北 31
122 1907 7 15 雑録 次竜北梅雨詩韻 前田含潤 31
122 1907 7 15 雑録 豆相紀行 斎藤甲山 31
122 1907 7 15 雑録 納涼 長門　香雨 32
122 1907 7 15 雑録 撲蛍詞 桐山高癡 32
122 1907 7 15 雑録 清乱 隴圃 32
122 1907 7 15 雑録 静朝 吉村葩人 32
122 1907 7 15 新報 仏教青年聯合会 33
122 1907 7 15 新報 廃兵院の遷座式 33
122 1907 7 15 新報 西本願寺の紀念出版 33
122 1907 7 15 新報 大谷派会計の近況 33
122 1907 7 15 新報 韓皇の宣教師謁見 34
122 1907 7 15 新報 既往四十年の米価 34
122 1907 7 15 新報 沖縄県青年仏教徒の活動 34
122 1907 7 15 新報 大博覧会敷地決定 34
122 1907 7 15 新報 早稲田大学の宗教科新設 34
122 1907 7 15 新報 基督教徒の活動 34
122 1907 7 15 新報 宗教談話会 34
122 1907 7 15 新報 郵便物包装の注意 34
122 1907 7 15 新報 富家の寺院建立 34
122 1907 7 15 新報 会堂敷地と東京市会 35
122 1907 7 15 新報 聖書学院の腐敗 35
122 1907 7 15 新報 真宗大学伝道会 35
122 1907 7 15 新報 僧侶の村長 35
122 1907 7 15 新報 夏期参禅会 35
122 1907 7 15 新報 布哇中学校 35
122 1907 7 15 新報 浄土宗全書の刊行 35
122 1907 7 15 新報 世界大旅行者 35
122 1907 7 15 新報 墓地市外移転難 36
122 1907 7 15 新報 家庭教会礼仏式の頒施 36
122 1907 7 15 新報 共保財団の現状 36
122 1907 7 15 新報 仏教結婚式の発表 36
122 1907 7 15 新報 川崎廃兵院の信念 36
122 1907 7 15 新報 三田仏教会の再興 36
122 1907 7 15 新報 真宗聖典全書の新刊 36
122 1907 7 15 個人消息 　 36
122 1907 7 15 広告 37 以下巻末（37～41ページ＋裏表紙）まで広告。
123 1907 8 1 海外談叢 死亡反対同盟会 表紙裏
123 1907 8 1 海外談叢 珍らしき聖書の種類 表紙裏
123 1907 8 1 海外談叢 廿五万円の図書 表紙裏
123 1907 8 1 海外談叢 四十日間に世界一週 表紙裏
123 1907 8 1 海外談叢 万国語にて説教する寺 表紙裏
123 1907 8 1 海外談叢 奇妙なる集金方法 表紙裏
123 1907 8 1 海外談叢 珍しき結婚 表紙裏
123 1907 8 1 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
123 1907 8 1 本領 仏教界の損害 1
123 1907 8 1 本領 営業主義と伝道主義 2
123 1907 8 1 本領 朝鮮問題 3
123 1907 8 1 修養 消夏の心得 前田博士談 4
123 1907 8 1 修養 心の作用 一ニ三尽演 6



123 1907 8 1 広告 印度仏陀伽耶事件義捐者芳名 8
123 1907 8 1 自治 自治と宗教 長沢則彦 9
123 1907 8 1 博議 明治仏教の回顧（三） 大内青巒 12
123 1907 8 1 博議 伝道と人格　其二 清原秀恵 14
123 1907 8 1 博議 仏教の概要　其三 菅瀬芳英 16
123 1907 8 1 家庭 家庭の改善（中） 佐伯直 19
123 1907 8 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 20
123 1907 8 1 家庭雑纂 父毎の教育 22 （下田文学士、女子教育）
123 1907 8 1 家庭雑纂 信仰と沈着 22 （日野西伯夫人、『女学世界』）
123 1907 8 1 家庭雑纂 公使館の猫 22 （獣医入江涛吉氏『新婦人』）
123 1907 8 1 小説 宿題 紫夢竜 23
123 1907 8 1 　 各国婦人観 25
123 1907 8 1 雑録 無程録　其四 石田艾軒 26
123 1907 8 1 雑録 見聞録 白水生 27
123 1907 8 1 雑録 甲山書楼漫録 斎藤甲山 29
123 1907 8 1 　 国旗の話（日の丸の由来） 30 （日本の小学教師）
123 1907 8 1 雑録 追想録 人見仁剣 31
123 1907 8 1 新刊紹介 The Praises of Amida　アーサー、ロイド訳 32
123 1907 8 1 新刊紹介 The dying man's Revenge アーサー、ロイド訳  32
123 1907 8 1 新刊紹介 実業の横浜　第四巻第五号 32
123 1907 8 1 新刊紹介 成人　第七十六号 32
123 1907 8 1 新刊紹介 浄土宗報　第一号 32
123 1907 8 1 新刊紹介 革新　第一号 32
123 1907 8 1 雑録 空文蔵書目録　原子広宣編 32
123 1907 8 1 雑録 大陸日報 32
123 1907 8 1 雑録 梅雨新晴 竜北迂人 33
123 1907 8 1 雑録 村居 小泉椿斎 33
123 1907 8 1 雑録 吊中村令室並勧遺族 柳堂狂介 33
123 1907 8 1 雑録 賀範嶺服部師昇進司教 梅田千界 33
123 1907 8 1 雑録 次梅田盟兄見寄詩韻以答 服部棟蔭 33
123 1907 8 1 雑録 雨の夜 金葩人 34
123 1907 8 1 雑録 白百合 隴圃 34
123 1907 8 1 新報 韓国の騒擾 35
123 1907 8 1 新報 日韓新条約 35
123 1907 8 1 新報 社寺の樟樹 35
123 1907 8 1 新報 墓地問題陳述書の提出 35
123 1907 8 1 新報 英国と我国歌 35
123 1907 8 1 新報 羅句聖書の改訳 36
123 1907 8 1 新報 上海龍谷会発会式 36
123 1907 8 1 新報 宣教師の開書 36
123 1907 8 1 新報 京都の教会堂 36
123 1907 8 1 新報 公園の風紀と図書館 36
123 1907 8 1 新報 本年の卒業生 36
123 1907 8 1 新報 華厳病の患者 36
123 1907 8 1 新報 福田会監事評議員 36
123 1907 8 1 新報 宗史研究会 36
123 1907 8 1 新報 怪力宣教師 37
123 1907 8 1 新報 文芸女学校の新築落成 37
123 1907 8 1 新報 理想寄宿舎の建設 37
123 1907 8 1 新報 京都基督教青年会館の工事 37
123 1907 8 1 新報 廃兵慰藉演奏会 37
123 1907 8 1 新報 孝子父母を感化す 37



123 1907 8 1 新報 法主の清国巡遊費 38
123 1907 8 1 新報 成田山断食者 38
123 1907 8 1 新報 六千人一団の本山参詣 38
123 1907 8 1 新報 紫風全集の発行 38
123 1907 8 1 新報 西本願寺の慰問 38
123 1907 8 1 新報 風儀改良と縦覧所 38
123 1907 8 1 個人消息 　 38
123 1907 8 1 新報 正誤 38
123 1907 8 1 広告 39 以下巻末（39～42ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

124 1907 8 15 海外談叢 伊国皇后陛下と隧道 表紙裏
124 1907 8 15 海外談叢 仏国銀行家の慈善 表紙裏
124 1907 8 15 海外談叢 水上に浮遊し得る衣服 表紙裏
124 1907 8 15 海外談叢 暹羅国王の称号 表紙裏
124 1907 8 15 海外談叢 百一歳の校長 表紙裏
124 1907 8 15 海外談叢 船山に上りて旅館となる 表紙裏
124 1907 8 15 海外談叢 盗人のなき国 表紙裏
124 1907 8 15 海外談叢 新式自動軍用銃 表紙裏
124 1907 8 15 海外談叢 可驚密輸入の手段 表紙裏
124 1907 8 15 広告 振替送金に就て 表紙裏
124 1907 8 15 本領 普門品を読む 1
124 1907 8 15 本領 講習会に就て 3
124 1907 8 15 広告 仏陀伽耶侵害事件義捐者芳名 3
124 1907 8 15 修養 余裕と宗教 前田博士談 4
124 1907 8 15 修養 智解と悟人 佐々木狂介 5
124 1907 8 15 修養 不動の精神 文学士　北村教厳 7
124 1907 8 15 自治 自治と宗教　其三 長沢則彦 9
124 1907 8 15 博議 明治仏教の回顧（四） 大内青巒 12
124 1907 8 15 博議 舎衛城の聖蹟 在米　文学士　堀謙徳 13
124 1907 8 15 　 欲の解 二宮尊徳 16
124 1907 8 15 博議 雇主雇人の幸福（七） 堂屋敷平民居士 16
124 1907 8 15 家庭 家庭の改善（下） 佐伯直 18
124 1907 8 15 家庭 家庭小言 舟橋水哉 19
124 1907 8 15 家庭 亡友帖 梅原隴圃 20
124 1907 8 15 家庭 猿の制裁と愛情 23 『探検世界』
124 1907 8 15 家庭 駱駝と獅子 23 『新婦人』
124 1907 8 15 雑録 無疑庵漫録 日野麦園 24
124 1907 8 15 雑録 見聞録　其二 白水生 26
124 1907 8 15 雑録 無価の健胃剤 和田生 27
124 1907 8 15 雑録 静養の意義 原知象 28
124 1907 8 15 雑録 湘南遊記 千畝山人 30
124 1907 8 15 雑録 豆相紀行　其二 斎藤甲山 31
124 1907 8 15 雑録 遊八淵　淵在我村山中 桐山高癡 31
124 1907 8 15 雑録 暮の海 隴圃子 32
124 1907 8 15 雑録 磯ぶり 隴圃 32
124 1907 8 15 雑録 夏の朝 藤下玲瓏 32
124 1907 8 15 雑録 夏十句 幻詩楼 32
124 1907 8 15 新報 韓国仏教徒の決議 33
124 1907 8 15 新報 大博覧会の敷地 33
124 1907 8 15 新報 真言宗四山の独立 33
124 1907 8 15 新報 本願寺法嗣問題 33
124 1907 8 15 新報 物価の騰貴 33
124 1907 8 15 新報 工場布教の要求 33



124 1907 8 15 新報 教育家仏教講習会 33
124 1907 8 15 新報 坑山開教視察 33
124 1907 8 15 新報 京都の宗教学校 34
124 1907 8 15 新報 福岡の講習会 34
124 1907 8 15 新報 仏教婦人救護会の建碑式 34
124 1907 8 15 新刊紹介 雲煙過眼　梅原竜北著 34
124 1907 8 15 新報 貴公子の壮図 34
124 1907 8 15 新報 山海関信教会の組織 34
124 1907 8 15 新報 浄土伝道館成蹟 34
124 1907 8 15 新報 浅草の墓地横領事件 35
124 1907 8 15 新報 東京人口の激増 35
124 1907 8 15 新刊紹介 批判解説　禅学新論　忽滑谷快天著 35
124 1907 8 15 新刊紹介 黙雷禅話　竹田黙雷著 　 35
124 1907 8 15 新報 曹洞宗の暑中慰問 35
124 1907 8 15 新報 英人の真宗研究 35
124 1907 8 15 新報 米人の高野山研究 35
124 1907 8 15 新報 奈良朝時代の米 35
124 1907 8 15 新報 大坂仏教懇話会 36
124 1907 8 15 新報 豊後僧侶の活動 36
124 1907 8 15 新報 義僕の表彰 36
124 1907 8 15 新報 雲水行脚隊 36
124 1907 8 15 新報 波斯老婦人の世界漫遊 36
124 1907 8 15 個人消息 　 36
124 1907 8 15 広告 37 以下巻末（37～41ページ＋裏表紙）まで広告。
125 1907 9 1 海外談叢 二百二十萬円の劔 表紙裏
125 1907 9 1 海外談叢 七年を経たる郵便物 表紙裏
125 1907 9 1 海外談叢 十八吋のシガー 表紙裏
125 1907 9 1 海外談叢 青年牧師の貧民生活 表紙裏
125 1907 9 1 海外談叢 世界の人口増加 表紙裏
125 1907 9 1 海外談叢 小児をくすぐり殺す 表紙裏
125 1907 9 1 海外談叢 法王宮の大掃除 表紙裏
125 1907 9 1 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
125 1907 9 1 本領 親鸞聖人　消息集を読む 1
125 1907 9 1 本領 韓国の布教 3
125 1907 9 1 広告 義捐金 3 仏尼伽耶侵害事件　義捐者芳名　花崎鎮　金一円五拾銭　等
125 1907 9 1 修養 感応道交 前田博士談 4
125 1907 9 1 提婆とユダ 文学士　常盤大定 5
125 1907 9 1 自治 自治と宗教　其三 長澤則彦 9
125 1907 9 1 博議 明治仏教の回顧（五） 大内青巒 12
125 1907 9 1 博議 舎衛城の聖蹟（承前） 在来文学士　堀謙徳 14 在米か
125 1907 9 1 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 16
125 1907 9 1 家庭 霊的教養 曽我是一 19
125 1907 9 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 20
125 1907 9 1 小説 帰省 紫夢竜 22
125 1907 9 1 家庭雑纂 肺結核の七療法 24
125 1907 9 1 家庭雑纂 眼の養生 24
125 1907 9 1 家庭雑纂 井戸水の清潔法 24
125 1907 9 1 家庭雑纂 シミ抜の薬 24
125 1907 9 1 雑録 神武寺詣て 千畝山人 25
125 1907 9 1 雑録 凾嶺所感 藤井桜村 26
125 1907 9 1 雑録 経机（実談） 行水女史 28
125 1907 9 1 雑録 石山戦争 藤本慶祐 30



125 1907 9 1 雑録 神武寺所見 梅原隴北 32
125 1907 9 1 雑録 龍北兄見贈其著雲煙過眼、賦而謝之 中山了運 32
125 1907 9 1 雑録 病余偶成 在布哇　荒井文石 32
125 1907 9 1 雑録 夏日雑吟 小泉椿斎 32
125 1907 9 1 雑録 夏日雑詩 桐山高癡 32
125 1907 9 1 雑録 黙雷上人と宗演禅師 32
125 1907 9 1 雑録 中島裁之君の消息 32
125 1907 9 1 雑録 紅葵 玲朧 33
125 1907 9 1 雑録 運命 葩人 33
125 1907 9 1 雑録 皐月会詠草 戸田宇八 33
125 1907 9 1 雑録 慰安賦 隴圃 34
125 1907 9 1 雑録 宵の灯 隴圃 34
125 1907 9 1 新報 海外伝道教会 35
125 1907 9 1 新報 寺院合併と墓 35
125 1907 9 1 新報 廃兵院の近況 35
125 1907 9 1 新報 日韓聯合追吊会 35
125 1907 9 1 新報 三河別院の倒壊 35
125 1907 9 1 新報 救世軍の過去七年 35
125 1907 9 1 新報 宗教大学建築設計 36
125 1907 9 1 新報 炭山開教と増上寺 36
125 1907 9 1 新報 韓国の暴動と基督教徒 36
125 1907 9 1 新報 宗教哲学概論　波多野精一・村岡典嗣共訳 36
125 1907 9 1 新報 共保財団の近況 36
125 1907 9 1 新報 米国に於る日本僧侶 36
125 1907 9 1 新報 一進会の意見書 37
125 1907 9 1 新報 布哇開教院新築 37
125 1907 9 1 新報 正信偈講話　多田鼎著 37
125 1907 9 1 新報 佐賀県商工名鑑　当屋敷竹次郎著 37
125 1907 9 1 新報 仏教主義貧民学校 37
125 1907 9 1 新報 東本願寺の入札 37
125 1907 9 1 新報 大連夏期講習会 38
125 1907 9 1 新報 盲人按鍼講習会 38
125 1907 9 1 新報 奥村女史の遺骨と参詣者 38
125 1907 9 1 個人消息 38
125 1907 9 1 広告 39 以下巻末（39～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

126 1907 9 15 海外談叢 蘇生器の発明 表紙裏
126 1907 9 15 海外談叢 面白き婦人の寄附金 表紙裏
126 1907 9 15 海外談叢 水陸両用の自働船 表紙裏
126 1907 9 15 海外談叢 白耳義の結婚市場 表紙裏
126 1907 9 15 海外談叢 世界無比の大汽船 表紙裏
126 1907 9 15 海外談叢 世界の総図書数 表紙裏
126 1907 9 15 海外談叢 世界最大の砲弾 表紙裏
126 1907 9 15 海外談叢 世界一の長寿者 表紙裏
126 1907 9 15 海外談叢 子多き国民 表紙裏
126 1907 9 15 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
126 1907 9 15 本領 救恤に急迫なれ 1
126 1907 9 15 本領 蕃根翁逝く 2
126 1907 9 15 本領 真諦と俗諦 2
126 1907 9 15 広告 謹告 警世新報社 3
126 1907 9 15 修養 逆縁の誡 前田博士談 4
126 1907 9 15 修養 随縁の法 菅瀬芳英 6 （銀行集会所講話）
126 1907 9 15  仁慈博愛 7 『大無量寿経』



126 1907 9 15 修養 梵達王 道元翠渓 8 （以上、四分律参照）
126 1907 9 15 博議 明治仏教の回顧（六） 大内青巒 11 　
126 1907 9 15 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 12
126 1907 9 15 博議 実用と外観 原知象 14
126 1907 9 15 家庭 須摩提女 浜口恵璋 17
126 1907 9 15 家庭 家庭小言 舟橋水哉 19
126 1907 9 15 小説 熱汗 紫夢籠 21
126 1907 9 15 　 致富の秘訣 23
126 1907 9 15 雑録 島田蕃根翁 24
126 1907 9 15 雑録 無疑庵漫録 日野麦園 25
126 1907 9 15 雑録 月下の遠足 池田荒比　高島浩園 28
126 1907 9 15 雑録 石山戦争 藤木慶祐 29
126 1907 9 15 雑録 鏡湾余響 笠浦山人 30
126 1907 9 15 雑録 豆相紀行（其三） 斎藤甲山 31
126 1907 9 15 雑録 夏夕泛舟 小泉椿斎 32
126 1907 9 15 雑録 絶叫 隴圃子 32
126 1907 9 15 雑録 詠草 戸田宇八／吉田雄之助／江口

百太郎／石川巌／宇野武／福
間陽松／城磐

33

126 1907 9 15 雑録 洪水 幻詩楼 33
126 1907 9 15 雑録 秋立 成美 33
126 1907 9 15 新報 対宣教師方針 34
126 1907 9 15 新報 南洋無人島の発見 34
126 1907 9 15 新報 本願寺と移住民 34
126 1907 9 15 新報 水害の統計 34
126 1907 9 15 新報 凾館の大火 34
126 1907 9 15 新報 晩春坡の邦人排斥 34
126 1907 9 15 新報 西太后と慧星 35
126 1907 9 15 新報 水害後に於ける衛生上の注意 35
126 1907 9 15 新報 島田蕃根翁逝去 35
126 1907 9 15 新報 廃兵家族救護会 35
126 1907 9 15 新報 宗演師と公会堂 35
126 1907 9 15 新報 浄土宗の水害慰問 35
126 1907 9 15 新報 伝道館の破壊 35
126 1907 9 15 新報 総持寺の起工 36
126 1907 9 15 新報 大谷奨学会の誘説 36
126 1907 9 15 新報 連枝の仏跡調査 36
126 1907 9 15 新報 救世軍の韓国伝道見合 36
126 1907 9 15 新報 宣教師と暴動 36
126 1907 9 15 新報 帰仏三昧の廃兵 36
126 1907 9 15 新報 無教会と其信徒 36
126 1907 9 15 新報 韓国守備隊へ慰問袋 36
126 1907 9 15 新報 奇特の僧侶 36
126 1907 9 15 新報 台南仏教青年会 36
126 1907 9 15 新報 老車夫の信仰 37
126 1907 9 15 新報 盲人教育会の活動 37
126 1907 9 15 新報 満州だより 37
126 1907 9 15 新報 真宗聖典全書成る 37
126 1907 9 15 個人消息 　 37
126 1907 9 15 広告 38 以下巻末（38～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

127 1907 10 1 海外談叢 六千万円の罰金 表紙裏
127 1907 10 1 海外談叢 夜光新聞と菓子新聞 表紙裏



127 1907 10 1 海外談叢 英国人の身長 表紙裏
127 1907 10 1 海外談叢 ボストンと日本美術 表紙裏
127 1907 10 1 海外談叢 土政府の古郵便切手 表紙裏
127 1907 10 1 海外談叢 世界の富者 表紙裏
127 1907 10 1 海外談叢 丁抹の養老保護金 表紙裏
127 1907 10 1 海外談叢 世界最大の国旗 表紙裏
127 1907 10 1 海外談叢 最高の汽車賃 表紙裏
127 1907 10 1 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
127 1907 10 1 本領 仏教徒の気風 1
127 1907 10 1 本領 海外に於ける同胞 2
127 1907 10 1 広告 投稿歓迎 3
127 1907 10 1 修養 信仰の活力 前田博士談 4
127 1907 10 1 修養 エピクテタスの教訓を読む 文学士　泉道雄 6
127 1907 10 1 修養 伝道の秘訣 曽我是一 8
127 1907 10 1 博議 明治仏教の回顧　七 大内青巒 10
127 1907 10 1 博議 仏教史蹟地理　第一回 在ボストン　文学士　堀謙徳 11
127 1907 10 1 博議 加藤博士の「吾国体と基督教」を読む　上 文学士　芝田徹心 14
127 1907 10 1 　 科学者の失敗と大発明 16
127 1907 10 1 歴抄 人生の幸福と宗教の信念 村上博士 17 （同朋）
127 1907 10 1 歴抄 宗教の第一義 綱島梁川君 17 （新人）
127 1907 10 1 歴抄 修道上の得失 多田鼎君 18 （精神界）
127 1907 10 1 歴抄 修養と福楽 高瀬博士 18 （修養界）
127 1907 10 1 歴抄 彼岸の意味 南条博士 19 （六大新報）
127 1907 10 1 家庭 自治と家庭 長沢則彦 20
127 1907 10 1 家庭 雇主雇人の幸福（八） 堂屋敷平民居士 22
127 1907 10 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 23
127 1907 10 1 　 子供教育の三個条 24 （海軍大佐山本正勝氏の『明治の家庭』）
127 1907 10 1 雑録 無疑菴漫録 日野麦園 25
127 1907 10 1 雑録 綱島梁川君逝く 妻木生 26
127 1907 10 1 雑録 月下の遠足 池田荒北　高島浩園 28
127 1907 10 1 雑録 島田蕃根翁を悼む 梅田千界 29
127 1907 10 1 雑録 藤島了穏師喪令息以詩慰其哀傷　他 前田含潤 31
127 1907 10 1 雑録 悼亡児了円 藤島膽岳 31
127 1907 10 1 雑録 秋懐十寄　其一 山口仏石 31
127 1907 10 1 雑録 嵐峡館即吟（在嵐山） 梅田千界 31
127 1907 10 1 雑録 秋 隴圃子 32
127 1907 10 1 雑録 秋海棠 金葩人 32
127 1907 10 1 雑録 裳裾 玲瓏 32
127 1907 10 1 雑録 枯野 城磬 32
127 1907 10 1 新報 清国布教抑制の理由 33
127 1907 10 1 新報 法主教権と現代思潮 33
127 1907 10 1 新報 監獄教誨講習会 33
127 1907 10 1 新報 軍隊の布教要求 33
127 1907 10 1 新報 如来堂と大弓場 33
127 1907 10 1 新報 宗教に関する新刑法 33
127 1907 10 1 新報 盲人教育会の慈善演劇 33
127 1907 10 1 新報 救世軍の新事業 34
127 1907 10 1 新報 仏教婦人救護会の美事 34
127 1907 10 1 新報 晩香坡西派布教場無事 34
127 1907 10 1 新報 西派の集会 34
127 1907 10 1 新報 坪井教授の崇仏 34
127 1907 10 1 新報 法隆寺宝物の売却 34



127 1907 10 1 新報 法主の学校視察 34
127 1907 10 1 新報 東京の棄児 34
127 1907 10 1 新報 飯田貿易店の教誨 34
127 1907 10 1 新報 大谷派の韓国開教 35
127 1907 10 1 新報 海外伝道教育と実行隊 35
127 1907 10 1 新報 支那仏教会起らんとす 35
127 1907 10 1 新報 西派の盤谷開教 35
127 1907 10 1 新報 浅草公園の会堂 35
127 1907 10 1 新報 東本願寺負債近況 35
127 1907 10 1 新報 米国賭博場の閉鎖 35
127 1907 10 1 新報 火渡りの出願 35
127 1907 10 1 個人消息 　 36
127 1907 10 1 新刊紹介 紫風全集　清水黙爾君遺稿 36
127 1907 10 1 新刊紹介 人格之養成　加藤咄堂著 36
127 1907 10 1 新刊紹介 唯一仏教　第一号 36
127 1907 10 1 新刊紹介 専修寺資料　小野茂吉編 36
127 1907 10 1 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

128 1907 10 15 道歌心の策 檀林皇后／栄西禅師／明慧上
人／道元和尚／法燈国師／丈
覚禅師／法心上人／無往長老
／仏国々師／如大禅尼／大燈
国師／夢窓国師／仏徳禅師／
楠正勝／徹書記／一休和尚／
一路居士／玄虎蔵王

表紙裏

128 1907 10 15 広告 振替送金に就て 表紙裏
128 1907 10 15 本領 家庭的宗教 1
128 1907 10 15 本領 加藤博士の著書 3
128 1907 10 15 修養 青年と読書 前田博士談 4
128 1907 10 15 修養 エピクテタスの教訓を読む 文学士　泉道雄 6
128 1907 10 15 修養 対観対向 菅瀬芳英 8
128 1907 10 15 歴抄 口のいましめ 行誡上人 10
128 1907 10 15 歴抄 東里先生の教訓 10
128 1907 10 15 博議 加藤博士の「吾国体と基督教」を読む　二 文学士　芝田徹心 11
128 1907 10 15 博議 明治仏教の回顧　八 大内青巒 13
128 1907 10 15 博議 宗教的信念と其実践道徳（『予の宗教観』の続き） 赤松宗琳 15
128 1907 10 15 家庭 さがしもの 来馬琢道 18
128 1907 10 15 家庭 家庭小言 舟橋水哉 21
128 1907 10 15 家庭 家庭と少年少女 道の人 22
128 1907 10 15 家庭 歯の磨き方 24
128 1907 10 15 雑録 霊魂論座談録 妻木直良 25
128 1907 10 15 雑録 緑香斎漫録 文学士　北村教厳 26
128 1907 10 15 雑録 定観師の逸事 皐月生 28
128 1907 10 15 雑録 譬喩小話（食慾の誡） 桂水生 29
128 1907 10 15 雑録 アーメン陀仏 30 （少年世界）
128 1907 10 15 雑録 秋懐十首　其六　他 山口仏石 31
128 1907 10 15 雑録 霖雨中作 竜北学人 31
128 1907 10 15 雑録 正学寺口占 釋宗演 31
128 1907 10 15 雑録 中秋看月偶得　他 小泉椿斎 31
128 1907 10 15 雑録 藤島了穏師喪令息詩以述懐次韻吊慰　他 鈴木天游 31
128 1907 10 15 雑録 おち栗 金葩人 32
128 1907 10 15 雑録 ふたよ 翠渓 32
128 1907 10 15 雑録 袖ともし 稲田朱桜子 32



128 1907 10 15 雑録 皐月会詠草 品山 32
128 1907 10 15 新報 東宮殿下の御渡韓 33
128 1907 10 15 新報 中山一位局御薨去 33
128 1907 10 15 新報 満韓伝道会社 33
128 1907 10 15 新報 仏教宣伝の要求 33
128 1907 10 15 新報 宗教法案の行悩 34
128 1907 10 15 新報 布教師殴打事件 34
128 1907 10 15 新報 護国塔起工式 34
128 1907 10 15 新報 浄土宗の紀念伝道 34
128 1907 10 15 新報 大谷朴子女史の布教 34
128 1907 10 15 新報 叡山の大法会 34
128 1907 10 15 新報 監獄教誨師講習会開会 34
128 1907 10 15 新報 大阪仏教青年会館開館式 34
128 1907 10 15 新報 高倉大学寮開校式 35
128 1907 10 15 新報 仏光寺の紀念図書館 35
128 1907 10 15 新報 満州仏教青年会の義捐金募某 35
128 1907 10 15 新報 盲人教育会慈善演劇の成蹟 35 成績か
128 1907 10 15 新報 継母の亀鑑 35
128 1907 10 15 新報 模範的信者 35
128 1907 10 15 新報 福井別院輪番の不埒 36
128 1907 10 15 新報 改良法要の摸範 36
128 1907 10 15 個人消息 36
128 1907 10 15 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

129 1907 11 1 道歌心の策 利休居士／沢庵和尚／雲居和
尚／愚堂和尚／一絲和尚／大
愚和尚／大納言光広／桃水和
尚／盤珪禅師／鈴木正三／無
難禅師／梅天禅師／鉄眼和尚
／沢水和尚／慧極禅師／月坡
禅師／芭蕉翁桃青／拙堂和尚
／宝茶翁／覚芝禅師／天桂和
尚／面山和尚／白穏和尚／邃
翁和尚／東嶺和尚

表紙裏

129 1907 11 1 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
129 1907 11 1 本領 平凡主義と努力 1
129 1907 11 1 本領 偉大なる成功者 3
129 1907 11 1 広告 投稿歓迎 3
129 1907 11 1 修養 進一歩 前田博士談 4
129 1907 11 1 修養 修養の動的面 柘植信秀 6
129 1907 11 1 修養 日日の修養法 斎藤甲山 7
129 1907 11 1 　 善 8
129 1907 11 1 博議 加藤博士の「吾国体と基督教」を読む　三 文学士　芝田徹心 9
129 1907 11 1 博議 霊魂論座談 妻木直良 11
129 1907 11 1 博議 仏教史蹟地理　第二回 在ボストン　文学士　堀謙徳 14
129 1907 11 1 新刊紹介 仏陀の福音　第六版　木鈴大拙 15 鈴木大拙の誤字。
129 1907 11 1 新刊紹介 大乗仏教百詰　加藤咄堂著 　 15
129 1907 11 1 新刊紹介 エピクテタスの教訓　稲葉昌丸訳 15
129 1907 11 1 家庭 家庭と主婦 白川伝道 16
129 1907 11 1 家庭 家庭と少年少女 道の人 18
129 1907 11 1 家庭 雇主雇人の幸福（九） 堂屋敷平民居士 20
129 1907 11 1 家庭 家庭小言 舟橋水哉 22
129 1907 11 1 雑録 石山戦争 藤本慶祐 24



129 1907 11 1 雑録 随感録 野本陸男 26
129 1907 11 1 雑録 仏教文学を鼓吹せよ 福間陽松 28
129 1907 11 1 雑録 人ちがひ（梅原譲氏と梅原融氏） 了空 29
129 1907 11 1 雑録 秋懐和福井学圃詩韻　他 前田慧雲 30
129 1907 11 1 雑録 登妙義山二律 木内柔克 30
129 1907 11 1 雑録 太平洋舟中 荒井文石 30
129 1907 11 1 雑録 藤嶋師喪令息暢窃不堪為法愛材之感之感因次其悼亡高韻自警

且寄吊
白毫軒僧暢 30

129 1907 11 1 雑録 遊大原村 桐山高癡 30
129 1907 11 1 雑録 今玆十月十三日。詣稲田霊場跡有感、敢倣七古変体。 梅田千界（未定稿） 30
129 1907 11 1 雑録 吾が母は 渓石生 31
129 1907 11 1 雑録 月の夜 翠渓 31
129 1907 11 1 雑録 しぐれ 金葩人 32
129 1907 11 1 雑録 皐月会咏草 戸田宇八 32
129 1907 11 1 雑録 白菊 暢松 32
129 1907 11 1 雑録 落葉 城磬 32
129 1907 11 1 新報 水野局長の神社廃合意見 33
129 1907 11 1 新報 従軍僧と従軍記章 33
129 1907 11 1 新報 布哇中学校開設 33
129 1907 11 1 新報 車掌運転手の布教 33
129 1907 11 1 新報 梁川氏の追悼会 33
129 1907 11 1 新報 小学教員の仏書研究 33
129 1907 11 1 新報 興正寺派の教学 34
129 1907 11 1 新報 一本千円の槻 34
129 1907 11 1 新報 百七十歳の老翁 34
129 1907 11 1 新報 東洋と基督教 34
129 1907 11 1 新報 吉田東伍氏の精力 34
129 1907 11 1 新報 大門再建起工式 34
129 1907 11 1 新報 廃兵家族の収容 34
129 1907 11 1 新報 総持寺地鎮祭 34
129 1907 11 1 新報 金剛教会唱歌部発会式 35
129 1907 11 1 新報 興正寺の千本搗 35
129 1907 11 1 新報 紀念伝道隊長会議 35
129 1907 11 1 新報 百歳の仏教婦人 35
129 1907 11 1 新報 奥村女史の紀念碑 35
129 1907 11 1 新報 大阪仏教懇話会 35
129 1907 11 1 新報 旧島原藩長寿者 35
129 1907 11 1 個人消息 　 36
129 1907 11 1 新刊紹介 法律文学　第一巻第一号 36
129 1907 11 1 新刊紹介 天国実現 36
129 1907 11 1 新刊紹介 徳本行者伝　望月信道述 36
129 1907 11 1 新刊紹介 The Business Knowledge 田尻常雄編 36
129 1907 11 1 新刊紹介 新式英語商業書簡文研究法　小沢新之輔著 36
129 1907 11 1 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

130 1907 11 15 海外談叢 米国最大の新寺院 表紙裏
130 1907 11 15 海外談叢 世界無比の高価なる家賃 表紙裏
130 1907 11 15 海外談叢 一人八十万円の生命保険 表紙裏
130 1907 11 15 海外談叢 十二年間の浴槽生活 表紙裏
130 1907 11 15 海外談叢 藁製の時計 表紙裏
130 1907 11 15 海外談叢 硝子製の電柱 表紙裏
130 1907 11 15 海外談叢 世界の最古木 表紙裏
130 1907 11 15 海外談叢 一本の樹で大寺院建立 表紙裏



130 1907 11 15 広告 振替送金に就て 大樹園会計 表紙裏
130 1907 11 15 本領 人格の憧憬 1
130 1907 11 15 本領 富豪と寺院 3
130 1907 11 15 広告 本誌改良予告 3
130 1907 11 15 修養 仏教の二方面 前田博士談 4
130 1907 11 15 修養 エピクテタスの教訓を読む 文学士　泉道雄 6
130 1907 11 15 修養 他力信仰と個性 向島了諦 8
130 1907 11 15 博議 加藤博士の「吾国体と基督教」を読む（四） 文学士　芝田徹心 11
130 1907 11 15 博議 霊魂論座談 妻木直良 14
130 1907 11 15 博議 監獄の生活（社会と犯罪） 河野純孝 16
130 1907 11 15 家庭 家庭と主婦 白川伝道 18
130 1907 11 15 家庭 家庭道徳　一 藤井桜村 19
130 1907 11 15 小説 老廃兵 芳村葩子 21
130 1907 11 15 　 坊のお菓子 黒沢きみか 22 （少女世界）
130 1907 11 15 雑録 無疑菴漫録 日野麦園 23
130 1907 11 15 雑録 閑談雑記（土曜会記事） 白水生 25
130 1907 11 15 雑録 四郊の秋色 竜北寒士 26
130 1907 11 15 雑録 御嶽参り 今小角 28
130 1907 11 15 雑録 北陸より 三枝生 29
130 1907 11 15 広告 投稿歓迎 29
130 1907 11 15 雑録 丁未晩秋将探金洞之勝途上口占　他 梅原竜北 30
130 1907 11 15 雑録 秋日山行五首 山口仏石 30
130 1907 11 15 雑録 遊地吉村光雲寺偶得　他 小泉椿斎 30
130 1907 11 15 雑録 秋柳 信本哲乗 30
130 1907 11 15 雑録 詠山賀朔午中瀬氏華甲応需　他 妻木僧暢 30
130 1907 11 15 雑録 日蓮上人 梅田千界 31
130 1907 11 15 雑録 丁未夏日過大井川 伊沢温山 31
130 1907 11 15 雑録 山居 口羽黙人 31
130 1907 11 15 雑録 露営 隴圃 31
130 1907 11 15 雑録 木兎 中野紫葉 31
130 1907 11 15 雑録 白雲 渓石 32
130 1907 11 15 雑録 御嶽紀遊 品山／戸田宇八／宇野武 32
130 1907 11 15 雑録 秋季雑詠 黒田疎石 32
130 1907 11 15 新報 本邦僧の清国布教 33
130 1907 11 15 新報 陵墓令の制定 33
130 1907 11 15 新報 盲唖用仏典の要求 33
130 1907 11 15 新報 清涼管長の遷化 33
130 1907 11 15 新報 議制局会議と中学問題 33
130 1907 11 15 新報 浄土宗の紛擾落着 33
130 1907 11 15 新報 布哇本願寺教団認可 34
130 1907 11 15 新報 曹洞宗大学の内紅 34
130 1907 11 15 新報 早稲田仏教研究科 34
130 1907 11 15 新報 岡山孤児院の現況 34
130 1907 11 15 新報 東西婦人会の会堂建設 34
130 1907 11 15 新報 富豪の寺院建築 34
130 1907 11 15 新報 中山家の慈善 34
130 1907 11 15 新報 仏教大学の制度調査 34
130 1907 11 15 新報 久留米の軍人布教 35
130 1907 11 15 新報 大派新法主の巡化 35
130 1907 11 15 新報 目出度き臨終 35
130 1907 11 15 新報 島地老師の古稀祝賀会 35
130 1907 11 15 新報 女子文芸学校落成式 35



130 1907 11 15 新報 淑徳女学校の増築 35
130 1907 11 15 新報 大連の救世軍近況 35
130 1907 11 15 新報 宮本輪番の処罰 35
130 1907 11 15 新報 善福寺お伽噺 36
130 1907 11 15 新報 山寺の自営図書館 36
130 1907 11 15 新報 伝道団の実業計画 36
130 1907 11 15 新報 基本金一万円の寄附 36
130 1907 11 15 新報 大樹園の報恩講 36
130 1907 11 15 個人消息 　 36
130 1907 11 15 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

131 1907 12 1 海外談叢 王国の売物 表紙裏
131 1907 12 1 海外談叢 八百哩の石油道 表紙裏
131 1907 12 1 海外談叢 独逸軍隊の一奇習 表紙裏
131 1907 12 1 海外談叢 灯台用の蓄音器 表紙裏
131 1907 12 1 海外談叢 伯林の夜半新聞 表紙裏
131 1907 12 1 海外談叢 英国の富豪 表紙裏
131 1907 12 1 海外談叢 一時間六十哩の快走船 表紙裏
131 1907 12 1 海外談叢 妻を売買する国 表紙裏
131 1907 12 1 広告 緊急社告 表紙裏
131 1907 12 1 本領 処世法の研究 1
131 1907 12 1 本領 『向上』と本誌 3
131 1907 12 1 広告 本誌改良予告 3
131 1907 12 1 修養 修養雑咸 前田博士談 4
131 1907 12 1 修養 信界美談　上 菅瀬芳英 7
131 1907 12 1 修養 獲信之記 福間久米吉 8
131 1907 12 1 修養 報恩のおもひ 向島了諦 9
131 1907 12 1 博議 霊魂論座談 妻木直良 12
131 1907 12 1  〔人は世間愛欲の中に在りて、…〕 14 （無量寿経）
131 1907 12 1 博議 夢の真理 石橋臥波 15
131 1907 12 1 博議 雇主雇人の幸福（十完）（雇人待遇模範事業の続き） 堂屋敷平民居士 16

131 1907 12 1 家庭 家庭道徳　二 藤井桜村 19
131 1907 12 1  〔忍ば能く自他平和の事を生ず、…〕 21 （摂大乗論）
131 1907 12 1 家庭 家庭と少年少女 道の人 21
131 1907 12 1 歴抄 耳と口の女子教育 23
131 1907 12 1 歴抄 女子と体育 23
131 1907 12 1 雑纂 如是我観 野本睦男 24
131 1907 12 1 雑纂 船中日誌（上） 中井玄道 25
131 1907 12 1 雑纂 無疑菴漫録 日野麦園 27
131 1907 12 1 雑纂 桐蔭日乗 28
131 1907 12 1 雑纂 丁未之秋迎洪嶽禅師賦呈乞政　他 妻木薫園 30
131 1907 12 1 雑纂 小田原所見／底倉／蘆湖 木内柔克 30
131 1907 12 1 雑纂 次韵晩香菊池先生見寄 山口仏石 30
131 1907 12 1 雑纂 秋日偶成 口羽黙人 30
131 1907 12 1 雑纂 秋日書懐 桐山高癡 31
131 1907 12 1 雑纂 今昔 月鴉 31
131 1907 12 1 雑纂 木枯 金葩人 31
131 1907 12 1 雑纂 紅葉狩 渓石 31
131 1907 12 1 雑纂 新星 中野紫葉 32
131 1907 12 1 雑纂 晩秋 黒田疎石 32
131 1907 12 1 雑纂 比叡五句 成美 32
131 1907 12 1 雑纂 古梅庵小集 くれない 32
131 1907 12 1 雑纂 紅葉 友安翠雲 32



131 1907 12 1 新報 寺院と監獄の連絡 33
131 1907 12 1 新報 日僧渡清の拒否 33
131 1907 12 1 新報 長崎仏教徒大会 33
131 1907 12 1 新報 救世軍の慈善病院 33
131 1907 12 1 新報 本派法主の対嵐房訪問 33
131 1907 12 1 新報 大日本仏教青年会総会 33
131 1907 12 1 新報 東方聖書の紀念寄贈 33
131 1907 12 1 新報 平民的娯楽所 33
131 1907 12 1 新報 僧侶移住の渇望 34
131 1907 12 1 新報 総持寺建築手斧式 34
131 1907 12 1 新報 仏教諸学校の打合会 34
131 1907 12 1 新報 浄土宗信徒の篤行家 34
131 1907 12 1 新報 仁王趣の献納 34
131 1907 12 1 新報 岩佐男爵夫人逝く 34
131 1907 12 1 新報 真宗辞典編纂近況 34
131 1907 12 1 新報 紀念宝物図書館 34
131 1907 12 1 新報 東寺公園開園式 34
131 1907 12 1 新報 仏教熱心の医師 34
131 1907 12 1 新報 清韓開教縮小問題 35
131 1907 12 1 新報 東寺宝物館の新設 35
131 1907 12 1 新報 真宗聯合大学の新築 35
131 1907 12 1 新報 京城青年会上棟式 35
131 1907 12 1 新報 浄土宗全集出版期 35
131 1907 12 1 新報 鬼特務の入道 35
131 1907 12 1 新報 迷信研究会 35
131 1907 12 1 新報 浄土宗職員確定 35
131 1907 12 1 個人消息 　 36
131 1907 12 1 新刊紹介 真宗聖典全書　全二冊 36
131 1907 12 1 新刊紹介 続黙雷禅話　竹田黙雷述 36
131 1907 12 1 新刊紹介 自然科学と仏教　石川成章著 36
131 1907 12 1 新刊紹介 通俗仏教各宗綱要　来馬琢道編 36
131 1907 12 1 新刊紹介 四十一年護法日記 36
131 1907 12 1 新刊紹介 四十一年三室日記 36
131 1907 12 1 広告 37 以下巻末（37～40ページ＋裏表紙の表裏）まで広告。

132 1907 12 15 海外談叢 エヂソンの大発明 表紙裏
132 1907 12 15 海外談叢 コンクリートの電柱 表紙裏
132 1907 12 15 海外談叢 六十年間の弁護士 表紙裏
132 1907 12 15 海外談叢 長距離電気鉄道 表紙裏
132 1907 12 15 海外談叢 電気の布団 表紙裏
132 1907 12 15 海外談叢 自働車内に生活する家族 表紙裏
132 1907 12 15 海外談叢 英国医師の収入 表紙裏
132 1907 12 15 海外談叢 平和会議の費用 表紙裏
132 1907 12 15 海外談叢 蘇士運河会社の利益 表紙裏
132 1907 12 15 広告 緊急社告 表紙裏
132 1907 12 15 本領 歳晩の辞 1
132 1907 12 15 本領 禅学の長短 2
132 1907 12 15 本領 清国と布教 3
132 1907 12 15 本領 人格の威力 3
132 1907 12 15 広告 新年号予告 3
132 1907 12 15 修養 信仰の妙味 前田博士談 4
132 1907 12 15 修養 エピクテタスの教訓を読む 文学士　泉道雄 6
132 1907 12 15 修養 信界美談　下 菅瀬芳英 8



132 1907 12 15 　 平生養生 10 （故島田蕃根翁の話）
132 1907 12 15 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 11
132 1907 12 15 博議 霊魂論座談 妻木直良 13
132 1907 12 15 博議 夢の心理 石橋臥波 15
132 1907 12 15 博議 如是我観 野本陸男 17
132 1907 12 15 新刊紹介 禅楊茶話　前田慧雲著 19
132 1907 12 15 新刊紹介 日本国道論　有馬祐政著 19
132 1907 12 15 家庭 結婚の儀式 芳賀信孝 20
132 1907 12 15 家庭 家庭と少年少女 道の人 22
132 1907 12 15 雑纂 信香道味 清原秀恵 25
132 1907 12 15 雑纂 霜夜閑談（清談会記事） 白水 26
132 1907 12 15 雑纂 波動的人生 神出恵仁 28
132 1907 12 15 雑纂 船中日誌（下） 中井玄道 29
132 1907 12 15 雑纂 遊仏通寺三首　他 前田含潤 31
132 1907 12 15 雑纂 夜過日本海感／弔旅順戦場／満州雑感 藤島膽岳 31
132 1907 12 15 雑纂 歳晩雑感倣杜甫同谷県七歌之体／歳晩偶成 天民　木内柔克 31
132 1907 12 15 雑纂 古井　高輪中学境内有古井伝云義士洗仇首仍題 梅田千界 32
132 1907 12 15 雑纂 述懐 口羽黙人 32
132 1907 12 15 雑纂 不眠 月鴉生 32
132 1907 12 15 雑纂 冬枯 金葩人 32
132 1907 12 15 雑纂 玉霰 隴圃 33
132 1907 12 15 雑纂 冬夜 中野紫葉 33
132 1907 12 15 雑纂 薄氷 渓石 33
132 1907 12 15 雑纂 時雨 陽松 33
132 1907 12 15 雑纂 御取趣 疎石 33
132 1907 12 15 新報 宗教法案の内容 34
132 1907 12 15 新報 長崎仏教大会 34
132 1907 12 15 新報 英人の仏寺建立 34
132 1907 12 15 新報 妻帯問題の解決 34
132 1907 12 15 新報 大門起工式概況 34
132 1907 12 15 新報 教誨師退去問題 34
132 1907 12 15 新報 島地黙雷師古稀祝賀会 34
132 1907 12 15 新報 慈恵医学校の仏教講話 35
132 1907 12 15 新報 黒住教会大会議 35
132 1907 12 15 新報 鹿児島県仏教青年会秋季大会 35
132 1907 12 15 新報 救世軍の慰問籠 35
132 1907 12 15 新報 盲人学校設立 35
132 1907 12 15 新報 故北畠道龍師 35
132 1907 12 15 新報 真言宗の分離 36
132 1907 12 15 新報 満州仏教青年会大会 36
132 1907 12 15 新報 満鉄停車場へ本誌備付 36
132 1907 12 15 新報 仏教熱心の神道家 36
132 1907 12 15 新報 故範空僧正の予言 36
132 1907 12 15 新報 高輪真宗青年会 36
132 1907 12 15 新報 観音境内の砂商売 37
132 1907 12 15 新報 西有老子米寿祝賀 37
132 1907 12 15 個人消息 　 37
132 1907 12 15 新刊紹介 法華経物語　山崎紫紅著 37
132 1907 12 15 新刊紹介 Practical lessons in Business English No,1 松村吉則著 37
132 1907 12 15 広告 38 以下巻末（38～40ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

133 1908 1 1 本領 猿猴の図に題す 1
133 1908 1 1 本領 仏式結婚に就て 2



133 1908 1 1 本領 学校と徳育 3
133 1908 1 1 本領 女子と虚栄心 3
133 1908 1 1 本領 カルタ会 3
133 1908 1 1 修養 真の娯楽 文学博士　前田慧雲 4
133 1908 1 1 修養 貧者と富者 大内青巒 7
133 1908 1 1 実感 同学梵行院笠原研寿師兄に就て 文学博士　南条文雄 9
133 1908 1 1 博議 仏陀と耶蘇 文学士　常盤大定 12
133 1908 1 1 博議 宗教家と新教育学 文学博士　谷本富 13
133 1908 1 1 博議 自制力の養成法 向島了諦 14
133 1908 1 1 博議 宗教の理想と国家 文学士　加藤玄智 17
133 1908 1 1 講話 宗教学概論 文学士　芝田徹心 18
133 1908 1 1 講話 浄土論講話 梅田謙敬 20
133 1908 1 1 海外談叢 虚言を発見する器械 22
133 1908 1 1 海外談叢 仏国海軍の放光弾 22
133 1908 1 1 海外談叢 多忙なる英皇帝 22
133 1908 1 1 海外談叢 珍らしき新聞 22
133 1908 1 1 海外談叢 潜水鐘中の婚礼 22
133 1908 1 1 海外談叢 交換手不用をなる 22
133 1908 1 1 家庭 家庭漫録 文学士　和田香苗 23
133 1908 1 1 家庭 夫婦の心得 藤井桜村 26
133 1908 1 1 家庭 冬の衛生 陸軍一等軍医　英健也 27
133 1908 1 1 小説 未亡人 むらさき 30
133 1908 1 1 雑纂 慈光録 文学士　泉道雄 33
133 1908 1 1 雑纂 自然の恩恵 池田荒北 34
133 1908 1 1 雑譬喩経 頭尾の蛇 35
133 1908 1 1 雑纂 臨終 文学士　大谷繞石 36
133 1908 1 1 雑纂 孟買の二週間（其一） 故　清水黙爾 37
133 1908 1 1 雑纂 仏教雙六の話（上） 文学士　志田義秀 39
133 1908 1 1 雑纂 新春漫語 幻詩朗 41
133 1908 1 1 雑纂 瑞雪　他 天民　木内柔克 42
133 1908 1 1 雑纂 新らしき日 渓石 42
133 1908 1 1 雑纂 戊申元日　他 小泉椿斎 42
133 1908 1 1 雑纂 新年 佐々木伴山 42
133 1908 1 1 雑纂 春草 吉村葩人 43
133 1908 1 1 雑纂 元旦口占　他 口羽黙人 43
133 1908 1 1 雑纂 春風 中野紫葉 43
133 1908 1 1 雑纂 雪朝　他 斎藤甲山 44
133 1908 1 1 雑纂 朝霧 柳哉 44
133 1908 1 1 雑纂 歳晩書感　他 梅田千界 44
133 1908 1 1 雑纂 猿の愛情 44
133 1908 1 1 新報 韓国皇帝と東本願寺 45
133 1908 1 1 新報 西派の慈善病院計画 45
133 1908 1 1 新報 日僧退去問題 45
133 1908 1 1 新報 漢字印字機の発明 45
133 1908 1 1 新報 感化法の改正 45
133 1908 1 1 新報 島地老師古稀祝賀彙報 45
133 1908 1 1 新報 仏教大学の分科制度 45
133 1908 1 1 新報 増上寺の仏教結婚式 45
133 1908 1 1 新報 東京青年伝道会会堂 46
133 1908 1 1 新報 浄土宗の貧民部落教育 46
133 1908 1 1 新報 高輪中学義士記念会 46
133 1908 1 1 新報 漢口の口語学校 46



133 1908 1 1 新報 曹洞宗定期議会 46
133 1908 1 1 新報 青年団実業部の近況 46
133 1908 1 1 新報 東洋大学の記念会 47
133 1908 1 1 新報 婦人救護会の発展 47
133 1908 1 1 新報 福井別院の輪番問題 47
133 1908 1 1 新報 伏見別院日曜学校 47
133 1908 1 1 新報 千八百円の鐘撞 47
133 1908 1 1 新報 大博覧会と布教伝道 47
133 1908 1 1 新報 三田仏教会の演説 47
133 1908 1 1 新報 日暹寺羅漢会展覧 48
133 1908 1 1 個人消息 48
133 1908 1 1 新刊紹介 信仰座談　安藤州一著 48
133 1908 1 1 新刊紹介 仏教演説軌範　加藤咄堂著 48
133 1908 1 1 新刊紹介 地上天国の建設　金子三四郎編纂 48
133 1908 1 1 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

134 1908 1 15 本領 島地黙雷師の古稀賀筵 1
134 1908 1 15 本領 梅原龍北君逝く 2
134 1908 1 15 本領 文芸と仏教 3
134 1908 1 15 本領 富豪の娯楽 3
134 1908 1 15 本領 死者に対する道 3
134 1908 1 15 修養 勤と倹 前田博士談 4
134 1908 1 15 修養 信香道味 清原秀恵 6
134 1908 1 15 自治 自治と宗教　其四 長沢則彦 8
134 1908 1 15 実感 南山古梁禅師の幼時に就て 大内青巒 12
134 1908 1 15 実感 心の持ち様 伊勢貞丈翁 13
134 1908 1 15 博議 仏陀と耶蘇 文学士　常盤大定 14
134 1908 1 15 博議 人道と仏教 加藤咄堂 16
134 1908 1 15 博議 仏教史上の妻帯 在ボストン　文学士　堀謙徳 18
134 1908 1 15 博議 『仏教史蹟地理』正誤表 19
134 1908 1 15 講話 四十二章経提要（第一回） 文学士　　北村教厳 20
134 1908 1 15 講話 浄土論講話（第二回） 梅田謙敬 21
134 1908 1 15 島地黙雷師小伝 島地黙雷上人古稀祝賀会委員

編
24

134 1908 1 15 歴抄 勅題「社頭松」について 大内青巒 25 （明治の家庭）
134 1908 1 15 歴抄 親鸞聖人の偉大なる所以 近角常観 （求道）
134 1908 1 15 歴抄 予が感化を受けし格言 高島平三郎 26 （新公論）
134 1908 1 15 歴抄 宗教的経験を評す 福来友吉 26 （無尽灯）
134 1908 1 15 歴抄 予の尊重する格言 新渡戸稲造 27 （新公論）
134 1908 1 15 歴抄 同 田健次郎 27 （新公論）
134 1908 1 15 家庭 家庭雑話 高島平三郎 28
134 1908 1 15 家庭 少年と動物愛護 道元翠渓 29
134 1908 1 15 人の心 31
134 1908 1 15 家庭 冬期の衛生　二 陸軍一等軍医　英健也 32
134 1908 1 15 牛乳を飲ではならぬ人 33
134 1908 1 15 雑纂 本年の干支に就て 雨田老衲 34
134 1908 1 15 雑纂 仏法雙六の話（下） 文学士　志田義秀 35
134 1908 1 15 雑纂 過去七年の大晦日 あい生 37
134 1908 1 15 雑纂 孟買の二週間　其二 故　清水黙爾 39
134 1908 1 15 雑纂 朝の懺悔 陽松生 40
134 1908 1 15 雑纂 新年号を読む 京都　青門生 41
134 1908 1 15 雑纂 病院の夜 笠浦 41
134 1908 1 15 雑纂 雨田詩稿 42



134 1908 1 15 雑纂 新年観 釈宗演 42
134 1908 1 15 雑纂 申歳を迎へて 白毫軒暢 42
134 1908 1 15 雑纂 戊申元旦 含潤道人 43
134 1908 1 15 雑纂 社頭松　他 菅桐南 43
134 1908 1 15 雑纂 送菅桐南帰薩摩　他 藤島膽岳 43
134 1908 1 15 雑纂 戊申元旦 三島中洲 43
134 1908 1 15 雑纂 同次中洲翁韻　他 斎藤甲山 43
134 1908 1 15 雑纂 勅題社頭松恭賦 妻木薫園 43
134 1908 1 15 雑纂 元旦口占　他 鈴木法琛 43
134 1908 1 15 雑纂 丁未除日哭龍北梅原兄　他 梅田千界 43
134 1908 1 15 雑纂 題画 口羽黙人 43
134 1908 1 15 雑纂 冬 中野紫葉 44
134 1908 1 15 雑纂 白き星 隴人 44
134 1908 1 15 雑纂 御正忌 陽松 44
134 1908 1 15 雑纂 福寿草 幻詩朗 44
134 1908 1 15 新報 梅原融氏の逝去 45
134 1908 1 15 新報 故梅原氏の葬儀 45
134 1908 1 15 新報 島地老師古稀祝賀会彙報 45
134 1908 1 15 新報 高野山の国宝謝絶 45
134 1908 1 15 新報 小身延山の全焼 46
134 1908 1 15 新報 南清布教上の訓令 46
134 1908 1 15 新報 西派今年の事業費 46
134 1908 1 15 新報 内務省とモルモン教 46
134 1908 1 15 新報 真言宗の近状 46
134 1908 1 15 新報 仏大の図書館 46
134 1908 1 15 新報 共保財団の近状 46
134 1908 1 15 新報 お伽講話会の創設 47
134 1908 1 15 新報 金原翁村長となる 47
134 1908 1 15 新報 慈恵救済基金の増殖 47
134 1908 1 15 新報 長寿者殖ゆ 47
134 1908 1 15 新報 脳病院の仏教法話 47
134 1908 1 15 新報 金剛教会の施本伝道 47
134 1908 1 15 新報 紀念大仏殿 47
134 1908 1 15 個人消息 48
134 1908 1 15 新刊紹介 七花八裂　杉村縦横著 48
134 1908 1 15 新刊紹介 禅と活動　破魔禅著 48
134 1908 1 15 新刊紹介 秀存語録　佐々木月樵選 48
134 1908 1 15 新刊紹介 家庭講語　第一号 48
134 1908 1 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

135 1908 2 1 龍北号目次
135 1908 2 1 龍北兄の霊に捧ぐ 1
135 1908 2 1 故人の面影 2
135 1908 2 1 龍北小伝 4
135 1908 2 1 寒香余韻 今昔の感 大内青巒 5
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原君の遠逝を悼みて 佐竹観海 5
135 1908 2 1 寒香余韻 亡友龍北を夢るの記 忽滑谷快天 6
135 1908 2 1 寒香余韻 模範的ゼントルマン 広井辰太郎 7
135 1908 2 1 寒香余韻 追悼龍北梅原君 南条文雄和南 8
135 1908 2 1 寒香余韻 哭梅原龍北 藤島膽岳 8
135 1908 2 1 寒香余韻 吊融梅原君 松陵山樵　釈宗演敬草 8
135 1908 2 1 寒香余韻 輓龍北学兄 釈清潭 8
135 1908 2 1 寒香余韻 奉輓梅原龍北雅兄 正堂　東敬治 8



135 1908 2 1 寒香余韻 内剛にして外柔なり 高島米峰 8
135 1908 2 1 寒香余韻 龍北の性格 林毅陸 9
135 1908 2 1 寒香余韻 噫梅原龍北兄 伊沢温山 10
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原龍北君を憶ふ 前田慧雲 12
135 1908 2 1 寒香余韻 玉の如き人 加藤咄堂 13
135 1908 2 1 寒香余韻 私情と公事 高楠順次郎 14
135 1908 2 1 寒香余韻 あゝ龍北兄逝く 梅田千界 14
135 1908 2 1 寒香余韻 予が伝記を書くべき人 薗田宗恵 15
135 1908 2 1 寒香余韻 名聞を求めず 占部百太郎 16
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原の君の早世をいたみて 大内文子 17
135 1908 2 1 寒香余韻 長者の風あり 香川魁菴 17
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原融君を惜む 鎌田栄吉 18
135 1908 2 1 寒香余韻 龍北の意気 龍口了信 18
135 1908 2 1 寒香余韻 予と龍北 寶閣善教 19
135 1908 2 1 寒香余韻 唯是一事足れり 村上専精 20
135 1908 2 1 寒香余韻 吁梅原先生 朝倉暁瑞 20
135 1908 2 1 寒香余韻 先後期し難し 島地黙雷 22
135 1908 2 1 寒香余韻 狼問答 杉村広太郎 22
135 1908 2 1 寒香余韻 予が見たる龍北兄 妻木直良 23
135 1908 2 1 寒香余韻 癖のない人 境野黄洋 25
135 1908 2 1 寒香余韻 意志の人 紀星峯 25
135 1908 2 1 寒香余韻 淡泊なる人 山本貫通 26
135 1908 2 1 寒香余韻 高雅なる人 秦敏之 26
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原氏を悼む 南岩倉桃岳 27
135 1908 2 1 寒香余韻 家庭に於ける龍北 中臣俊恵 27
135 1908 2 1 寒香余韻 龍北梅原詞兄を憶ふ 天尊　亀谷聖馨 28
135 1908 2 1 寒香余韻 悲しき年末年始 桜井義肇 28
135 1908 2 1 寒香余韻 模範的人物 林田春潮 29
135 1908 2 1 寒香余韻 追悼の歌 吉村葩人 29
135 1908 2 1 寒香余韻 もはや梅原君には逢へないか 芝田徹心 29
135 1908 2 1 寒香余韻 悲しき回顧 葦原雅亮 30
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原君を悼む 干河岸貫一 31
135 1908 2 1 寒香余韻 龍北兄の死を悼む 小林雨峰 32
135 1908 2 1 寒香余韻 唯一の紀念 島村抱月 32
135 1908 2 1 寒香余韻 文学寮における龍北先生 藤井桜村 32
135 1908 2 1 寒香余韻 余の恩人 土屋詮教 34
135 1908 2 1 寒香余韻 吁龍北先生 斎藤得道 34
135 1908 2 1 寒香余韻 故梅原龍北君を哭す 柘植秋畝 35
135 1908 2 1 寒香余韻 恩師の如き先輩 泉道雄 36
135 1908 2 1 寒香余韻 学兄梅原融君 高木勤 37
135 1908 2 1 寒香余韻 真面目な人 菅学応 37
135 1908 2 1 寒香余韻 熱誠ある教育家 斯波貞吉 38
135 1908 2 1 寒香余韻 学校に於ける梅原先生 中央商業学校　岡見恵 38
135 1908 2 1 寒香余韻 『雲煙過眼』を思ひ出でゝ 藤井瑞枝 39
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原先生と僕 清山青村 39
135 1908 2 1 寒香余韻 挽梅原龍北先生 天民　木内柔克 40
135 1908 2 1 寒香余韻 龍北梅原君を悼む 有馬臥松 41
135 1908 2 1 寒香余韻 最後の四日間 西島覚了 41
135 1908 2 1 寒香余韻 感懐多し 結城素明 43
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原大人の逝きませしを悼みて 京都　森実子 43
135 1908 2 1 寒香余韻 二十余年来の交誼 岡部長 44
135 1908 2 1 寒香余韻 君の信念 菅真海 45



135 1908 2 1 寒香余韻 哭梅原龍北君 酒井幹 45
135 1908 2 1 寒香余韻 高潔なる品性 北村教厳 46
135 1908 2 1 寒香余韻 哀惜と悔恨 時事新報社員　安岡秀夫 46
135 1908 2 1 寒香余韻 吁毛海先生 島地大等 47
135 1908 2 1 寒香余韻 追悼六条 人見忠次郎 49
135 1908 2 1 寒香余韻 詩と書 高島平三郎 49
135 1908 2 1 寒香余韻 病床の龍北 白巌 49
135 1908 2 1 寒香余韻 無形の紀念碑 広島　田代翠嵐 50
135 1908 2 1 寒香余韻 あゝ龍北先生 梅原真隆 50
135 1908 2 1 寒香余韻 無情説法 佐治実然 51
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原融氏の逝去を悼みて 智応 51
135 1908 2 1 寒香余韻 遂に一詩を得ず 鷲尾順敬 52
135 1908 2 1 寒香余韻 社会の恨事 水月哲英 52
135 1908 2 1 寒香余韻 哭龍北梅原兄 天遊　鈴木法琛 52
135 1908 2 1 寒香余韻 あゝ市川の桃！ 時事新報記者　福井智賢 52
135 1908 2 1 寒香余韻 先醒龍北 梅原流星 54
135 1908 2 1 寒香余韻 梅原君の雅号 如水生 54
135 1908 2 1 寒香余韻 故梅原融君の辱知諸兄に告ぐ 諸同人 56
135 1908 2 1 弔辞 弔詞 私立中央商業学校長　男爵

南岩倉具威
57

135 1908 2 1 弔辞 弔詞 友人総代　大内青巒 58
135 1908 2 1 弔辞 詞弔 慶応義塾長　鎌田栄吉 58
135 1908 2 1 弔辞 悼故梅原融君 慶応義塾同窓者総代　伊沢道

暉
58

135 1908 2 1 弔辞 弔詞 中央商業学校生徒総代　山崎
平三郎

58

135 1908 2 1 弔辞 霊前の詞 中央商業学校卒業生総代　関
虎一

59

135 1908 2 1 弔辞 弔辞 専修部卒業生総代　高桑釼太
郎

59

135 1908 2 1 弔辞 弔詞 従七位勲六等功五級　日種宗
城

59

135 1908 2 1 弔辞 弔詞 三重県桑名　辱交　矢田俊正 59
135 1908 2 1 弔辞 弔詞 中山了運 59
135 1908 2 1 弔辞 弔電 在大坂　酒生恵眼 60
135 1908 2 1 弔辞 弔電 在奉天　松島宗衛 60
135 1908 2 1 葬儀雑観 60
135 1908 2 1 新報 島地黙雷師古稀祝賀会の景況 61
135 1908 2 1 新報 皇后陛下の御仁慈 61
135 1908 2 1 新報 四恩瓜生会の拡張 62
135 1908 2 1 新報 日本人の三大病 62
135 1908 2 1 新報 大蔵経出版の事業 62
135 1908 2 1 新報 職工六千の美風 62
135 1908 2 1 新報 水原慈音師の逝去 62
135 1908 2 1 新報 実業家子弟招待会 63
135 1908 2 1 新報 新夕張炭山の惨事 63
135 1908 2 1 新報 理髪師の学校 63
135 1908 2 1 新報 囚人服色問題の茶話会 63
135 1908 2 1 新報 孝行二人息子 63
135 1908 2 1 新報 世話女房の小学生 63
135 1908 2 1 新報 画傑雅邦逝く 63
135 1908 2 1 新報 三木竹二氏逝く 64



135 1908 2 1 新報 東亜仏教婦人会 64
135 1908 2 1 新報 仏式の会社総会 64
135 1908 2 1 新報 学年延長と教科書 64
135 1908 2 1 新報 下田歌子女史の新事業 64
135 1908 2 1 新報 学生援護会 64
135 1908 2 1 新報 東京師範学校講話 64
135 1908 2 1 新報 慈善病院の病舎 64
135 1908 2 1 個人消息 64
135 1908 2 1 広告 67 以下巻末（67～70ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

136 1908 2 1 本領 仏教発展の機 1
136 1908 2 1 本領 紀念事業 3
136 1908 2 1 修養 忠と誠 前田博士 4
136 1908 2 1 修養 向上の機会 文学博士　高瀬惺軒 6
136 1908 2 1 修養 法悦 菅瀬芳英 7
136 1908 2 1 実感 蓮月尼の逸事 大内青巒 11
136 1908 2 1 博議 宗教学概論 文学士　芝田徹心 13
136 1908 2 1 博議 霊鷲山 在ボストン　文学士　堀謙徳 15
136 1908 2 1 博議 仏教界の須要問題 向島了諦 17
136 1908 2 1 博議 噫龍北号 秋影 19
136 1908 2 1 歴抄 余が処世の四要項 井上角五郎 20 （成功）
136 1908 2 1 歴抄 先徳余言 南条文雄 20 （無尽灯）
136 1908 2 1 歴抄 学者の積極的態度を望む 海老名弾正 20 （新人）
136 1908 2 1 歴抄 予の愛する格言 留岡幸助 21
136 1908 2 1 歴抄 世界文明国の三大難 大隈重信 21 （教育時論）
136 1908 2 1 歴抄 家庭娯楽の標準 棚橋絢子 21 （明治の家庭）
136 1908 2 1 歴抄 宗教の復古的精神 和田龍造 22 （宗教界）
136 1908 2 1 歴抄 自製の格言 井上円了 22
136 1908 2 1 歴抄 近世社会の理想 安部磯雄 22 （新人）
136 1908 2 1 講話 四十二章経提要（第二回） 文学士　北村教厳 23
136 1908 2 1 講話 浄土論講話（第三回） 梅田謙敬 25
136 1908 2 1 新刊紹介 峨山禅師勤行録　日種譲山編 27
136 1908 2 1 家庭 家庭漫録 文学士　和田香苗 28
136 1908 2 1 家庭 妻の心得 藤井桜村 30
136 1908 2 1 家庭 日本家屋の衛生上の価値 英健也 32
136 1908 2 1 海外談叢 可驚健足なる老人 34
136 1908 2 1 海外談叢 長命の鳥 34
136 1908 2 1 海外談叢 新式の機関砲 34
136 1908 2 1 海外談叢 昨年のノベル賞牌受領者 34
136 1908 2 1 海外談叢 金属物の疲労 34
136 1908 2 1 雑録 美人と宗教 大隈伯 35
136 1908 2 1 雑録 五味箱　上 侶松女史 36
136 1908 2 1 雑録 春窓浄話 笠浦 38
136 1908 2 1 雑録 反面史の研究 田島生 39
136 1908 2 1 雑録 京日記 京の子 41
136 1908 2 1 雑録 龍北号の表紙に就て 41
136 1908 2 1 雑録 恭歩雨田島地老和上華甲自寿芳韻以賀古稀寿筵 薫園　妻木暢 42
136 1908 2 1 雑録 謹次　黙雷島地和上之瑤韻賀其稀寿六首 梅田千界 42
136 1908 2 1 雑録 汚雨田老師華甲寿詠清韻奉賀師古稀寿 九江　　佐々木寛 42
136 1908 2 1 雑録 次島地黙雷老師古稀自寿瑤韻奉賀　他 䕃山　檀特教遵 42
136 1908 2 1 雑録 悼龍北梅原君 干河岸桜所 43
136 1908 2 1 雑録 弔龍北梅原君 妻木暢 43
136 1908 2 1 雑録 凝秀山房梅花盛開得首尾吟十二章 山口仏石 43



136 1908 2 1 雑録 一月十五日挙嫡孫欣然得数首　他 小泉椿斎 43
136 1908 2 1 雑録 戊申元旦　他 在布哇　荒井文石 44
136 1908 2 1 雑録 若草 大友月人 44
136 1908 2 1 雑録 鼓まくら 隴人 44
136 1908 2 1 雑録 璣玖夫の誕生を喜びて 黙狂 44
136 1908 2 1 新報 島地老師と基教総牧師 45
136 1908 2 1 新報 西本願寺の会堂建設 45
136 1908 2 1 新報 三井集会所と会堂建設 45
136 1908 2 1 新報 青年会屋内伝道 45
136 1908 2 1 新報 臨済宗円成会 45
136 1908 2 1 新報 天台宗宗会 45
136 1908 2 1 新報 天台宗の世襲法 45
136 1908 2 1 新報 曹洞宗布教団 45
136 1908 2 1 新報 曹洞宗大学の高祖降誕会 45
136 1908 2 1 新報 三重育児院の移転 46
136 1908 2 1 新報 清国武昌の婦人修養会 46
136 1908 2 1 新報 芝罘仏教会 46
136 1908 2 1 新報 大連の仏教浄友会 46
136 1908 2 1 新報 子守教育と日蓮宗 46
136 1908 2 1 新報 今後の仏教大学 46
136 1908 2 1 新報 無宗教者と犯罪 46
136 1908 2 1 新報 龍江氏の仏式結婚 46
136 1908 2 1 新報 篤信の弁護士 47
136 1908 2 1 新報 暹羅の開教 47
136 1908 2 1 新報 美術界の一佳話 47
136 1908 2 1 新報 求道会の近況 47
136 1908 2 1 新報 東北の仏教 47
136 1908 2 1 新報 福島県の仏教大会 47
136 1908 2 1 新報 大阪府教育と神官僧侶 47
136 1908 2 1 新報 自立会の免囚保護事業 47
136 1908 2 1 新報 モスリン会社の入仏式 47
136 1908 2 1 新報 東洋高等女学校の生徒募集 47
136 1908 2 1 新報 万国組合教大会 48
136 1908 2 1 新報 感ずべき少女 48
136 1908 2 1 新報 朝鮮に於ける基督教 48
136 1908 2 1 新報 故小野梓氏の法要 48
136 1908 2 1 新報 仏教婦人会総会 48
136 1908 2 1 個人消息 48
136 1908 2 1 広告 51 以下巻末（51～54ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

137 1908 3 1 本領 正義の声言 1
137 1908 3 1 本領 現在に受用せよ 2
137 1908 3 1 本領 羅馬の教育宗教問題 3
137 1908 3 1 修養 偶感三則 前田慧雲 4
137 1908 3 1 修養 七里恒順師を憶ふ 妻木笠浦 6
137 1908 3 1 修養 仏教より得たる教訓 文学士　加藤玄智 8
137 1908 3 1 修養 小野梓氏と夜鷹蕎麦 大内居士 9
137 1908 3 1 実感 四たび死に瀕するの記 島地黙雷 10
137 1908 3 1 自治 自治と宗教　其五 長沢則彦 13
137 1908 3 1 博議 「勿れ」の反対 文学博士　福来友吉 16
137 1908 3 1 博議 求道者の誤解　上 柘植秋畝 18
137 1908 3 1 博議 仏教史蹟地理（第三回） 在ボストン　文学士　堀謙徳 20
137 1908 3 1 仏徒の家憲 釈宗演 23



137 1908 3 1 講話 浄土論講話（第四回） 梅田謙敬 24
137 1908 3 1 新刊紹介 吾国体と宗教　亀谷聖馨著 27
137 1908 3 1 新刊紹介 最新応用説教学講義　加藤咄堂著 27
137 1908 3 1 新刊紹介 釈迦史伝　常盤、近角、吉田三学士述 27
137 1908 3 1 家庭 犠牲 理学士　石川成章 28
137 1908 3 1 家庭 日本家屋衛生上の価値　二 英健也 31
137 1908 3 1 各国の結婚月 33
137 1908 3 1 雑録 五味箱　下 侶松女史 34
137 1908 3 1 雑録 反面史の研究　二 田島生 35
137 1908 3 1 雑録 寒窓夜話（第四回清談会記事） 白水 37
137 1908 3 1 雑録 ゆく影　（上） 隴人 39
137 1908 3 1 雑録 孟買の二週間　　其三 故　清水黙爾 41
137 1908 3 1 雑録 紅梅　他 干河岸桜所 43
137 1908 3 1 雑録 北湊途上　他 山口仏石 43
137 1908 3 1 雑録 探梅　他 小泉椿斎 43
137 1908 3 1 雑録 亡兄慈雲院一周忌日感懐 千界迂人 43
137 1908 3 1 雑録 次島地老師古稀自咏芳韻以祝　他 山崎翠濤 43
137 1908 3 1 雑録 紀元節　他 山本慧照 43
137 1908 3 1 雑録 花妻 金葉人 44
137 1908 3 1 雑録 光明 大友月人 44
137 1908 3 1 雑録 春の月 幻詩郎 44
137 1908 3 1 新報 寺院に関する法律 45
137 1908 3 1 新報 神社に関する財産法律案 45
137 1908 3 1 新報 妊婦の犯罪に関する請願 45
137 1908 3 1 新報 日本一の大碑石 45
137 1908 3 1 新報 死刑廃止の請願 45
137 1908 3 1 新報 万国平和協会 45
137 1908 3 1 新報 四恩瓜生会大塚会堂 46
137 1908 3 1 新報 将校婦人会の新計画 46
137 1908 3 1 新報 青山子爵の美挙 46
137 1908 3 1 新報 寺田氏母堂の長寿法 46
137 1908 3 1 新報 紀州家の美挙 46
137 1908 3 1 新報 早稲田大学教友会 47
137 1908 3 1 新報 西有穆山禅師米寿の賀会 47
137 1908 3 1 新報 故梅原融氏の追吊会 47
137 1908 3 1 新報 高楠氏令息の葬儀 47
137 1908 3 1 新報 慕はしき陰徳家 47
137 1908 3 1 新報 文芸女学校の発展 47
137 1908 3 1 新報 青年会発会 47
137 1908 3 1 新報 黙雷老師祝賀寄附金 48
137 1908 3 1 新報 鹿児島青年会 48
137 1908 3 1 新報 商館の講話 48
137 1908 3 1 新報 弁護士連の日蓮宗研究 48
137 1908 3 1 新報 天理教調査 48
137 1908 3 1 個人消息 48
137 1908 3 1 広告 49 以下巻末（49～56ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

138 1908 3 15 本領 将来の宗教制度に就て 1
138 1908 3 15 本領 墓地問題 3
138 1908 3 15 本領 辰丸事件 3
138 1908 3 15 修養 其境に述べ 前田博士 4
138 1908 3 15 修養 心の修養 赤松連城 6
138 1908 3 15 修養 修養時感 文学士　泉道雄 9



138 1908 3 15 博議 仏陀と耶蘇 文学士　常盤大定 12
138 1908 3 15 博議 求道者の誤解　下 柘植秋畝 14
138 1908 3 15 博議 仏教史蹟地理（第四回） 在ボストン　文学士　堀謙徳 16
138 1908 3 15 歴抄 感化の方法 大阪控訴院検事長　藤堂融 19 （成人）
138 1908 3 15 歴抄 余の処世標準と家憲 小島倉吉 19 （実業の日本）
138 1908 3 15 歴抄 園児の好むもの 東洋幼稚園長　岸辺福雄 20 （明治の家庭）
138 1908 3 15 歴抄 日本人が学ぶべき欧米の美風 白耳義政治学博士　福岡秀猪 20 （修身）
138 1908 3 15 歴抄 母の一言 男爵　　石黒忠悳 20 （新公論）
138 1908 3 15 歴抄 恩の奥旨を念ふ 多田鼎 21 （無尽灯）
138 1908 3 15 歴抄 格言よりも逸話 磯部弥一郎 21 （新公論）
138 1908 3 15 講話 浄土論講話（第五回） 梅田謙敬 22
138 1908 3 15 講話 四十二章経提要（第三回） 文学士　北村教厳 25
138 1908 3 15 道友のたより 福井県　田鶴子 26
138 1908 3 15 家庭 家庭漫録 文学士　和田香苗 27
138 1908 3 15 家庭 少年と服装 道元翠渓 29
138 1908 3 15 家庭 腸チブスの話　一 英健也 31
138 1908 3 15 海外談叢 結婚後百年の祝 33
138 1908 3 15 海外談叢 三年半の睡眠 33
138 1908 3 15 海外談叢 可驚社務の敏活 33
138 1908 3 15 海外談叢 世界最大の料理店 33
138 1908 3 15 海外談叢 一葉　長さ五十呎 33
138 1908 3 15 雑録 途上雑観 あい生 34
138 1908 3 15 雑録 余食贅行 亜卿 35
138 1908 3 15 雑録 嗚呼小林秀知翁 千界逸僧 36
138 1908 3 15 雑録 ゆく影　（下） 隴人 38
138 1908 3 15 雑録 譚海余波 椿斎主人 40
138 1908 3 15 雑録 文壇の三元老 梟目道人 41
138 1908 3 15 雑録 新柳　他 干河岸桜所 43
138 1908 3 15 雑録 賀雨田上人古稀寿次其原韻 天尊　亀谷聖馨 43
138 1908 3 15 雑録 興雲寺碑 天民　木内柔克 43
138 1908 3 15 雑録 夕ばえ 大友月人 44
138 1908 3 15 雑録 遙祝児直良与民子結婚 妻木僧暢 44
138 1908 3 15 雑録 祝妻木兄仏式結婚 梅田千界 44
138 1908 3 15 雑録 寄懐衆議院議員 山本慧照 44
138 1908 3 15 雑録 春 黙狂 44
138 1908 3 15 新報 内親王殿下の御慈愛 45
138 1908 3 15 新報 霊岸町の孝女 45
138 1908 3 15 新報 福田会育児院の新計画 45
138 1908 3 15 新報 基督教の女生寄宿舎 45
138 1908 3 15 新報 十勝丸の冒険航海 45
138 1908 3 15 新報 郵便脚夫の伝道 45
138 1908 3 15 新報 米国の伝道拡張 46
138 1908 3 15 新報 東京寺院の墓地問題 46
138 1908 3 15 新報 仏教大学新設学科 46
138 1908 3 15 新報 名教学校の創立 46
138 1908 3 15 新報 監獄法案と教誨師 46
138 1908 3 15 新報 善福寺の杖銀杏 46
138 1908 3 15 新報 築地本願寺の仏式結婚 46
138 1908 3 15 新報 仏教青年会の釈尊降誕会 47
138 1908 3 15 新報 小学児童と宗教心 47
138 1908 3 15 新報 仏教倶楽部の設備 47
138 1908 3 15 新報 龍谷会成る 47



138 1908 3 15 新報 愛染看護婦会 47
138 1908 3 15 新報 長野県の宗教大会 47
138 1908 3 15 新報 西派法主の演説 47
138 1908 3 15 新報 真宗青年会 48
138 1908 3 15 新報 三田仏教会の振興 48
138 1908 3 15 新報 青年会の勅語奉読式 48
138 1908 3 15 新報 呉市仏教会館設立 48
138 1908 3 15 新報 斎修会下賜金 48
138 1908 3 15 個人消息 48
138 1908 3 15 新刊紹介 仏教之根本思想　大内青巒著 48
138 1908 3 15 新刊紹介 通俗心経講話　加藤咄堂著 48
138 1908 3 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

139 1908 4 1 目次 表紙裏
139 1908 4 1 広告 龍北号 表紙裏 八十余名士の執筆に成れる紀念号　龍北号
139 1908 4 1 本領 三世観と十方観 1
139 1908 4 1 本領 釈尊降誕会に就て 3
139 1908 4 1 本領 葬儀の模範 3
139 1908 4 1 修養 経験の力 前田博士談 4
139 1908 4 1 修養 法悦（二） 菅瀬芳英 6
139 1908 4 1 修養 釈尊の人格 妻木笠浦 9
139 1908 4 1 博議 仏陀と耶蘇 文学士　常盤大定 11
139 1908 4 1 博議 仏生譚（上） 文学士　堀謙徳 13
139 1908 4 1 博議 天狗の実体 文学士　廣田一乗 16
139 1908 4 1 講話 浄土論講話（第六回） 梅田謙敬 19
139 1908 4 1 講話 四十二章経提要（第四回） 文学士　北村教厳 21
139 1908 4 1 新刊紹介 聖典物語　坂井習学・赤沼智善共著 23
139 1908 4 1 新刊紹介 誠のしるべ　村上専精著 23
139 1908 4 1 新刊紹介 禅機　竹田黙雷著 23
139 1908 4 1 新刊紹介 参禅道話　忽滑谷快天著 23
139 1908 4 1 家庭 仏式結婚の一例 文学士　寶閣善教 24
139 1908 4 1 家庭衛生 腸チブスの話（二） 英健也 27
139 1908 4 1 家庭雑纂 洗濯の心得 29
139 1908 4 1 家庭雑纂 肉類の鑑定 29
139 1908 4 1 家庭雑纂 子供の遊び方と盗み心 29
139 1908 4 1 小説 復活 美智もと子 30
139 1908 4 1 小説 妻に対する夫の要求 33
139 1908 4 1 雑録 走る船 向島了諦 34
139 1908 4 1 雑録 第五回清談会記事 白水 38
139 1908 4 1 雑録 囈語録 幻詩楼 40
139 1908 4 1 雑録 反面史の研究に就て 露堂主人 41
139 1908 4 1 雑録 理想的葬儀 一記者 41
139 1908 4 1 雑録 梅窓酌月　他 小泉椿斎 42
139 1908 4 1 雑録 天眞精舎僦居次天尊詞宗韻 竹亭　東久世通禧 43
139 1908 4 1 雑録 賀竹亭伯移居天尊詞契韻 奏山　土方久元 43
139 1908 4 1 雑録 同 青巒　大内退 43
139 1908 4 1 雑録 同 朝軒　谷謹一郎 43
139 1908 4 1 雑録 花の柩（若き亡従妹を悼みて） 吉村葩人 43
139 1908 4 1 雑録 花ぐもり 朧人 43
139 1908 4 1 雑録 紅梅日和 藤下朎朧 44
139 1908 4 1 雑録 小きがけ 大友月人 44
139 1908 4 1 雑録 虹の橋　他 小野いつくしみ 44
139 1908 4 1 新報 韓国教誨と仏教 45



139 1908 4 1 新報 暴走は基督教者 45
139 1908 4 1 新報 寺院に関する法律制定 45
139 1908 4 1 新報 西派勘定の秘密会 45
139 1908 4 1 新報 西本願寺役員の交迭 45 更迭か
139 1908 4 1 新報 郵便局内の伝道 45
139 1908 4 1 新報 奨学会財団登記 45
139 1908 4 1 新報 佐藤博士の逝去 45
139 1908 4 1 新報 仏教大学の図書館建設 46
139 1908 4 1 新報 貞婦賞を受く 46
139 1908 4 1 新報 田園趣味の中学校 46
139 1908 4 1 新報 天理中学校 46
139 1908 4 1 新報 癌研究会 46
139 1908 4 1 新報 組合教会の統計 46
139 1908 4 1 新報 米国寺院僧侶の数 46
139 1908 4 1 新報 宗祖遠忌紀念伝道 46
139 1908 4 1 新報 地方僧侶の美挙 46
139 1908 4 1 新報 青年会の釈尊降誕会 47
139 1908 4 1 新報 児童教育と紀念伝道 47
139 1908 4 1 新報 島田三郎氏の参禅 47
139 1908 4 1 新報 墓地移転 47
139 1908 4 1 新報 曹洞宗布教団 47
139 1908 4 1 新報 教誨講習会 47
139 1908 4 1 新報 京都大学の遊林会 47
139 1908 4 1 新報 夫人修養会 48
139 1908 4 1 新報 少年伝道の方便策 48
139 1908 4 1 新報 軍隊精神修養会 48
139 1908 4 1 新報 家庭主義女学校創立 48
139 1908 4 1 新報 伊藤公爵家の仏事 48
139 1908 4 1 新報 大阪仏教社 48
139 1908 4 1 新報 豊山派大学校創立 48
139 1908 4 1 個人消息 48 神戸大学所蔵の139号には広告の赤紙と裏表紙が切り取り状態。
140 1908 4 15 本領 信仰の拡張 1
140 1908 4 15 本領 寺院と婦人 3
140 1908 4 15 修養 功名の手と信心の手 前田博士 4
140 1908 4 15 修養 獲信の余瀝（上） 文学士　泉道雄 6
140 1908 4 15 修養 釈尊の人格（下） 妻木笠浦 9
140 1908 4 15 博議 釈尊と仏教 伯爵　大隈重信 12
140 1908 4 15 博議 仏生譚（下） 文学士　堀謙徳 13
140 1908 4 15 博議 真の偉人 岡田治衛武 16
140 1908 4 15 新刊紹介 奥村五百子言行録　手島益雄著 18
140 1908 4 15 新刊紹介 静思録　南条博士著 18
140 1908 4 15 新刊紹介 連座説教　松浦百英著 18
140 1908 4 15 講話 浄土論講話（第七回） 梅田謙敬 19
140 1908 4 15 講話 宗教学概論 文学士　芝田徹心 22
140 1908 4 15 新刊紹介 福間久米吉　福間甲松編 24
140 1908 4 15 新刊紹介 日本国民教育の本義　釈雲照述 24
140 1908 4 15 新刊紹介 活人　第一巻第二号 24
140 1908 4 15 家庭 婚姻と仏教 佐藤巌英 25
140 1908 4 15 家庭 児童と食物 遣元翠渓 28
140 1908 4 15 家庭 伝染病予防（一） 英健也 30
140 1908 4 15 雑録 土屋大佐逝く 梅田千界 33
140 1908 4 15 雑録 走る船（中） 向島了諦 35



140 1908 4 15 雑録 譚海余波 椿斎主人 39
140 1908 4 15 雑録 偶感実話 玄龍生 40
140 1908 4 15 雑録 苦労 伊勢貞丈翁 42
140 1908 4 15 雑録 花がたみ 隴人 43
140 1908 4 15 雑録 花 幻詩摟 43
140 1908 4 15 雑録 横須賀航中作　他 天民　木内柔克 44
140 1908 4 15 雑録 患歯　他 小泉椿斎 44
140 1908 4 15 雑録 遙寄懐信本道兄在于病床　他 菅原三車 44
140 1908 4 15 雑報 有栖川若宮殿下の御薨去 45
140 1908 4 15 雑報 東宮両殿下の御仁徳 45
140 1908 4 15 雑報 仏教青年会の降誕会 45
140 1908 4 15 雑報 名誉の美術家 45
140 1908 4 15 雑報 基督教大学の新設 45
140 1908 4 15 雑報 日本移民減少 45
140 1908 4 15 雑報 西本願寺の会計引継 45
140 1908 4 15 雑報 本願寺派の韓国協会 46
140 1908 4 15 雑報 浄土宗管長代韓国巡教 46
140 1908 4 15 雑報 郵便脚夫伝道の近況 46
140 1908 4 15 雑報 天理教と二十万円 46
140 1908 4 15 雑報 英詩人の禅学研究 46
140 1908 4 15 雑報 井上角五郎氏の守本尊 46
140 1908 4 15 雑報 岡田治衛武氏と善友会 46
140 1908 4 15 雑報 篤志の比丘尼 46
140 1908 4 15 雑報 中央商業学校卒業式 47
140 1908 4 15 雑報 女子文芸学校の卒業式 47
140 1908 4 15 雑報 桜州山人建碑除幕式 47
140 1908 4 15 雑報 十四万円の器械購入 47
140 1908 4 15 雑報 梁川全集出版 47
140 1908 4 15 雑報 慶応義塾の清談会 47
140 1908 4 15 雑報 蕃根翁の報告 47
140 1908 4 15 雑報 新仏教の関西出張 47
140 1908 4 15 雑報 新仏教降誕演説会 47
140 1908 4 15 雑報 伝道会の釈尊降誕会 48
140 1908 4 15 雑報 向上会の降誕会演説 48
140 1908 4 15 雑報 貧民窟布教の近況 48
140 1908 4 15 雑報 浅草別院の宗祖降誕会 48
140 1908 4 15 雑報 真大生の祖蹟巡拝 48
140 1908 4 15 雑報 仏教大学新学期 48
140 1908 4 15 雑報 幕財百十四万円 48
140 1908 4 15 個人消息 48
140 1908 4 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

141 1908 5 1 本領 実業と宗教 1
141 1908 5 1 本領 清国の教育 2
141 1908 5 1 本領 日常道徳の皷吹 3
141 1908 5 1 修養 内より湧出せしめよ 前田博士 4
141 1908 5 1 修養 獲信の余瀝（下） 文学士　泉道雄 6
141 1908 5 1 〔実号経にのたまはく。弥陀の…〕 8
141 1908 5 1 博議 仏は何故に尊きか（一） 文学博士　松本文三郎 9
141 1908 5 1 博議 神道の名義（附たり神州） 大内青巒 11
141 1908 5 1 博議 信仰の復興 文学士　森川智徳 13
141 1908 5 1 博議 仏生譚　附録 文学士　堀謙徳 14
141 1908 5 1 一燈銭（志士の苦心） 17 （ときのこゑ）



141 1908 5 1 歴抄 天地万物は一体なり 島地黙雷 18 （精神界）
141 1908 5 1 歴抄 予が座右の銘 文学博士　　高楠順次郎 18
141 1908 5 1 歴抄 演説の秘訣 大内青巒 18 （青年之友）
141 1908 5 1 歴抄 活人死人 文学博士　谷本富 19 （活人）
141 1908 5 1 歴抄 徳義なき智識は社会を壊乱す 園田孝吉 19 （商界の青年）
141 1908 5 1 歴抄 日本戦勝の源因と仏教 ルービー 20 （仏国ラレビユ誌）
141 1908 5 1 歴抄 犯罪の為に受くる我国財政上の損害 田中太郎 20 （新公論）
141 1908 5 1 講話 浄土論講義（第八回） 梅田謙敬 21
141 1908 5 1 湯船の喩 22 （二宮尊徳翁）
141 1908 5 1 講話 四十二章経提要（第五回） 文学士　北村教厳 23
141 1908 5 1 則るべき美風 24
141 1908 5 1 海外談叢 英国の酒の海 25
141 1908 5 1 海外談叢 ロツクフエルラーと禁酒 25
141 1908 5 1 海外談叢 英国慈善の寄附金 25
141 1908 5 1 海外談叢 幸福なる市民 25
141 1908 5 1 海外談叢 沙翁三百年祭 25
141 1908 5 1 海外談叢 紙造の寺院 25
141 1908 5 1 海外談叢 世界一の大きな花 25
141 1908 5 1 海外談叢 六万個の銅貨 25
141 1908 5 1 海外談叢 七十五年間の巡査 25
141 1908 5 1 海外談叢 百三十歳の鞍匠 25
141 1908 5 1 海外談叢 五万円の犬小屋 25
141 1908 5 1 海外談叢 印字自動複写器 25
141 1908 5 1 海外談叢 殺人者の音楽隊 25
141 1908 5 1 家庭 変らざれ 佐藤巌英 26
141 1908 5 1 家庭 児童と住居（室内装飾の善用） 道元翠渓 28
141 1908 5 1 家庭 伝染病の予防（二） 英健也 30
141 1908 5 1 雑録 走る船（下） 向島了諦 33
141 1908 5 1 雑録 玉耶会の初会 番外生 36
141 1908 5 1 雑録 如是我観 野本陸男 37
141 1908 5 1 雑録 清談会例会 白巌 39
141 1908 5 1 雑録 不時の大雪と一個の社会問題 影法師 40
141 1908 5 1 雑録 滑稽の話 41
141 1908 5 1 雑録 春雨読経　他 前田依雲 42
141 1908 5 1 雑録 送梅田学契帰郷 正堂　東敬治 42
141 1908 5 1 雑録 次正堂東詞兄之玉韻謝其厚志 梅田千界 42
141 1908 5 1 雑録 次千界老兄留別之韻 桜井楓堂 42
141 1908 5 1 雑録 送千界法契帰石州 含潤道人 42
141 1908 5 1 雑録 お彼岸 中野紫葉 42
141 1908 5 1 雑録 宿命 紫夢龍 43
141 1908 5 1 雑録 人我の城　他 小野いつくしみ 43
141 1908 5 1 雑録 紅鳥 藤下のぼる 44
141 1908 5 1 雑録 朧月 朝倉寿人 44
141 1908 5 1 雑録 花 幻詩摟 44
141 1908 5 1 雑録 月が瀬 山崎遊雀 44
141 1908 5 1 雑録 嫩草 菅原魯水 44
141 1908 5 1 新報 皇孫殿下の学習院御入学 45
141 1908 5 1 新報 木綿紋附の宮様 45
141 1908 5 1 新報 英雄の涙 45
141 1908 5 1 新報 西派法要の布教総班 45
141 1908 5 1 新報 麻布三聯隊の精神修養 45
141 1908 5 1 新報 仏教婦人会と其事業 45



141 1908 5 1 新報 奥羽六県聯合仏教大会 46
141 1908 5 1 新報 浄土宗の宗教大学 46
141 1908 5 1 新報 工場布教会の発会 46
141 1908 5 1 新報 龍谷会の事業 46
141 1908 5 1 新報 警官の今蓮生坊 47
141 1908 5 1 新報 仏学精通の女学生 47
141 1908 5 1 新報 四恩瓜生会の開堂式 47
141 1908 5 1 新報 福田会総会 47
141 1908 5 1 新報 親子三人の手に成る女学校 47
141 1908 5 1 新報 沖縄仏教同志会 48
141 1908 5 1 新報 南満の僧侶優待 48
141 1908 5 1 新報 西有穆山師米寿賀筵 48
141 1908 5 1 個人消息 48
141 1908 5 1 新着紹介 仏説無量寿経仏説阿弥陀経梵文和訳　南条文雄著 48
141 1908 5 1 新着紹介 道光　第一年第一号 48
141 1908 5 1 広告 49 以下巻末（49～54ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

142 1908 5 15 本領 国民の長所短所 1
142 1908 5 15 本領 松島艦の喪失 3
142 1908 5 15 本領 表裏なき指導 3
142 1908 5 15 修養 精神の鏡 前田博士 4
142 1908 5 15 修養 追孝美談 島地黙雷 6
142 1908 5 15 修養 法悦　三 菅瀬芳英 7
142 1908 5 15 苦痛と解脱 10 （網島梁川）
142 1908 5 15 〔形式は殺す、而も精神は…〕 10 （コリンスイアンス）
142 1908 5 15 博議 仏は何故に尊ときか（二） 文学博士　松本文三郎 11
142 1908 5 15 博議 自利と利他（上） 文学士　北村教厳 13
142 1908 5 15 博議 自然主義と信仰問題 掬月畦花 16
142 1908 5 15 新刊紹介 仏教要義と文学　前田慧雲著 19
142 1908 5 15 新刊紹介 宗教と帝国教育　渋谷光雄著 19
142 1908 5 15 新刊紹介 他力義と禅味　浜口恵璋著 19
142 1908 5 15 新刊紹介 見真大師　法蔵記念号 19
142 1908 5 15 講話 浄土論講話（第九回） 梅田謙敬 20
142 1908 5 15 講話 宗教学概論 文学士　芝田徹心 21
142 1908 5 15 歴抄 三年間の辛棒 故　島田蕃根翁 24 （新公論）
142 1908 5 15 歴抄 受けた恩義を忘れるな 新渡戸博士 24 （実業の日本）
142 1908 5 15 歴抄 信と成功 近角常観 25 （求道）
142 1908 5 15 歴抄 心の賊 文学博士　井上円了 26
142 1908 5 15 歴抄 殺生戒と経済の原理 河上肇 26 （産業組合）
142 1908 5 15 歴抄 唯一人の力 飯坂王山 27 （通俗仏教）
142 1908 5 15 歴抄 美的寺院 晴峰 27 （東北教報）
142 1908 5 15 家庭 家庭と教育 文学士　泉道雄 28
142 1908 5 15 家庭 児童と音楽 道元翠渓 30
142 1908 5 15 家庭 何でも集 天眼生 32
142 1908 5 15 雑録 静思余録 向島了諦 34
142 1908 5 15 雑録 玉耶会第二回小集 傍聴子 35
142 1908 5 15 雑録 露ちやん 小野いつくしみ 36
142 1908 5 15 雑録 恩愛の涙 黙堂 38
142 1908 5 15 雑録 当世放言 観天子 39
142 1908 5 15 雑録 孟買の二週間　其四 故　清水黙爾 41
142 1908 5 15 雑録 夕野路 畦の花 43
142 1908 5 15 雑録 帆の影 紫夢龍 43
142 1908 5 15 雑録 春日 大友月人 44



142 1908 5 15 雑録 花の香 陽松 44
142 1908 5 15 雑録 山吹 幻詩摟 44
142 1908 5 15 雑録 京の春 古冠子 44
142 1908 5 15 雑録 賞岸田氏庭前桜花　他 小泉椿斎 44
142 1908 5 15 新報 倫敦に於ける万国仏教大会 45
142 1908 5 15 新報 東本願寺の新内局 45
142 1908 5 15 新報 南清布教と清国 45
142 1908 5 15 新報 仏教大学の東北伝道 45
142 1908 5 15 新報 大日本仏教青年会の講演 45
142 1908 5 15 新報 龍谷会の発会式 45
142 1908 5 15 新報 監獄教務研究所発会式 46
142 1908 5 15 新報 市内墓地整理委員会 46
142 1908 5 15 新報 ニコライ大司教の帰国 46
142 1908 5 15 新報 風俗あらため会 46
142 1908 5 15 新報 米国婦人の参禅 46
142 1908 5 15 新報 天涯の一奇僧 46
142 1908 5 15 新報 広島の女中興風会 47
142 1908 5 15 新報 仏教少年団の創立 47
142 1908 5 15 新報 盲人教育会の一週紀念 47
142 1908 5 15 新報 克己献金の成績 47
142 1908 5 15 新報 幽霊研究会 47
142 1908 5 15 新報 青年会館十五年祝会 47
142 1908 5 15 新報 模範的仏教商人 47
142 1908 5 15 新報 関西仏教青年会の降誕会 48
142 1908 5 15 新報 聴法家の破産状態 48
142 1908 5 15 新報 崇徳教社の高等布教 48
142 1908 5 15 新報 高島屋の教風 48
142 1908 5 15 個人消息 48
142 1908 5 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

143 1908 6 1 目次 表紙裏
143 1908 6 1 広告 龍北号 表紙裏 八十余名士の執筆に成れる紀念号　龍北号
143 1908 6 1 本領 都市の膨張に就て 1
143 1908 6 1 本領 比丘尼論 2
143 1908 6 1 本領 女流哲学者の自殺 3
143 1908 6 1 修養 気節の養成 前田博士談 4
143 1908 6 1 修養 法悦　四 菅瀬芳英 6
143 1908 6 1 修養 抜苦與楽 山本康伯 9
143 1908 6 1 自治 在郷軍人義会 佐藤厳英 11
143 1908 6 1 博議 仏は何故に尊きか　三 文学博士　松本文三郎 15
143 1908 6 1 博議 自利々他（下） 文学士　北村教厳 16
143 1908 6 1 博議 時代と親鸞 佐々木翠雲 19
143 1908 6 1 新刊紹介 偉人の言行　伊藤證信・和田龍造等著 21
143 1908 6 1 新刊紹介 精神主義　清澤満之以下四名合著 21
143 1908 6 1 新刊紹介 女性訓　村上専精著 21
143 1908 6 1 新刊紹介 婦人修養訓　曽我是一著 21
143 1908 6 1 新刊紹介 信世界　第一巻第一号 21
143 1908 6 1 講話 浄土論講話（第十回） 梅田謙敬 22
143 1908 6 1 講話 信仰の意義（無断生に答ふ） 畦花生 25
143 1908 6 1 家庭 児童と談話 道元翠渓 26
143 1908 6 1 家庭 誠実 佐藤厳英 28
143 1908 6 1 家庭衛生 伝染病の予防（三） 英健也 30
143 1908 6 1 家庭衛生 握手 隴人 33



143 1908 6 1 雑録 怪妖の研究 白厳 34
143 1908 6 1 雑録 清談会第七回小集 古冠子 36
143 1908 6 1 雑録 無隆師の定慧社 藹々居士 37
143 1908 6 1 雑録 孟買の二週間　其五 故紫風清水黙爾君の日記 38
143 1908 6 1 雑録 水越の墓畔 皐月生 40
143 1908 6 1 雑録 山上御殿の晩餐会 乙骨人 42
143 1908 6 1 雑録 皐月闇 紫夢龍 43
143 1908 6 1 雑録 法喜 小野いつくしみ 43
143 1908 6 1 雑録 大わだつみ 大友月人 43
143 1908 6 1 雑録 微風 金葩人 44
143 1908 6 1 雑録 まぼろし 藤下のぼる 44
143 1908 6 1 雑録 賀服部師昇階披露講会 小笠原大成 44
143 1908 6 1 雑録 同 梅田千界 44
143 1908 6 1 雑録 賀千界道兄帰郷 服部椋陰 44
143 1908 6 1 新報 萬国道徳会議 45
143 1908 6 1 新報 倫理教育の欠点 45
143 1908 6 1 新報 早稲田へ御下賜 45
143 1908 6 1 新報 淑女仏教研究大会 45
143 1908 6 1 新報 舊上野黒門の除幕式 45
143 1908 6 1 新報 東本願寺財産の売却 45
143 1908 6 1 新報 龍谷会発会式の概況 45
143 1908 6 1 新報 龍谷会の宗祖降誕会 46
143 1908 6 1 新報 龍谷会の晩餐会 46
143 1908 6 1 新報 日本一の大建碑 46
143 1908 6 1 新報 モルモン寺院と世界一週会員 46
143 1908 6 1 新報 慈恵会の仏教講話 47
143 1908 6 1 新報 大学へ一千圓 47
143 1908 6 1 新報 西派法王の新別荘 47
143 1908 6 1 新報 ゆかしき記念品 47
143 1908 6 1 新報 令女教会二十週年総会 47
143 1908 6 1 新報 懺悔者の代議士 47
143 1908 6 1 新報 面白き遺書 47
143 1908 6 1 新報 眞宗婦人会総会 48
143 1908 6 1 新報 博士兄弟の帰仏 48
143 1908 6 1 新報 大梵鐘の撞発式 48
143 1908 6 1 個人消息 48 神戸大学所蔵の143号には広告の赤紙と裏表紙が切り取り状態。
144 1908 6 15 本領 世人の仏教観 1
144 1908 6 15 本領 大博覧会と仏教徒 2
144 1908 6 15 本領 婦人教誨師 3
144 1908 6 15 本領 自殺者と殺人について 3
144 1908 6 15 修養 晩飯余話 前田博士 4
144 1908 6 15 修養 入信の感 盛唯信 6
144 1908 6 15 修養 人は一度死せざる可らず 掬月晴臣 8
144 1908 6 15 博議 誤解されたる宗教観 和不染 10
144 1908 6 15 博議 仏教史蹟地理（第五回） 文学士　堀謙徳 13
144 1908 6 15 博議 真宗の名義 浜口翠村 15
144 1908 6 15 法悦 16 （網島梁川）
144 1908 6 15 歴抄 宗教と快楽 子爵　渡辺国武 17 （道）
144 1908 6 15 歴抄 見識を高める法 飯坂王山 17 （通俗仏教）
144 1908 6 15 歴抄 自殺の原因と其予防 文学博士　遠藤隆吉 17
144 1908 6 15 歴抄 児童教育十二個条 文学博士　中島力造 18 （弘道）
144 1908 6 15 歴抄 個人伝道の必要 良山 18 （基督教週報）



144 1908 6 15 歴抄 日本人が学ぶべき欧米の美風 文学士　秦敏之 19 （修身）
144 1908 6 15 歴抄 妻の選択法 村井弦斎 19 （婦人世界）
144 1908 6 15 講話 四十二章経提要 文学士　北村教厳 20
144 1908 6 15 講話 浄土論講話（第十一回） 梅田謙敬 22
144 1908 6 15 講話 信仰の意義（前号の続き） 畦花生 24
144 1908 6 15 学問上から宗教を見るの見当違ひ 法学博士　新渡戸稲造 25
144 1908 6 15 家庭 誠実（前号に続く） 佐藤巌英 26
144 1908 6 15 家庭 母への訓誡 文学士　泉道雄 29
144 1908 6 15 小説 大草君 千代麿 31
144 1908 6 15 雑録 宗教家の文章に就て 松原至文 34
144 1908 6 15 雑録 大内居士の注意に就いて 梅田千界 36
144 1908 6 15 雑録 孟買の二週間　其六 故　清水黙爾 38
144 1908 6 15 雑録 当世放言 観天子 40
144 1908 6 15 雑録 六日会の記 礫川生 42
144 1908 6 15 雑録 金魚売 翠渓 43
144 1908 6 15 雑録 聖火凡火 隴人 43
144 1908 6 15 雑録 むぎ秋 陽松 43
144 1908 6 15 雑録 題画　他 前田含潤 44
144 1908 6 15 雑録 呈大内青巒居士 妻木薫園 44
144 1908 6 15 雑録 芒種節夢訪薫園師座有研泉師劇談移時悲歓交至醒後綴作詩以

贈
山口仏石 44

144 1908 6 15 雑録 示秋芳前田老兄　他 小泉椿斎 44
144 1908 6 15 雑録 読愚庵遺稿　他 桐山高痴 44
144 1908 6 15 新報 寺院合併の趨勢 45
144 1908 6 15 新報 癈兵院の移転 45
144 1908 6 15 新報 無村税の町村 45
144 1908 6 15 新報 女教誨師任用 45
144 1908 6 15 新報 博士の失言と基督の沸騰 45
144 1908 6 15 新報 三井慈善病院 45
144 1908 6 15 新報 門跡寺と家政 45
144 1908 6 15 新報 感化院設立の準備 45
144 1908 6 15 新報 北京の宗祖降誕会 46
144 1908 6 15 新報 趣味ある講演会 46
144 1908 6 15 新報 平井氏の幽霊研究 46
144 1908 6 15 新報 木辺法主の勉学 46
144 1908 6 15 新報 元良博士の仏書研究 47
144 1908 6 15 新報 郵便局内の仏教伝道 47
144 1908 6 15 新報 救世軍の近状 47
144 1908 6 15 新報 清国僧侶の来朝 47
144 1908 6 15 新報 孔子教会 47
144 1908 6 15 新報 高野山の夏期講習会 47
144 1908 6 15 新報 南都仏教会 47
144 1908 6 15 新報 犯罪と宗教 47
144 1908 6 15 新報 樺太各宗教の現況 47
144 1908 6 15 新報 三田仏教会の近況 47
144 1908 6 15 新報 仏国宣教師の日蓮宗研究 48
144 1908 6 15 新報 守屋学士と日蓮宗 48
144 1908 6 15 新報 親不孝の天罰蛇につかる 48
144 1908 6 15 個人消息 48
144 1908 6 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

145 1908 7 1 本領 孔子教会と報徳会 1
145 1908 7 1 本領 修養の一法 2



145 1908 7 1 本領 救世教祖逝く 3
145 1908 7 1 本領 万国倫理道徳会議 3
145 1908 7 1 修養 晩飯余話（第二） 前田博士 4
145 1908 7 1 修養 母を憶ふ（附、木原松桂の孝心） 菅瀬芳英 6
145 1908 7 1 修養 求道者の不審に答ふ 加藤哲勝 9
145 1908 7 1 機法一体 11 （多田鼎）
145 1908 7 1 自治 在郷軍人と農業（上） 佐藤巌英 12
145 1908 7 1 海外談叢 独帝の寄贈書 14
145 1908 7 1 海外談叢 ルーマニアの女囚 14
145 1908 7 1 海外談叢 弾丸除の鎧 14
145 1908 7 1 海外談叢 紙の弾丸 14
145 1908 7 1 海外談叢 救世軍の専有業 14
145 1908 7 1 海外談叢 花の停車場 14
145 1908 7 1 海外談叢 横臥の利益 14
145 1908 7 1 博議 常識の解 文学士　北村教厳 15
145 1908 7 1 博議 孔夫子の道 文学士　朝倉暁瑞 17
145 1908 7 1 博議 仏教史蹟地理（第六回） 文学士　堀謙徳 19
145 1908 7 1 講話 浄土論講話（第十四回） 梅田謙敬 23
145 1908 7 1 講話 宗教学概論 文学士　芝田徹心 25
145 1908 7 1 講話 経験上の信仰 27 （ときのこゑ）
145 1908 7 1 家庭 母の心得　其二 文学士　泉道雄 28
145 1908 7 1 家庭 児童の教育 道元翠渓 30
145 1908 7 1 家庭 衛生上水の良否（一） 英健也 32
145 1908 7 1 雑録 活動の時機 畦花生 35
145 1908 7 1 雑録 第八会　清談会の記 白水 36
145 1908 7 1 雑録 台湾雑観 東大恵 38
145 1908 7 1 雑録 玉耶会第三回小集 古冠子 39
145 1908 7 1 雑録 随感随録ー女中問題 XY生 41
145 1908 7 1 雑録 温泉日記 至文生 42
145 1908 7 1 雑録 雨催詩龕小集分韵　他 山口仏石 43
145 1908 7 1 雑録 巡錫雑吟　他 天遊　鈴木法琛 43
145 1908 7 1 雑録 春尽寄人　他 酒井幹 43
145 1908 7 1 雑録 山上の湖 畦の花守 44
145 1908 7 1 雑録 離愁 隴人 44
145 1908 7 1 雑録 昨夜 和不染 44
145 1908 7 1 新報 感化事業の奨励 45
145 1908 7 1 新報 万国宗教歴史会議 45
145 1908 7 1 新報 万国道徳会議の内容 45
145 1908 7 1 新報 韓国統治の今後 45
145 1908 7 1 新報 郵便脚夫伝道の発展 45
145 1908 7 1 新報 僧俗一致の活動 45
145 1908 7 1 新報 岩崎家の寺院建立 46
145 1908 7 1 新報 松山の露国礼拝堂 46
145 1908 7 1 新報 本願寺の新聞記者追弔会 46
145 1908 7 1 新報 名古屋の不敬事件 46
145 1908 7 1 新報 西派内局の更迭 46
145 1908 7 1 新報 奈良大仏殿と米人 46
145 1908 7 1 新報 屯田伝道拡張方法 46
145 1908 7 1 新報 仏教徒の印刷営業 46
145 1908 7 1 新報 希臘正教の大会 47
145 1908 7 1 新報 基督教青年会の発展計画 47
145 1908 7 1 新報 宣教師会の決議 47



145 1908 7 1 新報 宗教家の手に成る小学校 47
145 1908 7 1 新報 山口師範学校の教風 47
145 1908 7 1 新報 神儒仏三道の中学校 47
145 1908 7 1 新報 仏教青年会夏期講習会 47
145 1908 7 1 新報 青年会の活動 47
145 1908 7 1 新報 総持寺再建工事の進況 48
145 1908 7 1 新報 基督教の自給独立問題 48
145 1908 7 1 新報 大博覧会と寺院の立退 48
145 1908 7 1 新報 大道長安師寂す 48
145 1908 7 1 個人消息 48
145 1908 7 1 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

146 1908 7 15 本領 伝道法の過去現在 1
146 1908 7 15 本領 日本仏教と婦人 2
146 1908 7 15 本領 遺憾限りなし 3
146 1908 7 15 本領 他山の石 3
146 1908 7 15 修養 青年の修養 前田博士 4
146 1908 7 15 修養 母を憶ふ（第二） 菅瀬芳英 6
146 1908 7 15 修養 満足者の不平 池田荒北 8
146 1908 7 15 修養 信の力 楓樹陰士 11
146 1908 7 15 自治 在郷軍人と農業（下） 佐藤巌英 12
146 1908 7 15 自治 列国衰亡の共通源因 倉知鉄吉 14
146 1908 7 15 博議 自殺に就て 島地大等 15
146 1908 7 15 罪悪の根本 16 （涅槃経）
146 1908 7 15 博議 常識の解　二 文学士　北村教厳 17
146 1908 7 15 博議 研究と信仰 舟橋水哉 19
146 1908 7 15 博議 仏説の始中終 文学士　堀謙徳 21
146 1908 7 15 講話 浄土論講話（第十三回） 梅田謙敬 22
146 1908 7 15 講話 宗教学概論 文学士　芝田徹心 23
146 1908 7 15 海外談叢 六千年前の肉塊 25
146 1908 7 15 海外談叢 二百五十万円を得たる男 25
146 1908 7 15 海外談叢 世界最大の運河 25
146 1908 7 15 海外談叢 最大の時計 25
146 1908 7 15 海外談叢 可驚暗算の名人 25
146 1908 7 15 海外談叢 酒樽にて造りたる旅館 25
146 1908 7 15 家庭 家庭漫録 文学士　和田香苗 26
146 1908 7 15 家庭 家庭と学校 道元翠渓 27
146 1908 7 15 家庭雑纂 神経衰弱の原因と療法 30 （狩野謙吾、衛生新報）
146 1908 7 15 家庭雑纂 ブース大将の長命法 30
146 1908 7 15 家庭雑纂 蚤を駆逐する方法 30 （動物学雑誌）
146 1908 7 15 小説 浮草 夢の人 31
146 1908 7 15 雑録 放言 和不染 34
146 1908 7 15 雑録 玉耶会第四回小集 古冠子 35
146 1908 7 15 雑録 蓮の花 翠渓 37
146 1908 7 15 雑録 温泉津紀行 陽松生 38
146 1908 7 15 雑録 妖怪の研究 畦花生 40
146 1908 7 15 雑録 犬をいためる長歌 42
146 1908 7 15 雑録 宗教とは何ぞや 42 （新渡戸博士）
146 1908 7 15 雑録 賀朝技不朽君帰朝 服部椋陰 43
146 1908 7 15 雑録 同　他 梅田千界 43
146 1908 7 15 雑録 六月三十日会呑景摟分韻得除字　他 佐々木伴山 43
146 1908 7 15 雑録 樹陰烹茶　他 桐山高痴 43
146 1908 7 15 雑録 梅雨 佐々木雷震 43



146 1908 7 15 雑録 かなしみ 藤下朎朧 43
146 1908 7 15 雑録 湿り気　他 畦の花守 44
146 1908 7 15 雑録 葮戸 葩人 44
146 1908 7 15 雑録 白蛇 隴人 44
146 1908 7 15 新報 感化院予算要求額 45
146 1908 7 15 新報 支那開教視察 45
146 1908 7 15 新報 心理学研究の勃興 45
146 1908 7 15 新報 私立大学数四十二 45
146 1908 7 15 新報 司法省の教誨師待遇 45
146 1908 7 15 新報 大統領の書信 45
146 1908 7 15 新報 女教誨師の養成 45
146 1908 7 15 新報 東本願寺の法物売却 45
146 1908 7 15 新報 宗教界の注意教 45
146 1908 7 15 新報 関西仏教叡山夏期講習会 46
146 1908 7 15 新報 学界の一美談 46
146 1908 7 15 新報 ニコライ氏の後任 46
146 1908 7 15 新報 郵便脚夫伝道の拡張 46
146 1908 7 15 新報 石川素童師の日常 46
146 1908 7 15 新報 故人記者の追弔 46
146 1908 7 15 新報 愛知医学校の布教講話 46
146 1908 7 15 新報 咽喉の蛇は事実 46
146 1908 7 15 新報 国恩箱と仏恩箱 47
146 1908 7 15 新報 喜捨金三千万円 47
146 1908 7 15 新報 一千円の賽銭 47
146 1908 7 15 新報 海禅寺の禅僧相撲 47
146 1908 7 15 新報 本国寺貫首の巡教 47
146 1908 7 15 新報 米商の寺院建立 47
146 1908 7 15 新報 図書館設置の計画 47
146 1908 7 15 新報 古義真言布教大会 47
146 1908 7 15 新報 大連別院起工式 47
146 1908 7 15 新報 典獄会議と法会 47
146 1908 7 15 新報 神戸仏教夏季講習会 47
146 1908 7 15 新報 巡回図書館 48
146 1908 7 15 新報 憲兵司令部の講演会 48
146 1908 7 15 新報 漢口の教況 48
146 1908 7 15 新報 発明な小児 48
146 1908 7 15 新報 孤児教養所の設立 48
146 1908 7 15 新報 村治と宗教家 48
146 1908 7 15 新報 奇妙なる家族関係 48
146 1908 7 15 個人消息 48
146 1908 7 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

147 1908 8 1 本領 仏教徒と品性 1
147 1908 8 1 本領 支那布教に就て 2
147 1908 8 1 本領 夏期講習会 3
147 1908 8 1 本領 避暑法 3
147 1908 8 1 修養 知恩報徳 前田博士 4
147 1908 8 1 修養 青年の信仰に就て 文学士　北村教厳 6
147 1908 8 1 修養 報身仏を慕ふ 向島了諦 8
147 1908 8 1 修養 己が懺悔 高畑邦雄 10
147 1908 8 1 修養 当惑の予防 苅屋哲公 11 （信仰界）
147 1908 8 1 博議 禅学と王陽明（一） 忽滑谷快天 12
147 1908 8 1 博議 自殺に就て 島地大等 14



147 1908 8 1 博議 仏教史蹟地理（第七回） 文学士　堀謙徳 16
147 1908 8 1 歴抄 宗教的団結の必要 20 （アウトルツク誌）
147 1908 8 1 歴抄 精神上の城壁 文学博士　福来友吉 20 （東西南北）
147 1908 8 1 歴抄 余が処世上の安心法 小野金六 21 （実業の日本）
147 1908 8 1 歴抄 唯仰て信ずべし 中野隆元 21 （青年伝道）
147 1908 8 1 歴抄 平等観念の欠乏 岸本能武太 22 （成民）
147 1908 8 1 歴抄 女子教育の方針 三輪田真佐子 22 （成蹊）
147 1908 8 1 歴抄 禁酒の本家本元 片山博士
147 1908 8 1 講話 信仰と人生（一） 文学士　近角常観 23
147 1908 8 1 講話 浄土論講話（第十四回） 梅田謙敬 25
147 1908 8 1 新刊紹介 迷想的宇宙観　加藤弘之著 28
147 1908 8 1 新刊紹介 禅の要術　神谷篤倫著 28
147 1908 8 1 新刊紹介 国木田独歩　新潮臨時号（九ノ一） 28
147 1908 8 1 新刊紹介 時代公論　　改顕号（二ノ一） 28
147 1908 8 1 家庭 孝道と亡父母（盂蘭盆の由来） 佐藤巌英 29
147 1908 8 1 家庭 衛生上水の良否（二） 英健也 33
147 1908 8 1 現前の一念 34 （多田鼎）
147 1908 8 1 雑録 念仏者と活気 森山蓮馨 35
147 1908 8 1 雑録 病床の慰籍（道友の書簡数通） 菅瀬芳英 36
147 1908 8 1 雑録 亡友天来 梅原隴人 38
147 1908 8 1 雑録 第九回清談会記事 白水 40
147 1908 8 1 雑録 法悦 佐治実然 41
147 1908 8 1 雑録 夏十句 幻詩摟 42
147 1908 8 1 雑録 理想の宗教 42 （網島梁川）
147 1908 8 1 雑録 百合の龕 病隴人 43
147 1908 8 1 雑録 懺悔 和不染 43
147 1908 8 1 雑録 わがこゝろ 翠渓 43
147 1908 8 1 雑録 夕立 大和　白鷗　他 43
147 1908 8 1 雑録 宿芳山　他 前田含潤 44
147 1908 8 1 雑録 ゝゝゝ四月二十六日遊雲州　他 服部椋陰 44
147 1908 8 1 雑録 悲亡児 佐々木雷震 44
147 1908 8 1 新報 仏典欧訳の事業 45
147 1908 8 1 新報 統一的世界教 45
147 1908 8 1 新報 米国教会の決議案 45
147 1908 8 1 新報 浅草仏教青年研究会 45
147 1908 8 1 新報 沖縄の宗教事情 45
147 1908 8 1 新報 蒙古の天狗 45
147 1908 8 1 新報 上宮教会の認可 46
147 1908 8 1 新報 鬼権と基督教婦人 46
147 1908 8 1 新報 停車場車夫と天理教 46
147 1908 8 1 新報 大森府知事と子守学校 46
147 1908 8 1 新報 韓国の基督教 46
147 1908 8 1 新報 龍谷会の活動 46
147 1908 8 1 新報 宗教大学工事竣成 46
147 1908 8 1 新報 迷信の東京 47
147 1908 8 1 新報 仏教主義新聞発行の計画 47
147 1908 8 1 新報 世界教の主唱 47
147 1908 8 1 新報 福岡大学の講習会 47
147 1908 8 1 新報 徳山女学校の慈善市 47
147 1908 8 1 新報 神妙なる尼僧 47
147 1908 8 1 新報 伝法院のお伽会 47
147 1908 8 1 新報 臨済禅最高齢の徳僧 47



147 1908 8 1 新報 大阪の特殊布教 47
147 1908 8 1 新報 本派会衆改選の結果 48
147 1908 8 1 新報 六角堂の新築 48
147 1908 8 1 新報 開府紀念仏教会組織 48
147 1908 8 1 新報 大青夏期講習会 48
147 1908 8 1 個人消息 48
147 1908 8 1 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

148 1908 8 15 本領 虎関禅師 1
148 1908 8 15 本領 軍人と僧侶 2
148 1908 8 15 本領 厭世と自殺 3
148 1908 8 15 修養 香処余談 前田博士 4
148 1908 8 15 修養 己に克つ力 加藤咄堂 6
148 1908 8 15 修養 和讃一首 妻木笠浦 7
148 1908 8 15 修養 血気の二青年 長沢則彦 8
148 1908 8 15 〔諸の衆生を視る事猶ほ…〕 9
148 1908 8 15 博議 禅学と王陽明（二） 忽滑谷快天 10
148 1908 8 15 博議 『研究と信仰』に就て 是山得念 12
148 1908 8 15 博議 仏教史蹟地理（第八回） 文学士　堀謙徳 14
148 1908 8 15 講話 信仰と人生（二） 文学士　近角常観 18
148 1908 8 15 講話 是心是仏 文学士　北村教厳 21
148 1908 8 15 家庭 長寿の極意 白閑道人 24
148 1908 8 15 家庭 衛生上水の良否（三） 英健也 25
148 1908 8 15 〔寧ろ道を守りて貧賤に…〕 27
148 1908 8 15 家庭 遺伝の力と人間の道徳的発達 東京医科大学　林光遠 28
148 1908 8 15 家庭 家庭抄録 古冠生 29
148 1908 8 15 小説 罪の子 紫夢龍 32
148 1908 8 15 雑録 覚悟ある臨終（故渡辺懋君の郷里を訪ふ） 池田荒北 35
148 1908 8 15 雑録 病床の慰籍（道友の書簡数通） 菅瀬芳英 37
148 1908 8 15 雑録 〔信は衆徳の根本なり。〕 38 （梵網経）
148 1908 8 15 新刊紹介 解説批評　倫理学原論　中島徳蔵著 38
148 1908 8 15 新刊紹介 心の研究　加藤咄堂著 38
148 1908 8 15 雑録 亡友天来　下 梅原隴人 39
148 1908 8 15 雑録 筧滴集 竹花生 40
148 1908 8 15 雑録 青すだれ 越中　落葉紅人　他 42
148 1908 8 15 雑録 病む朝 隴人 43
148 1908 8 15 雑録 水さび沼 渓石 43
148 1908 8 15 雑録 赤き痣 藤下朎朧 44
148 1908 8 15 雑録 五閨怨 桜所　干河岸貫一 44
148 1908 8 15 雑録 偶成　他 小泉椿斎 44
148 1908 8 15 雑録 本多忠勝　他 佐々木独歩 44
148 1908 8 15 新報 宗教法案の提出に付て 45
148 1908 8 15 新報 愈よ中学校改造 45
148 1908 8 15 新報 論功行賞と仏教徒 45
148 1908 8 15 新報 英国宗教史会議 45
148 1908 8 15 新報 第一回万国道徳会議 45
148 1908 8 15 新報 倫敦の宗教博覧会 46
148 1908 8 15 新報 魔術撲滅議案 46
148 1908 8 15 新報 東京煩悶引受所 46
148 1908 8 15 新報 東六の暗潮 46
148 1908 8 15 新報 関東別院敷地危機 46
148 1908 8 15 新報 感化院の設備 47
148 1908 8 15 新報 福井感化事業 47



148 1908 8 15 新報 東宮殿下京都行啓 47
148 1908 8 15 新報 真宗大字彙編纂現況 47
148 1908 8 15 新報 竹田宮と台湾神社 47
148 1908 8 15 新報 清韓布教組織亦変更 47
148 1908 8 15 新報 印度の日本婦人招聘説 47
148 1908 8 15 新報 申年と豊凶 48
148 1908 8 15 新報 千住円通寺の由来 48
148 1908 8 15 新報 木乃伊発見 48
148 1908 8 15 新報 銀行集会所の例会 48
148 1908 8 15 新報 熊本県の真宗集会選挙 48
148 1908 8 15 個人消息 48
148 1908 8 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

149 1908 9 1 本領 三種の生活 1
149 1908 9 1 本領 虫聲涼味 2
149 1908 9 1 本領 独り喜ぶの道 3
149 1908 9 1 修養 香処余談（二） 前田博士 4
149 1908 9 1 修養 信の友 楓樹陰士 6
149 1908 9 1 修養 修養小話 森山曳尾 8
149 1908 9 1 歴抄 実業と宗教 河瀬秀治 9 （蚕業新報）
149 1908 9 1 歴抄 余が金銭に対する主義 渋沢栄一 9 （実業の世界）
149 1908 9 1 歴抄 広島富豪　八田家の家憲 9
149 1908 9 1 博議 肉食論 文学士　堀謙徳 10
149 1908 9 1 博議 時代と宗教 高島平三郎 13
149 1908 9 1 博議 禅学と王陽明（三） 忽滑谷快天 15
149 1908 9 1 講話 是心是仏（二） 文学士　北村教厳 19
149 1908 9 1 講話 浄土論講話（第十五回） 梅田謙敬 23
149 1908 9 1 新刊紹介 最新法医学講義　片山国嘉著 26
149 1908 9 1 新刊紹介 人生の行路　村上専精著 26
149 1908 9 1 新刊紹介 東西南北　（三ノ三） 26
149 1908 9 1 新刊紹介 正信念仏偈　京都求道会編纂 26
149 1908 9 1 新刊紹介 讃仏歌　　同会編纂 26
149 1908 9 1 家庭 母 梅原隴圃 27
149 1908 9 1 家庭 神経療用としての転地 英健也 29
149 1908 9 1 家庭 家庭衛生抄録 英健也 31
149 1908 9 1 小説 罪の子 紫夢龍 32
149 1908 9 1 初秋 萩堂露人 34
149 1908 9 1 雑録 宗教的詩歌 畦花生 35
149 1908 9 1 雑録 羽畔の一日 土谷剱嶺 37
149 1908 9 1 雑録 萩 萩堂露人 38
149 1908 9 1 雑録 旅の子より 白絃郎 39
149 1908 9 1 雑録 小夏五品 掬月陸奥雄 40
149 1908 9 1 雑録 叢談 41
149 1908 9 1 雑録 歌枕 隴人 42
149 1908 9 1 雑録 蓮の花 金葩人 42
149 1908 9 1 雑録 つまづき 朎朧 42
149 1908 9 1 雑録 無疑庵漫吟 日野麦園 43
149 1908 9 1 雑録 洞春寺夏暁　他 釈宗演 43
149 1908 9 1 雑録 悼泉知勢子　他 小泉椿斎 43
149 1908 9 1 雑録 鳳石上人曽寄自画蘭却呈一絶対謝併乞正 松本耕道 43
149 1908 9 1 雑録 涼風 本郷　露萩　他 44
149 1908 9 1 雑録 銷夏漫吟 有馬臥松 44
149 1908 9 1 新報 大博覧会延期の風説 45



149 1908 9 1 新報 釈尊像分与の交渉 45
149 1908 9 1 新報 神社合併の近状 45
149 1908 9 1 新報 露国の宗教教育 45
149 1908 9 1 新報 福州の僧侶生活 45
149 1908 9 1 新報 私立国民会議 45
149 1908 9 1 新報 国立感化院 45
149 1908 9 1 新報 米国鉄道布教隊 45
149 1908 9 1 新報 基教牧師の暗流 46
149 1908 9 1 新報 西派共保財団 46
149 1908 9 1 新報 盲人教育学校 46
149 1908 9 1 新報 宣教師の芸妓排斥 46
149 1908 9 1 新報 日宗の巡査布教 46
149 1908 9 1 新報 福井県の寄附金取締 46
149 1908 9 1 新報 布教会館設計 46
149 1908 9 1 新報 寺内陸相と護国塔 46
149 1908 9 1 新報 京浜電鉄と修養会 46
149 1908 9 1 新報 三厘積で社殿成る 46
149 1908 9 1 新報 高野の山常設博物館 47
149 1908 9 1 新報 京都の郵便脚夫伝道 47
149 1908 9 1 新報 仏教徒の嘆聲 47
149 1908 9 1 新報 清六翁の再来 47
149 1908 9 1 新報 鷺森別院会館 47
149 1908 9 1 新報 早稲田大学教友会 47
149 1908 9 1 新報 仏教大学図書館 47
149 1908 9 1 新報 山本貫通師の寄附 47
149 1908 9 1 新報 僧侶の受賞 47
149 1908 9 1 新報 地方教化の僧侶 48
149 1908 9 1 新報 日宗中央教会堂建設 48
149 1908 9 1 新報 金盃拝受の僧侶 48
149 1908 9 1 新報 高田派別院の革新 48
149 1908 9 1 新報 子供の夏期講習会 48
149 1908 9 1 個人消息 48
149 1908 9 1 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

150 1908 9 15 本領 真の独立自尊 1
150 1908 9 15 本領 感化事業講習会 2
150 1908 9 15 本領 積極的方針 3
150 1908 9 15 本領 善行美譚 3
150 1908 9 15 修養 徹底したる修養 前田博士 4
150 1908 9 15 修養 染香録　上 向島了諦 6
150 1908 9 15 修養 現在の六道輪廻 森山蓮馨 9
150 1908 9 15 修養 躬行実践の会合 花田仲之助 10
150 1908 9 15 博議 仏伝の頻婆娑羅王　一 文学士　堀謙徳 11
150 1908 9 15 博議 倫理と陽明学 亀谷天尊 14
150 1908 9 15 歴抄 武勇と文勇 鎌田栄吉 17 （慶応義塾学報）
150 1908 9 15 歴抄 人格は下駄に在り 中野鶯州 17 （青年伝道）
150 1908 9 15 歴抄 養生の秘訣 足立栗園 18 （通俗仏教）
150 1908 9 15 歴抄 青年の生活問題 文学博士　中島力蔵 19 （新人）
150 1908 9 15 歴抄 余の土百姓生活 小野禿山 19 （時代宗教）
150 1908 9 15 歴抄 食事から受くる教訓 19 （婦人之友）
150 1908 9 15 講話 是心是仏（第三回） 文学士　北村教厳 20
150 1908 9 15 海外談叢 六十二階の高屋 24
150 1908 9 15 海外談叢 一時間半の喝采 24



150 1908 9 15 海外談叢 電話で説教 24
150 1908 9 15 海外談叢 年俸参拾円の大統領 24
150 1908 9 15 海外談叢 四万円の帳 24
150 1908 9 15 海外談叢 馥郁たる市街 24
150 1908 9 15 海外談叢 養母の競売 24
150 1908 9 15 海外談叢 妻は半額の鉄道 24
150 1908 9 15 海外談叢 瑞西の婦人旅館 24
150 1908 9 15 海外談叢 料理に音楽 24
150 1908 9 15 海外談叢 二千哩の競馬競走 24
150 1908 9 15 家庭 母　下 梅原隴圃 25
150 1908 9 15 家庭 遺伝の力と道徳的発達（二） 林光遠 26
150 1908 9 15 家庭 食傷、食あたり及び之が予防法 英健也 28
150 1908 9 15 家庭 心の遺伝と体の遺伝 村井弦斎 30 （婦人世界）
150 1908 9 15 家庭 食卓七箇条 30
150 1908 9 15 小説 光子 美知もと子 31
150 1908 9 15 雑録 欧州巡遊記（其一） 文学士　堀謙徳 35
150 1908 9 15 雑録 前田博士の来遊　上 千界漫録 36
150 1908 9 15 雑録 秋窓漫語 萩堂露人 38
150 1908 9 15 雑録 六日会の記 礫川生 40
150 1908 9 15 雑録 長寿者の骨相 41 （遠山博士談）
150 1908 9 15 雑録 新詩五篇 畦の花守 42
150 1908 9 15 雑録 火の銅鑼 隴人 43
150 1908 9 15 雑録 初嵐 岐阜　尾関春潮　他 44
150 1908 9 15 雑録 賀桐山漁陽偶得所失之神武帝尊像　他 小泉椿斎 44
150 1908 9 15 新報 仏徒の社会事業 45
150 1908 9 15 新報 西派護持会近況 45
150 1908 9 15 新報 救世軍寄宿舎 45
150 1908 9 15 新報 昌巌和尚と犬猫 45
150 1908 9 15 新報 軍人倶楽部の設立 45
150 1908 9 15 新報 基督教の日本伝道難 45
150 1908 9 15 新報 女教誨師講習所 45
150 1908 9 15 新報 新法主裏方巡回 46
150 1908 9 15 新報 神学部へ仏教科設置 46
150 1908 9 15 新報 宗教大学移転開校式 46
150 1908 9 15 新報 本派本願寺の檀信徒 46
150 1908 9 15 新報 曹洞宗の満洲開教 46
150 1908 9 15 新報 喇嘛と西本願寺の協約 46
150 1908 9 15 新報 早稲田大学教友会 46
150 1908 9 15 新報 役員不更迭と法主の親示 46
150 1908 9 15 新報 真言古義布教大会 46
150 1908 9 15 新報 大阪仏教有志懇話会 46
150 1908 9 15 新報 仏教信徒の孝女 47
150 1908 9 15 新報 孝女股を裂く 47
150 1908 9 15 新報 堀氏の歓迎会 47
150 1908 9 15 新報 無組織の団体 47
150 1908 9 15 新報 観音と不動の勢力 47
150 1908 9 15 新報 結婚と離婚 48
150 1908 9 15 新報 盲唖学校入仏式 48
150 1908 9 15 新報 商工徒弟講話 48
150 1908 9 15 新報 坦懐なる異教主任 48
150 1908 9 15 新報 金盃下賜の慈善婆さん 48
150 1908 9 15 新報 備後の仏教徒大会 48



150 1908 9 15 個人消息 48
150 1908 9 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

151 1908 10 1 本領 宗教的常識の欠乏（特に新聞雑誌記者並に家長諸君の精読を
煩はす）

1

151 1908 10 1 修養 心の独立 前田博士 4
151 1908 10 1 修養 染香録　下 羽渓了諦 5
151 1908 10 1 修養 香風日記　其一 菅瀬芳英 8
151 1908 10 1 歴抄 宗教と大望心 文学博士　元良勇次郎 10 （新人）
151 1908 10 1 歴抄 生きたる仏法 中井玄道 11 （仏の教）
151 1908 10 1 歴抄 精神的信用 飯坂王山 11 （通俗仏教）
151 1908 10 1 自治 今日の処世指針 佐藤巌英 12
151 1908 10 1 二宮尊徳翁の壁書 14
151 1908 10 1 博議 現実に対する態度 島地大等 15
151 1908 10 1 博議 仏伝の頻婆娑羅王　第二 文学士　堀謙徳 17
151 1908 10 1 博議 人物分配の不平均 柘植秋畝 20
151 1908 10 1 講話 四十二章経提要（第七回） 文学士　北村教厳 22
151 1908 10 1 新刊紹介 達磨と陽明　忽滑谷快天著 25
151 1908 10 1 新刊紹介 倶舎論大綱　梶川乾堂著 25
151 1908 10 1 新刊紹介 時代公論　　第一巻四号 25
151 1908 10 1 新刊紹介 実業之横浜　　秋季定期増刊 25
151 1908 10 1 家庭 児童と友人 道元翠渓 26
151 1908 10 1 家庭 女子の教育に就て 穂積ます子 28
151 1908 10 1 主従の心得 30
151 1908 10 1 小説 十三夜 隴圃 31
151 1908 10 1 恐るべき精神の力 33 （東西南北）
151 1908 10 1 雑録 雪山中の仏教国（シッキム独立王国） 島地大等 34
151 1908 10 1 雑録 前田博士の来遊　下 千界漫録 36
151 1908 10 1 雑録 柳営生活雑観（上） 文学士　森川智徳 37
151 1908 10 1 雑録 第十回　清談会の記 白水 39
151 1908 10 1 雑録 富麓物語 荒北生 40
151 1908 10 1 雑録 玉耶会小集 傍聴子 41
151 1908 10 1 雑録 熱のおそれ 畦の花守 42
151 1908 10 1 雑録 現し世ならぬ　他 白葉狂郎 42
151 1908 10 1 雑録 訪杉山上人不遇　他 松本耕道 42
151 1908 10 1 雑録 偶感 高畑邦雄 42
151 1908 10 1 雑録 日は病みぬ 隴人 43
151 1908 10 1 雑録 乱れ箱 朎朧 43
151 1908 10 1 雑録 生の鎖 余綾子 43
151 1908 10 1 雑録 萩 京都　隴人 44
151 1908 10 1 雑録 朝寒 仙台　幻詩郎 44
151 1908 10 1 雑録 秋季雑吟 岐阜　尾関春潮　他 44
151 1908 10 1 新報 シッキム皇太子殿下歓迎会 45
151 1908 10 1 新報 郵便局伝道の発展 45
151 1908 10 1 新報 東京盲人教育会の近況 45
151 1908 10 1 新報 本派講習員の建議 45
151 1908 10 1 新報 亜米利加の発見は仏僧 45
151 1908 10 1 新報 教育費の寄附 45
151 1908 10 1 新報 軍人慰問と婦人会 46
151 1908 10 1 新報 増上寺の紀念宝塔 46
151 1908 10 1 新報 中央慈善協会の設立 46
151 1908 10 1 新報 本派本願寺の伝道大会 46
151 1908 10 1 新報 据置貯金の奨励 46



151 1908 10 1 新報 韓国の暴徒と基督教 46
151 1908 10 1 新報 本派本願寺の集会 46
151 1908 10 1 新報 会堂設等の建議 46
151 1908 10 1 新報 東本願寺四十二年度予築 47
151 1908 10 1 新報 曹洞宗僧侶の決議 47
151 1908 10 1 新報 身延深敬病院の近況 47
151 1908 10 1 新報 本派慈善事業近況 47
151 1908 10 1 新報 増上寺の紀念教田 47
151 1908 10 1 新報 講習会の決議 47
151 1908 10 1 新報 満洲仏教育年会の講習会 47
151 1908 10 1 新報 津市実業家の仏教会 47
151 1908 10 1 新報 岩崎家の寺院建立 47
151 1908 10 1 新報 龍谷会の近況 48
151 1908 10 1 新報 寺門内の節婦 48
151 1908 10 1 新報 新潟市へ救恤金 48
151 1908 10 1 新報 麻布仏教少年会 48
151 1908 10 1 個人消息 48
151 1908 10 1 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

152 1908 10 15 本領 実験的信仰 1
152 1908 10 15 本領 将来の徳育問題 2
152 1908 10 15 本領 近来の事件 3
152 1908 10 15 修養 学問の本尊 前田博士 4
152 1908 10 15 修養 親の恩　上 菅瀬芳英 5
152 1908 10 15 修養 宗教家の尊厳 亀谷天世 8
152 1908 10 15 自治 自治と宗教　其六 長沢則彦 11
152 1908 10 15 博議 時代の要求 文学博士　高楠順次郎 14
152 1908 10 15 博議 我観真宗（一） 柘植秋畝 16
152 1908 10 15 博議 檀特山の修行 文学士　常盤大定 18
152 1908 10 15 博議 現実に対する態度に就て（島地先生に教を乞ふ） 池田和市 19
152 1908 10 15 新刊紹介 文明の慈善事業　木山定生編 21
152 1908 10 15 新刊紹介 通俗禅話　高田道見著 21
152 1908 10 15 新刊紹介 法然上人言行録　本田無外著 21
152 1908 10 15 新刊紹介 親鸞聖人言行録　松原至文著 21
152 1908 10 15 新刊紹介 日蓮上人言行録　大屋徳城著 21
152 1908 10 15 講話 白隠和尚座禅和讃眼目　一 文学士　北村教厳 22
152 1908 10 15 家庭 児童と道徳 道元翠渓 24
152 1908 10 15 家庭 衣服の保存法 穂積ます子 25
152 1908 10 15 家庭 遺伝の力と道徳的発達（三） 林光遠 28
152 1908 10 15 家庭 母親の禁条 30 （米国の家庭雑誌）
152 1908 10 15 小説 煩悶 朎朧 31
152 1908 10 15 海外談叢 世界の人類 33
152 1908 10 15 海外談叢 九十八歳の自転車乗 33
152 1908 10 15 海外談叢 五千年前の玩具 33
152 1908 10 15 海外談叢 世界最高の料理 33
152 1908 10 15 海外談叢 英国のダイアモンド 33
152 1908 10 15 海外談叢 海水の為に火事 33
152 1908 10 15 海外談叢 奇妙なる損害賠償 33
152 1908 10 15 雑録 欧州巡遊記（其二） 文学士　堀謙徳 34
152 1908 10 15 雑録 看護の苦しき経験を有せる福間氏は如何に独歩子の「病床録」

を見たりしか。（上）
泉道雄 35

152 1908 10 15 雑録 時感小言 清原秋影 37
152 1908 10 15 雑録 青灯閑話 白水 38



152 1908 10 15 雑録 亡き母を懐ふ 舟橋水哉 40
152 1908 10 15 雑録 秋日感懐　他 菊邨野史 41
152 1908 10 15 雑録 梟 紫夢龍 42
152 1908 10 15 雑録 若かき路 畦の花守 42
152 1908 10 15 雑録 蟋蟀 隴人 43
152 1908 10 15 雑録 秋老ひて 紅葉舎主人 43
152 1908 10 15 雑録 月 日野麦園 43
152 1908 10 15 雑録 秋夜歩月　他 亀谷天尊 44
152 1908 10 15 雑録 菊 京都　僧隴人 44
152 1908 10 15 雑録 秋季雑吟 巣鴨　色即　他 44
152 1908 10 15 新報 神戸と横浜の仏教 45
152 1908 10 15 新報 愛国婦人会と孤児教養 45
152 1908 10 15 新報 京浜仏教徒懇話会 45
152 1908 10 15 新報 実業家の道徳会 45
152 1908 10 15 新報 浅草別院仏教徒懇話会 45
152 1908 10 15 新報 龍谷会の学生歓迎大会 46
152 1908 10 15 新報 百七歳の老法師 46
152 1908 10 15 新報 大阪の遊廓伝道 46
152 1908 10 15 新報 広島に於ける軍人倶楽部 46
152 1908 10 15 新報 実業青年会 46
152 1908 10 15 新報 一日中の離婚数 46
152 1908 10 15 新報 神戸市の特種布教 46
152 1908 10 15 新報 横浜動物虐待防止会 46
152 1908 10 15 新報 得がたき妙好婦人 46
152 1908 10 15 新報 内務省と子守学校 47
152 1908 10 15 新報 天本梅可氏の活動 47
152 1908 10 15 新報 墺国皇帝と貧少年 47
152 1908 10 15 新報 カーネギー氏の義挙 47
152 1908 10 15 新報 篤志なる僧侶 47
152 1908 10 15 新報 総監と救貧事業 47
152 1908 10 15 新報 噠■喇嘛の入京 47 ■は、口へんに頼
152 1908 10 15 新報 厭世病治療研究 48
152 1908 10 15 新報 創立八十年の小学校 48
152 1908 10 15 新報 大阪病院の布教開始 48
152 1908 10 15 新報 浄土宗図書館 48
152 1908 10 15 個人消息 48
152 1908 10 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

153 1908 11 1 本領 詔書を捧読して 1
153 1908 11 1 本領 松陰先生五十年祭 2
153 1908 11 1 本領 米国艦隊の来訪 3
153 1908 11 1 修養 教の権威 前田博士 4
153 1908 11 1 修養 親の恩　下 菅瀬芳英 6
153 1908 11 1 修養 調熱の信 無漏田秀孝 8
153 1908 11 1 我は其方に行かむ 10 （巴利文小阿含経）
153 1908 11 1 博議 再び現実に対する態度に就て（池田君に答ふ） 島地大等 11
153 1908 11 1 博議 社会階級と女子教育 文学士　和田鼎 13
153 1908 11 1 博議 我観真宗　二 柘植信秀 16
153 1908 11 1 博議 仏伝の頻婆娑羅王　第三 文学士　堀謙徳 19
153 1908 11 1 新刊紹介 釈迦牟尼伝　文学士　　常盤大定著 21
153 1908 11 1 新刊紹介 大聖釈尊　　　　中川太郎、浜口恵璋、狩野広崖共訳 21
153 1908 11 1 新刊紹介 梵語入門　　萩原雲来訳 21
153 1908 11 1 新刊紹介 布教　　第一号 21



153 1908 11 1 新刊紹介 教育之日本　　四週年記念号 21
153 1908 11 1 講話 白隠和尚座禅和讃眼目　（二） 文学士　北村教厳 22
153 1908 11 1 一人一語 勇気修養の一手段 25 （新渡戸博士）
153 1908 11 1 一人一語 人を使役する心得 25 （佐治実然氏）
153 1908 11 1 一人一語 禅学修養の効能 25 （大石正巳氏）
153 1908 11 1 一人一語 広く学び狭く応用せよ 25 （横井博士）
153 1908 11 1 一人一語 欧州の仏教 25 （姉崎博士）
153 1908 11 1 一人一語 欧州宗教の末路 25 （海老名弾正氏）
153 1908 11 1 家庭 「子」より受くる感化 佐藤巌英 26
153 1908 11 1 家庭 児童と僕婢 道元翠渓 28
153 1908 11 1 家庭 遺伝の力と道徳的発達（四） 林光遠 31
153 1908 11 1 雑録 危害 土屋極東 33
153 1908 11 1 雑録 看護の苦しき経験を有せる福間氏は如何に独歩子の「病床録」

を見たりしか（下）
泉道雄 33

153 1908 11 1 雑録 冨麓物語　其二 池田荒北 35
153 1908 11 1 雑録 比叡の秋 隴圃 37
153 1908 11 1 雑録 夢のまこと（ボツカシオ） 増谷莎水訳 39
153 1908 11 1 雑録 第十一回　清談会の記 白水 41
153 1908 11 1 雑録 目は盲ひぬ　他 畦の花守 42
153 1908 11 1 雑録 稲妻 山水仙人 42
153 1908 11 1 雑録 病の枕 病葩人 43
153 1908 11 1 雑録 三稜鏡 隴人 43
153 1908 11 1 雑録 漫吟 麦園 43
153 1908 11 1 雑録 麻阜三賢坊幽居 亀谷天尊 44
153 1908 11 1 雑録 次鈴木天遊詞伯新秋詩韻　他 小泉椿斎 44
153 1908 11 1 雑録 秋日和 岐阜　春潮 44
153 1908 11 1 雑録 秋季雑吟 大和　白鷗　他 44
153 1908 11 1 新報 皇室費増額不裁可 45
153 1908 11 1 新報 宗教院の設立 45
153 1908 11 1 新報 哈爾賓の本願寺 45
153 1908 11 1 新報 西派法主の直諭 45
153 1908 11 1 新報 大詔と臨時伝道 45
153 1908 11 1 新報 青年団の施療薬事業 45
153 1908 11 1 新報 煩悶者の統計 45
153 1908 11 1 新報 布哇仏教大教会 46
153 1908 11 1 新報 仏教大学図書館開館式 46
153 1908 11 1 新報 京都帝大の宗教学 46
153 1908 11 1 新報 基督教女子青年会寄宿舎 46
153 1908 11 1 新報 寺院と消費組合 46
153 1908 11 1 新報 浄土宗の社会面 46
153 1908 11 1 新報 模範忠魂碑 46
153 1908 11 1 新報 鉄道青年会 46
153 1908 11 1 新報 平和館 47
153 1908 11 1 新報 松陰神社五十年祭 47
153 1908 11 1 新報 諸戸家の慈善 47
153 1908 11 1 新報 銀行集会所講話会の二週年 47
153 1908 11 1 新報 木辺法主の近状 47
153 1908 11 1 新報 大阪と青年教家 47
153 1908 11 1 新報 社会主義と軍隊布教 47
153 1908 11 1 新報 金沢学生の宗教 47
153 1908 11 1 新報 宗教大会講演会 48
153 1908 11 1 新報 宗教的中学校 48



153 1908 11 1 新報 雇人規則削除の建議提出 48
153 1908 11 1 新報 本月の龍谷会講話 48
153 1908 11 1 新報 米国に縁故深き寺 48
153 1908 11 1 個人消息 48
153 1908 11 1 広告 49 以下巻末（49～5４ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

154 1908 11 15 本領 勤倹と仏教 1
154 1908 11 15 本領 報徳教に就て 2
154 1908 11 15 本領 大谷派の伝灯継職式 3
154 1908 11 15 修養 仏教信仰の基礎 前田博士 4
154 1908 11 15 修養 謝恩心の欠乏 大阪高等商業学校校長　　横

井彦次郎
6

154 1908 11 15 愉快に一生を暮す秘訣 7 （鈴木藤三郎「工業の大日本」）
154 1908 11 15 実感 不可思議の力 多田淳良 8
154 1908 11 15 余は病に依て霊魂の存在を確信せり 石川安次郎 12
154 1908 11 15 博議 自然主義を評して吾人の修養に及ぶ　上 文学士　加藤玄智 13
154 1908 11 15 博議 余の真理観 亀谷天尊 16
154 1908 11 15 博議 仏伝の頻婆娑羅王　其四 文学士　堀謙徳 19
154 1908 11 15 新刊紹介 人物の修養　　中村平訳補 22
154 1908 11 15 新刊紹介 弘法大師言行録　　大屋徳城著 22
154 1908 11 15 新刊紹介 伝教大師言行録　　大屋徳城著 22
154 1908 11 15 新刊紹介 道元禅師言行録　　本田無外著 22
154 1908 11 15 新刊紹介 大阪仏教　　　第四号 22
154 1908 11 15 講話 白隠和尚座禅和讃眼目　三 文学士　北村教厳 23
154 1908 11 15 同一醎味 25
154 1908 11 15 家庭 肉体の親と心霊の親（仏を信ずるの道） 文学士　泉道雄 26

154 1908 11 15 家庭 余の実験せる日常衛生法 文学士　三輪田元道 28
154 1908 11 15 家庭 お月様 菅貞子 30
154 1908 11 15 家庭 野苺 秋紅郎 33
154 1908 11 15 雑録 欧州巡遊記　　其三 文学士　堀謙徳 34
154 1908 11 15 雑録 比叡の秋 白圃 36
154 1908 11 15 雑録 悲観と楽観 常盤生 38
154 1908 11 15 雑録 吁我が友 浩園 39
154 1908 11 15 雑録 小弦録 隴圃の人 40
154 1908 11 15 雑録 聴虫 千界人迂 40
154 1908 11 15 雑録 玉耶会の記 傍聴子 41
154 1908 11 15 雑録 雲石紀行雑詩 含潤道人 42
154 1908 11 15 雑録 次井上黙痴詩韻再寄 小泉椿斎 43
154 1908 11 15 雑録 楽々園看菊 菊邨野史 43
154 1908 11 15 雑録 黄蠟 隴人 43
154 1908 11 15 雑録 玉あられ 紅雨 43
154 1908 11 15 雑録 秋風 萩浦 43
154 1908 11 15 雑録 月夜 閑窓 44
154 1908 11 15 雑録 秋の空 春潮 44
154 1908 11 15 雑録 行く秋 色即 44
154 1908 11 15 雑録 秋の聲 白鷗 44
154 1908 11 15 雑録 夜寒 閑窓 44
154 1908 11 15 雑録 愁思 くれない 44
154 1908 11 15 新報 大派法主の伝灯式 45
154 1908 11 15 新報 長野の宗教大会 45
154 1908 11 15 新報 早稲田大学の仏教研究会 45
154 1908 11 15 新報 神職養成機関 45
154 1908 11 15 新報 耶蘇教学校の現状 45



154 1908 11 15 新報 神戸の四教合同 46
154 1908 11 15 新報 実業家と宗教書類 46
154 1908 11 15 新報 名教大学校 46
154 1908 11 15 新報 東京市と由緒墓碑 46
154 1908 11 15 新報 仏教信者の模範 46
154 1908 11 15 新報 布哇小学校の増築 46
154 1908 11 15 新報 金沢仏教会堂建設 46
154 1908 11 15 新報 仙台仏教会館建設の議 47
154 1908 11 15 新報 校長村葬式 47
154 1908 11 15 新報 仏式の還暦賀会 47
154 1908 11 15 新報 松村氏と聖書編纂事業 47
154 1908 11 15 新報 廃兵共済会講演 47
154 1908 11 15 新報 神戸積徳会会堂落成 47
154 1908 11 15 新報 発心せる鬼権氏 47
154 1908 11 15 新報 比丘尼学校の新設 48
154 1908 11 15 新報 三代据置貯金の計画 48
154 1908 11 15 新報 東洋大学仏教青年会 48
154 1908 11 15 新報 石見東部僧侶の活動 48
154 1908 11 15 個人消息 48
154 1908 11 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

155 1908 12 1 本領 経典と道徳 1
155 1908 12 1 本領 実業雑誌に就て 2
155 1908 12 1 本領 宗教の大勢 3
155 1908 12 1 修養 仏教の真面目 前田博士 4
155 1908 12 1 生死岸頭に自若として笑ふ 6 （十善宝窟）
155 1908 12 1 修養 心の家 羽渓了諦 7
155 1908 12 1 修養 真宗に於ける禁制箇条 舟橋水哉 10
155 1908 12 1 博議 自然主義を評して吾人の修養に及ぶ　（中） 文学士　加藤玄智 12
155 1908 12 1 博議 東亜文明の特長と仏教 佐々木宣正 14
155 1908 12 1 博議 我観真宗（三回） 柘植秋畝 18
155 1908 12 1 博議 仏伝の頻婆娑羅王　　其五 文学士　堀謙徳 20
155 1908 12 1 新刊紹介 香樹院語録　柏原祐義、禿義峰共編 23
155 1908 12 1 新刊紹介 恩寵の宗敏　　多田鼎著 23
155 1908 12 1 新刊紹介 平田篤胤言行録　丸島敬編 23
155 1908 12 1 新刊紹介 ラスキン言行録　　渡辺芳雄著 23
155 1908 12 1 新刊紹介 魔剣　　第一号 23
155 1908 12 1 講話 白隠和尚座禅和讃眼目 文学士　北村教厳 24
155 1908 12 1 講話 今日主義 理学士　石川成章 26 （中外日報）
155 1908 12 1 郊外看残菊 山口不識 26
155 1908 12 1 家庭 親鸞聖人と家庭 佐藤巌英 27
155 1908 12 1 信仰の植付は子供の時に限る 男爵　石黒直悳 29 （教育学術界）
155 1908 12 1 家庭 遺伝の力と道徳的発達（五） 林光遠 30
155 1908 12 1 伯瑜の話 31 （道の光）
155 1908 12 1 小説 診察室 白圃 32
155 1908 12 1 雑録 欧州巡遊記（其四） 文学士　堀謙徳 34
155 1908 12 1 雑録 頭陀袋（一） 京の子 35
155 1908 12 1 雑録 近松と仏教（上） 山本秋水 37
155 1908 12 1 雑録 六日会の記 礫川生 38
155 1908 12 1 雑録 書窓漫言 雪団 39
155 1908 12 1 雑録 第十二回清談会記事 白水 40
155 1908 12 1 雑録 移居於岐阜三軒家、戯賦、二首、 天尊　亀谷聖馨 42



155 1908 12 1 雑録 賀天尊詞宗移居、次其原韻 竹亭　東久世道禧/孤鶴　二条
基弘/梅菴　久我通久/華山
柳原義光/楓関　渡辺千秋/
省軒　亀谷行

42

155 1908 12 1 雑録 戊申十月念四、結城夫人青鸞居雅集、分壁上所掲曲園愈先生、
天半朱霞雲中白鶴、書匾八字為韻同賦、

佐々木茶渓/山崎二妙/高畠翠
石/石井柳郷/酒井香邨/稲垣
吟骸/結城青鸞

42

155 1908 12 1 雑録 遊奈良 大州九華 42
155 1908 12 1 雑録 山寺観楓 北岡順了 42
155 1908 12 1 雑録 庭園看菊 酒井香村 42
155 1908 12 1 雑録 時雨 春潮 43
155 1908 12 1 雑録 落葉掻き 白葉 43
155 1908 12 1 雑録 行く秋 白鷗 43
155 1908 12 1 雑録 霜 色即 43
155 1908 12 1 雑録 冬閑 閑窓 43
155 1908 12 1 雑録 落葉 金葩人 44
155 1908 12 1 広告 本誌改良広告 44
155 1908 12 1 新報 清国公使館の法要 45
155 1908 12 1 新報 歴史ある献上品 45
155 1908 12 1 新報 仏教慈善団体の其後 45
155 1908 12 1 新報 我国空前の大挙伝道 45
155 1908 12 1 新報 岡部法相と念珠 45
155 1908 12 1 新報 東本願寺の新内局 46
155 1908 12 1 新報 西本願寺の失火 46
155 1908 12 1 新報 東京郵便電信局の講話 46
155 1908 12 1 新報 上宮教会の発展計画 46
155 1908 12 1 新報 成功せる宗教懇話会 46
155 1908 12 1 新報 孤児の報恩講 46
155 1908 12 1 新報 東京市養育院の法会 46
155 1908 12 1 新報 熱心なる仏教信者 46
155 1908 12 1 新報 日宗教育合併論 47
155 1908 12 1 新報 蓮絲の大曼荼羅 47
155 1908 12 1 新報 観音専門の画家 47
155 1908 12 1 新報 京都仏教青年会 47
155 1908 12 1 新報 大阪駆黴院の布教 47
155 1908 12 1 新報 褒章受領の老翁 47
155 1908 12 1 新報 鳥取市の教勢 48
155 1908 12 1 新報 清水寺の奇遇 48
155 1908 12 1 新報 第一回鉄道青年会 48
155 1908 12 1 新報 モスリン紡績会社 48
155 1908 12 1 新報 慰問袋の寄贈 48
155 1908 12 1 個人消息 48
155 1908 12 1 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。

156 1908 12 15 本領 無益の礼かな 1
156 1908 12 15 本領 天理教の独立 1
156 1908 12 15 本領 仏教雑誌に就て 3
156 1908 12 15 修養 寒窓夜話 前田博士 4
156 1908 12 15 修養 迷ひの心 文学士　泉道雄 6
156 1908 12 15 栖原憶渓琴先生冷雲上人 山口仏石 8
156 1908 12 15 博議 二重の人生観 島地大等 9
156 1908 12 15 博議 自然主義を評して吾人の修養に及ぶ（下） 文学士　加藤玄智 10
156 1908 12 15 博議 解脱の意義 羽渓了諦 12



156 1908 12 15 博議 仏伝の頻婆娑羅王　其六 文学士　堀謙徳 16
156 1908 12 15 博議 クリスマスの由来 中村幻堂 17
156 1908 12 15 講話 四十二章経提要（第八回） 文学士　北村教厳 19
156 1908 12 15 新刊紹介 親鸞聖人の信仰　近角常観著 22
156 1908 12 15 新刊紹介 日蓮主義　　大橋敏郎著 22
156 1908 12 15 新刊紹介 二宮尊徳報徳教要領　井口丑二著 22
156 1908 12 15 新刊紹介 仏陀の光　第一年第二号 22
156 1908 12 15 家庭 仏教の家庭観（一） 佐藤巌英 23
156 1908 12 15 家庭 児童と自助心 道元翠渓 24
156 1908 12 15 家庭 遺伝の力と道徳的発達（六） 林光遠 25
156 1908 12 15 ローズヴエルト氏の家族 27
156 1908 12 15 小説 死後 知久峡雨 28
156 1908 12 15 初冬 告水 32
156 1908 12 15 雑録 欧州巡遊記　其五 文学士　堀謙徳 33
156 1908 12 15 雑録 一夜の思ひ 鈴木生 34
156 1908 12 15 雑録 柳営生活雑観（下） 文学士　森川智徳 35
156 1908 12 15 雑録 頭陀袋（二） 京の子 36
156 1908 12 15 雑録 近松と仏教　下 山本秋水 38
156 1908 12 15 雑録 歳末囈語 告水 40
156 1908 12 15 雑録 第八回玉耶会の記 傍聴子 41
156 1908 12 15 雑録 明治戊申十一月祝第三四旅団及六三聯隊移転于松江 山崎海印 42
156 1908 12 15 雑録 榧の実 金葩人 43
156 1908 12 15 雑録 渡り鳥 白圃 43
156 1908 12 15 雑録 枯尾花 春潮 43
156 1908 12 15 雑録 霜 色即 43
156 1908 12 15 雑録 木枯 くれなゐ 44
156 1908 12 15 雑録 野分 白鷗 44
156 1908 12 15 雑録 雪 閑窓 44
156 1908 12 15 広告 本誌改良広告 44
156 1908 12 15 新報 西本願寺の僧服改良 45
156 1908 12 15 新報 天理教独立許可 45
156 1908 12 15 新報 独逸に仏像を寄贈す 45
156 1908 12 15 新報 大派法主の巡教 45
156 1908 12 15 新報 伝通院の炎上 45
156 1908 12 15 新報 大派議制局会議 45
156 1908 12 15 新報 医師の奉仏 46
156 1908 12 15 新報 年末と迷信者 46
156 1908 12 15 新報 海外の仏式結婚 46
156 1908 12 15 新報 鉄道青年会 46
156 1908 12 15 新報 救世軍の潜勢 46
156 1908 12 15 新報 高派法主の武官招宴 46
156 1908 12 15 新報 連枝の阿弗利加探見 46
156 1908 12 15 新報 天理教の感化院設立計画 46
156 1908 12 15 新報 清国両陛下追吊法会 47
156 1908 12 15 新報 今弁円 47
156 1908 12 15 新報 施療部の近況 47
156 1908 12 15 新報 建築学者の帰仏談 47
156 1908 12 15 新報 伝道開始五十年祝賀 47
156 1908 12 15 新報 欧州の仏教思想 48
156 1908 12 15 新報 断根和尚と横須賀 48
156 1908 12 15 新報 鹿児島仏教青年会 48
156 1908 12 15 新報 監獄署の報恩講 48



156 1908 12 15 個人消息 48
156 1908 12 15 広告 49 以下巻末（49～52ページ＋裏表紙表裏）まで広告。
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